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昭
和
四
十
一
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
を
決
定

第
三
二
回
議
員
総
会

当
所
第
三
二
回
議
員
総
会
は
、
去
る
三
月
二
十
八
日
(
月
)
正
午
か
ら
奈
良
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
本
年
度
の
事
業
計
画
及
び
一
般
会
計
収
支
予
算
を
審
議
さ
れ
原
案
通
り
、
次
の
よ
う
に
決
っ
た
。

昭
和
四
十
一
年
度

事
業
計
画

基
本
方
針

昭
和
四
十
一
年
度
の
わ
が
国
経
済
倩
勢
は
、

咋
年
度
よ
り
引
続
い
た
構
造
的
不
況
下
に
あ
る

か
、
一
方
政
府
の
積
極
的
な
財
政
政
策
と
経
済

゛
、
、界

自
ら
の
努
力
に
ょ
り
鴛
均
衡
へ
の
目
標
に

向
し
つ
つ
ぁ
っ
て
、
本
年
の
課
題
は
こ
の
不
況

を
如
何
に
脱
出
す
る
か
に
あ
り
、
将
来
の
安
定

成
長
路
線
へ
の
出
発
点
と
な
す
べ
き
重
要
な
時

点
に
あ
り
、
本
年
度
は
次
の
重
点
事
業
を
中
核

と
し
て
県
市
を
始
め
各
関
係
団
体
と
も
緊
密
な

連
繋
協
調
の
も
と
に
、
商
工
会
議
所
本
来
の
使

命
た
る
地
域
綜
合
経
済
団
体
と
し
て
の
使
命
達

成
に
万
全
を
期
す
る
、
の
と
す
る
。

従
っ
て
わ
が
産
業
界
も
一
層
企
業
基
盤
の
強

化
に
努
め
、
質
的
内
容
充
実
へ
の
努
力
を
な
す

ぺ
き
年
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
共
に
、
こ

一
一
一

の
よ
う
な
情
勢
下
に
あ
っ
て
本
商
工
会
議
所
は

常
に
産
業
界
の
実
態
の
把
握
に
努
め
、
商
工
業

者
の
改
善
発
屍
経
済
基
盤
の
向
上
を
図
る
べ

き
効
果
的
施
策
を
講
ず
べ
く
、
先
つ
企
業
の
体

質
改
善
、
経
営
の
近
代
化
、
合
理
化
を
一
段
と

推
進
す
る
と
共
に
、
協
業
化
、
集
団
化
、
チ
エ

ソ
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
又
一
方
若
年
労

働
力
の
不
足
に
伴
う
求
人
対
策
と
し
て
雇
用
の

促
進
を
は
か
る
と
共
に
、
之
に
関
連
し
て
受
入

体
制
の
整
備
拡
充
を
画
し
て
中
小
企
業
従
業
員

家
族
寮
の
建
設
を
実
現
し
、
求
人
難
緩
和
の
一

助
と
し
た
い
。

次
に
昭
和
四
十
五
年
開
催
の
万
国
博
計
画
の

第
一
年
目
と
し
て
、
そ
の
受
入
対
策
の
推
進
と

そ
れ
に
関
連
し
て
当
地
域
の
整
備
開
発
の
促
進

に
も
積
極
的
に
働
き
か
け
る
罫
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
商
工
会
瀞
の
事
業
活
動
も

新
た
な
役
割
が
要
求
さ
れ
る
時
、
国
際
観
光
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
会
議
所
建
設
の
気
運
も
醸
成

さ
れ
つ
つ
ぁ
り
、
又
本
年
は
当
所
設
立
二
十
周

紛
経
済
動
向
に
関
す
る
各
種
調
査
の
実
施

二
地
域
経
済
開
発
、
観
光
都
市
建
設
に
関

す
る
各
種
調
査
の
実
施
、
資
料
の
蒐
集

偽
経
営
近
代
化
に
関
す
る
各
種
基
礎
調
査

の
実
施

四
地
域
内
産
業
に
対
す
る
調
査
の
実
施
と

基
礎
資
料
の
整
備
、
配
布

国
広
報
資
料
と
し
て
の
「
商
工
名
鑑
」
「

商
工
だ
よ
り
」
の
発
刊
、
配
布

因
観
光
関
係
宣
伝
冊
曹
刊
行
、
配
布

三
、
商
工
業
振
興
事
業

一
、
商
工
業
の
改
善
発
達
に
関
す
る
事
業

円
商
工
業
の
経
営
改
善
並
び
に
従
業
員

訓
練
の
た
め
の
各
種
講
演
会
、
講
習
会

研
究
会
の
開
催

二
商
工
業
に
関
す
る
証
明
及
び
鑑
定

国
商
工
業
視
察
団
、
調
査
団
の
派
遣

四
見
本
市
、
展
示
会
の
主
催
及
び
協
賛

国

国
産
品
普
及
向
上
運
動
の
展
開

商
店
街
地
域
の
整
備
、
育
成
並
び
に

司
商
店
街
活
動
に
対
す
る
協
力
指
導

固
商
店
サ
ー
ビ
ス
強
化
運
動
の
展
開

四
商
店
街
大
売
出
し
の
実
施

W
 
商
業
道
徳
高
揚
運
動
の
推
進

内
外
商
取
引
に
関
す
る
紹
介
、
斡
旋

一
業
界
別
二
世
会
の
組
織
指
導
に
ょ
る

合
理
化
促
進

ニ
、
商
工
技
術
の
振
興

一
工
業
技
術
に
つ
い
て
の
講
習
会
、
研

究
会
の
開
催

二
珠
算
、
書
写
、
簿
記
、
計
算
尺
の
講

習
会
開
催
と
検
定
試
験
並
び
に
競
技
大

会
の
開
催

三
、
金
融
税
務
、
労
働
対
染

金
融
懇
談
会
の
開
催

制
度
金
融
、
政
府
関
係
金
融
機
閃

年
に
当
り
、
商
工
業
の
綜
合
セ
ソ
タ
ー
と
し
て

経
済
界
の
総
署
結
集
す
る
た
め
、
会
員
倍
加

運
動
を
始
め
会
議
所
組
織
の
一
層
の
充
実
を
計

る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
基
本
方
針
に
基
つ
き
本
年
度
の
事
業

計
画
を
次
の
よ
う
に
策
定
す
る
。

施
策
の
概
要

一
、
意
見
の
公
表
と
建
議
要
望

■
商
工
業
の
改
善
、
発
達
を
図
る
た
め
地

域
開
発
か
ら
小
規
模
事
業
施
策
に
至
る
ま

で
部
会
を
通
じ
て
意
見
を
結
集
し
、
又
各

専
問
委
員
会
に
お
い
て
専
門
的
に
研
究
討

議
し
、
商
工
会
議
所
と
し
て
の
意
見
を
公

表
し
、
時
に
応
じ
て
行
政
庁
そ
の
他
に
対

し
て
建
議
要
望
を
行
な
う
。

二
行
政
庁
、
上
部
組
織
機
関
の
諮
問
に
応

じ
、
産
業
界
の
代
表
と
し
て
答
申
を
行
な

保
証
制
度
の
利
用
斡
旋

青
色
申
告
制
度
の
普
及

国

従
業
員
確
保
対
策
の
推
進

四

従
業
員
家
族
寮
の
建
設

国

従
業
員
共
同
宿
舎
「
み
あ
と
寮
」
の

勺
管
理

田
金
融
、
税
務
、
労
務
に
関
す
る
説
明

会
、
研
究
会
の
開
催
と
相
談
の
実
施

四
中
小
企
業
振
興
事
業

月
協
業
化
、
共
同
化
等
中
小
企
業
構
造

高
度
化
、
合
理
化
方
策
の
研
究
と
実
施

の
促
進

ニ
エ
場
診
断
、
商
店
診
断
、
商
店
街
診

断
の
積
極
的
推
進

個
工
業
団
地
並
び
に
商
店
街
近
代
化
の

推
進

四
既
存
企
業
の
発
展
策

国
流
通
革
命
に
対
処
す
る
た
め
の
店
舗

共
同
化
、
大
型
化
、
専
門
店
化
、
チ
エ

ー
ソ
化
の
研
究
と
推
進

五
、
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

月

観
光
需
要
増
加
施
策
の
推
進

観
光
受
入
態
勢
整
備
拡
充
の
再
検
討

二

と
促
進

国
観
光
ル
ー
ト
の
整
備
、
特
に
回
遊
路

線
整
備
促
進

四
観
光
士
産
品
の
審
査
及
び
改
善
指
導

と
育
成

国
観
光
行
政
へ
の
協
力
、
関
係
諸
団
体

の
行
な
う
観
光
事
業
の
協
力

因
国
際
観
光
ホ
テ
ル
建
設
の
促
進

六
、
貿
易
振
興
対
策
事
業

貿
易
振
興
運
動
の
積
極
的
推
進

田

中
南
米
、
東
+
開
フ
ジ
ア
等
へ
の
経
済

市
場
調
査
視
察
団
の
編
成
派
遣
斡
旋

C
目

費
金
金

担
付

会
負
交

金
入
度
金

附
収
年
越

寄
雑
前
繰

＼

国
国
際
見
本
市
、
博
覧
会
等
の
出
品
促

進
と
見
学
研
究
の
実
施

四
輪
出
向
特
産
品
産
等
の
振
興
育
成

国
輸
出
品
原
産
地
証
明
並
び
に
関
連
各

種
証
明
書
の
発
給

七
、
地
域
開
発
の
促
進

◆
奈
良
国
際
文
化
観
光
都
市
建
設
計
画

の
促
進

都
市
計
画
路
線
完
成
の
促
進

四
十
五
年
開
催
の
万
国
博
に
あ
わ
せ

て
の
受
入
の
た
め
の
地
域
開
発
の
促
進

四
近
鉄
地
下
乗
入
れ
問
題
に
つ
い
て
の

研
究
と
産
業
界
と
し
て
の
意
見
の
結
集

ハ
、
会
員
倍
加
運
動
の
実
施

九
そ
の
他
の
事
業

月
当
所
設
立
二
十
周
年
記
念
行
事
の
実

施

C

目

ニ
、
調
査
、
広
報
に
関
す
る
事
業

う
0

2
3

'、

十
、
特
定
商
工
業
者
対
策

一
特
定
商
工
業
者
法
定
台
帳
を
作
成
し

て
信
用
調
査
そ
の
他
各
種
調
査
研
究

の
基
礎
資
料
と
す
る

二
法
定
台
帳
管
理
運
用
は
、
日
常
の
取

引
斡
旋
に
活
用
す
る
と
共
に
名
鐘
作
成

の
資
料
と
し
て
利
用
の
活
発
化
を
図
る

十
一
、
小
規
模
事
業
対
策
(
中
小
企
業
相
談

所
)
中
小
企
業
相
談
所
は
、
税
務
、
金
融

労
働
を
三
本
の
柱
と
し
て
、
本
年
は
更
に

広
汎
に
且
つ
積
極
的
に
中
小
企
業
特
に
小

規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
て
問
題
点
の
把

握
に
努
め
、
経
営
改
善
に
関
す
る
指
導
、

相
談
業
務
を
遂
行
す
る

月
経
営
指
導
員

経
営
指
導
員
四
名
及
び
補
助
員
一
名
を

も
っ
て
構
成
し
、
地
区
分
担
を
定
め
て

巡
回
指
導
に
重
点
を
置
く

二
専
門
指
導
員

経
理
、
税
務
、
金
融
、
経
賞
労
務
、

"e

、

国
旗
掲
揚
運
動
の
展
開

街
を
静
か
に
美
し
く
す
る
運
動
の
協

賛
推
進

＼

ー
.
1
七
ト
゛
、
ー
」

法
律
、
商
標
各
専
門
指
導
員
を
委
嘱
専

門
事
項
の
相
談
指
導
に
応
ず
る

国
経
営
改
善
指
導
事
業
の
内
容

川
経
営
改
善
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導

同
労
務
及
び
社
会
保
険
に
関
す
る
相
談

導

W
税
務
及
び
経
理
に
関
す
る
指
導
特
に

青
色
申
告
の
普
及
、
、
記
帳
の
継
続
指

記
帳
代
行
を
重
点
的
に
行
な
う

⇔
金
融
及
び
信
用
保
証
に
関
す
る
相
談

及
び
斡
旋

困
商
取
引
に
関
す
る
相
談
及
び
紹
介

囚
中
小
企
業
に
関
係
あ
る
法
律
及
び
制

度
の
紹
介
普
及

網
青
年
部
の
育
成
指
導

制
前
各
項
の
事
項
に
関
す
る
講
演
会
講

習
会
、
研
究
会
、
懇
談
会
、
個
別
相

談
等
を
時
に
応
じ
開
催
す
る

尚
ス
ラ
イ
ド
に
ょ
る
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

も
穏
的
に
開
催
す
る
。

昭和41年度一般会計収支予算書
(昭和41年4月1日~昭和42年3月31日)
収入の部 (単位円)

科 本年度
予算

事業収入

8,320,000
769,500

4,866,000
735,000
1,000
35,000

50,000

14,フ76,500

前年度
予算
フ,100,000
724,500

4,656,000
飴0,000
1,000
35,000

50,000

13,246,500

増△減

支出の部

1,220,000
45,000
210,000
55,000

科

国仁)

給与費
旅費
事務局費
会議費
事業費
小規模
事業費
決定台帳

本年度
予算
3,620,000
350,000
910,000
560,000

3,880,000

2,971,WO

合計

前年度
予算

1,530,000

3,199,000
250,000
780,000
505,000

3,600,000

2,710,000

作成管理
運用費

国仁)

増△減

交際費
公課
分担金
福利
厚生費
退職資金

421,000
100,000
130,000
55,0Ⅸ)
280,WO

261,000

フ70,000

170,000

603,0卯

穂驫ぎ

716,000

繰入
雑費
予備費

338,0卯

170,000

503,0卯

500,OW

54,0Ⅸ)

100,OM
4,5Ⅸ)

14,フ76,5Ⅸ)

260,0Ⅸ)

100,000

450,000

1卯,000
3,5Ⅸ)

13,246,500

78,WO

50,0Ⅸ)

1,0Ⅸ)

1,530,000

<会議所の動き>

仁X→

合計
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部
会
活
動

理
財
部
会
(
二
月
八
日
)

出
席
亀
田
部
会
長
他
-
0
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

概
要ズ

万
国
博
に
対
処
す
る
た
め
諸
施
設
の

整
備
が
急
が
れ
る
。

一
、
金
融
懇
談
会
を
年
二
1
三
回
開
催
す

る

交
通
運
輪
部
会
(
二
月
九
日
)

出
席
菊
池
部
会
長
他
一
四
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

概
要一

、
陳
情
し
て
い
る
道
路
整
備
(
奈
良

京
都
大
阪
を
結
ぶ
ル
ー
ト
)
を
早
急

に
実
現
出
来
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

一
、
車
庫
が
少
な
い
た
め
他
府
県
ナ
ソ
バ

ー
の
車
が
多
く
多
額
の
自
動
車
税
の
行

方
が
問
題
と
な
る
。

建
設
部
会
(
二
月
土
旦

出
席
尾
田
部
会
長
他
一
四
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

概
要一

、
万
国
博
関
係
工
事
の
請
負
に
つ
い
て

当
所
が
努
力
す
る
と
共
に
、
部
会
開
催

そ
の
他
の
方
法
に
ょ
り
業
者
問
の
協
調

に
ょ
っ
て
対
処
す
る
。

商
業
小
売
部
会
(
二
月
十
四
旦

出
席
阪
本
副
部
会
長
他
一
九
名

当
所
中
村
専
秘
和
井
田
局
長

概
要一

、
部
会
長
阪
本
善
雄
氏
副
部
会
長
岡

本
栄
一
氏
を
選
出
。

二
号
議
員
上
村
次
郎
氏
を
選
出

商
業
卸
部
会
(
二
月
十
二
日
)

出
席
下
出
部
会
長
他
-
0
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

概
要一

、
副
部
会
長
塚
本
清
氏
を
選
出
。

一
、
万
国
愽
を
受
入
れ
る
基
本
的
体
制
が

問
題
で
、
そ
れ
は
道
路
の
整
備
が
前
提

と
な
る

工
業
部
会
(
二
月
十
四
日
)

出
席
西
崎
部
会
長
他
三
茗

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

概
要一

、
万
国
博
を
当
地
工
業
発
展
の
踏
み
台

と
す
る
べ
く
、
建
設
と
保
存
の
調
和
を

考
慮
し
な
が
ら
強
力
に
諸
施
策
を
遂
行

す
る
。

一
、
万
国
博
出
品
の
為
の
積
立
金
の
免
税

に
つ
い
て
要
望
さ
れ
た
い
。

鍾
光
部
会
(
二
月
十
六
旦

出
席
大
東
部
会
長
他
一
三
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

概
要一

、
万
国
博
に
対
し
て
は
そ
の
受
入
体
制

の
整
備
が
間
題
点
だ
。
奈
良
の
場
合
外

ヌ
引

人
客
、
一
般
客
、
修
学
旅
行
生
の
三
層

を
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
旅
館
に
対

し
て
は
特
別
な
融
資
を
講
じ
ら
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
、
そ
の
他
宿
泊
設
備
に
つ

い
て
は
償
却
方
法
の
優
遇
措
置
、
資
産

税
の
軽
減
な
ど
が
望
ま
れ
る
。

工
芸
部
会
(
二
月
十
七
旦

出
席
水
谷
副
部
会
長
他
八
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

概
要一

、
伝
統
工
芸
を
継
承
し
て
ゆ
く
た
め
に

後
継
者
の
育
成
が
急
が
れ
る
。

一
、
工
芸
品
製
作
の
実
演
等
P
R
の
具
体

策
を
立
て
る
。

繊
維
工
業
部
会
(
二
月
十
八
日
)

出
席
冨
田
部
会
長
他
七
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

概
要一

、
万
国
博
の
受
入
体
制
と
し
て
奈
良
(

北
和
道
路
)
か
ら
京
都
、
大
阪
(
名
神

高
速
道
路
等
の
基
幹
道
路
)
へ
直
結
し

た
道
路
建
設
を
要
望
し
て
ゆ
く
。

犬
基
幹
道
路
に
沿
っ
て
大
規
模
な
工
業

団
地
を
企
画
推
進
し
て
ゆ
く
。

醸
造
部
会
(
二
月
十
八
日
)

出
席
今
西
部
会
長
他
五
名

当
所
和
井
田
局
長

概
要一

、
当
地
の
商
品
を
積
極
的
に
P
R
す
る

こ
と
に
努
力
す
る
。

当
所
中
付
専
務
、
和
井
田
局
長

雛一
、
瓢
員
一
名
補
欠
の
件

一
、
万
国
博
受
入
特
別
委
員
会
の
件

ズ
議
員
異
動
の
件

一
、
国
際
周
遊
ル
】
ト
決
定
の
件

一
、
県
・
市
経
済
政
策
要
望
の
件

一
、
定
時
制
高
校
独
立
校
設
置
要
望
の
件

一
、
共
同
宿
舎
建
設
状
況
机
告
の
件

一
、
中
小
企
菜
従
業
員
家
族
寮
建
設
計
画

の
件

一
、
卓
話

今
国
会
を
省
み
て
大
森
会
頭

第
四
三
回
常
議
員
会
(
於
奈
良
ホ
テ
ル
)

(
三
月
二
八
日
)
出
席
大
森
姦
、
河
合
、

小
山
副
会
頭
他
十
四
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

第
三
二
回
議
員
総
会
(
於
奈
良
ホ
テ
ル
)

(
三
月
二
八
日
)
出
席
大
森
会
頭
、
河
貪

小
山
副
会
頭
他
四
一
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

第
四
四
回
常
議
員
会
(
於
当
所
)

(
四
月
一
五
日
)
出
席
河
合
副
会
頭
外
一
四

名当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

第
一
回
万
国
博
受
入
特
別
委
員
会
(
於
当
所
)

(
二
月
四
日
)
出
席
河
合
、
小
山
副
会
頭
他

一
三
委
員

当
所
中
村
専
務
、
和
井
局
長

金
融
機
関
協
議
会
(
於
当
所
)

C

会
一
月
ご
百
)
出
席
金
融
団
南
都
銀
行
他

三
行
、
近
畿
財
務
局
奈
良
財
務
部

当
所
河
合
、
小
山
副
会
頭
、
中
村
専
班

和
井
田
局
長

米
国
総
領
事
と
の
懇
談
会
(
於
当
所
)

(
三
月
一
四
日
)
出
席
ジ
"
ソ
米
国
総
領
事

夫
妻
バ
ス
米
国
公
使
夫
妻
大
西
通
訳

.
、ノ

当
所
河
合
副
会
頭
、
奧
田
、
冨
森
議
見

中
村
専
務

ゲ
ス
ト
鞁
田
商
工
課
長
市
横
尾
秘
書

課
員

大
橋
組
倒
産
に
伴
う
関
連
企
業
金
融
懇
談
会

(
於
当
所
)

全
一
月
一
六
日
)

出
席
河
合
副
会
頭
、
中
村

専
務
、
藤
原
電
気
他
九
名

正
副
会
頭
会
議
(
於
当
所
)

(
三
月
一
九
日
)
出
席
大
森
会
頭
、
河
合
、

小
山
副
会
頭
、
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

み
あ
と
寮
入
居
者
説
明
会
(
於
当
所
)

(
二
月
二
五
日
)
出
席
河
合
副
会
頭
他
入
居

予
定
二
0
事
業
場

当
所
和
井
田
局
長
中
村
主
事

み
あ
と
寮
第
一
回
理
事
会
(
於
み
あ
と
寮
)

(
四
月
二
二
日
)
出
席
冨
森
阪
本
副
理
事

長
他
七
名

当
所
中
村
専
務

家
族
寮
建
設
委
員
会
(
於
当
所
)

(
五
月
三
日
)
出
席
河
貪
小
山
副
会
頭

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

0

第
四
回
議
員
懇
談
会
(
於
奈
良
ホ
テ
ル
)

(
一
月
十
四
日
)
出
席
大
森
会
頭
、
河
貪

小
山
副
会
頭
他
四
二
名

決
義
、
、
ノ
ニ
冨
喬

目
下
計
画
中
の
近
鉄
地
下
乗
入
れ
建
設

工
事
は
、
国
際
文
化
観
光
都
市
奈
良
百
年

の
大
計
に
奨
ミ
全
地
下
方
式
が
最
適

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
実
現
を
期

す
。

4

諸
会
議
へ
の
出
席

奈
良
県
中
小
企
業
対
策
審
議
会
(
於
当
所
)

(
一
月
三
百
)
出
席
中
村
専
務

第
ご
天
回
日
商
常
議
員
会
(
於
東
商
)

(
一
月
一
九
日
)
出
席
中
村
専
務

第
七
五
回
近
商
連
常
議
員
会
(
於
大
津
)

(
一
月
二
六
日
)
出
席
中
村
専
務

給
食
セ
ソ
タ
ー
運
営
協
議
会
(
於
当
所
)

(
一
月
二
七
日
)
出
席
中
村
専
務

万
国
愽
対
策
委
員
会
(
於
当
所
)

(
一
旦
三
日
)
出
席
中
村
専
務

会
議
所
検
定
事
務
担
当
連
絡
協
議
会
(
於
大
商
)

(
二
月
一
日
)
出
席
木
戸
課
長

近
畿
商
工
会
議
所
専
務
理
事
・
事
務
局
長
会
議

(
二
月
七
日
)

(
於
大
商
)

出
席
和
井
田
局
長

消
費
生
活
改
善
苦
情
処
理
担
当
者
会
議

(
二
月
一
八
日
)

(
於
大
商
)

出
席
木
戸
課
長

近
商
連
小
規
模
事
業
事
務
担
当
者
会
議

全
一
月
一
七
日
)

(
於
大
商
)

出
席
木
戸
課
長

労
使
懇
談
会
(
於
当
所
)

全
万
三
0
日
)
出
席
中
村
専
務

輸
出
貢
献
企
業
墨
制
度
説
明
会

(
於
大
阪
合
同
庁
▲
巳

(
四
月
四
日
)

出
席
木
戸
課
長

ノ

昭
和
四
十
一
年
一
月
十
四
日

奈
良
商
工
会
議
所
議
員
懇
談
会

ー
-
1
 
.
ー
ー
ー
ー
}

万
国
博
打
合
せ
会

(
四
月
八
日
)
出
席
石
坂
会
長
新
井
事
務

総
長
高
椋
奈
良
市
長
河
合
、
小
山
副
会

頭
野
村
氏
中
村
専
務

小
規
模
事
業
補
助
金
等
に
つ
き
説
明
会

(
於
当
所
)

(
四
月
一
五
日
)

出
席
中
村
、
綿
岡
指
遵
員

中
小
企
業
労
働
対
策
協
議
会
(
於
県
庁
)

(
四
月
三
0
日
)
中
村
専
務

第
二
回
近
畿
二
府
四
県
珠
算
合
同
鴛
会

(
於
当
所
)

(
五
月
一
日
)

出
席
中
村
専
務

近
畿
商
工
会
議
所
連
合
会
(
於
国
際
ホ
一
プ
ル
)

(
五
月
一
六
日
)
出
席
中
村
専
務

日
商
常
議
員
会
(
於
大
商
)

(
五
月
一
八
日
)
出
席
河
合
副
会
頭
、
中
村

専
務

奈
良
福
祉
事
業
協
同
組
合
総
会

(
五
旦
二
日
)
(
於
奈
良
市
信
用
金
庫
)

出
席
中
村
専
務

)

講
習
会

税
務
継
統
指
遵
(
於
当
所
)

(
一
月
一
七
日
)
決
算
書
の
作
成
と
申
告
書
の

つ
く
り
方
講
師
阪
本
祥
嗣
氏

出
席
四
四
名

(
一
月
一
八
日
)
個
別
指
違

(
一
月
一
九
日
)
個
別
指
導

説
明
会

5

U

C'゛



.(
一
月
二
十
日
)
個
別
指
導

゛
、ノ

(
二
月
二
三
日
)
個
別
指
導

(
二
月
二
吾
)
個
別
指
導

会
一
月
三
日
)
青
色
申
告
の
決
算

講
師
阪
本
祥
嗣
氏
出
席
一
四
名

(
三
月
九
日
)
個
別
指
導

全
一
月
十
日
)
個
別
指
遵

全
一
月
十
一
日
)
個
別
指
導

.
、ノ

(
五
月
一
八
日
)
開
始
記
帳
の
要
領
に
つ
い
て

講
師
阪
本
祥
嗣
氏
出
座
三
名

営
業
マ
ソ
訓
練
講
座
(
於
当
所
)

(
二
月
七
日
)
講
師
中
谷
敬
三
氏

出
席
四
五
名

新
入
従
業
員
の
育
て
方
講
習
会
(
於
当
所
)

(
二
月
十
日
)
講
師
橋
爪
勝
次
氏

出
席
一
六
名

法
人
税
務
講
習
会
(
於
当
所
)

-
ー

(
二
旦
二
日
1
二
五
日
)
講
師
福
岡
修
氏

出
席
五
五
名

ポ
ラ
ソ
タ
リ
ー
チ
エ
ソ
説
明
会
(
於
当
所
)

(
二
月
二
二
日
)
講
師
小
松
邦
男
氏

出
席
一
六
名

金
融
保
証
制
度
説
明
会
(
於
当
所
)

ラ
ソ
ス
シ
ー
ト
(
商
業
)
の
見
方
講
習
会

舎
一
月
二
二
日
)

(
於
当
所
)

講
師
中
島
修
氏

出
席
一
五
名

中
堅
幹
部
講
習
会
(
於
当
所
)

(
三
月
二
三
日
1
二
四
日
)

講
師
橋
爪
勝
次
氏

出
席
二
0
名

ラ
ソ
ス
シ
ー
ト
(
工
業
)
の
見
方
講
習
会

会
一
月
二
五
日
)

(
於
当
所
)

講
師
松
井
重
行
氏
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舎
肩
十
六
日
)
審
査
委
員
商
工
観
光
館
長

他
二
五
名
応
募
点
数
一
四
0
点

昭
和
四
十
一
年
度
中
卒
就
職
者
激
励
会

(
四
月
一
三
日
)
出
席
高
椋
奈
良
市
長
山

本
経
済
部
長
徳
田
県
商
工
課
長
寺
尾
教

大
教
授

当
所
中
村
専
務
理
事
参
加
者
七
0
名

国
際
見
本
市
見
学
会

(
四
月
一
八
日
)
参
加
老
小
山
副
会
頭
外
三

四
名

当
所
中
村
専
務
、
和
井
田
局
長

出
席
一
八
名

女
子
社
員
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
コ
ー
ス
(
於
当
所
)

会
一
月
二
六
日
)
講
師
川
手
正
章
氏

出
席
五
二
名

税
務
特
別
相
談
(
於
当
所
)

介
母
月
二
十
日
)
講
師
大
森
三
郎
氏

(
三
月
二
日
)
講
師
仲
谷
厳
氏
出
席
二
四
名

巡
回
金
融
懇
談
会
(
於
あ
や
め
池
公
民
館
)
そ
の
他
催
し
も
の

全
万
一
五
日
)
講
師
仲
谷
厳
氏

当
所
木
戸
課
長
、
吉
田
指
導
員

第
五
十
六
回
珠
算
検
定
試
験
(
於
奈
商
工
高
校
)

(
二
月
六
日
)
受
験
者
五
五
二
名

第
九
回
全
日
本
計
算
尺
競
技
大
会

(
於
明
治
大
学
)

(
一
月
一
六
日
)
参
加
者
五
名

同
友
会
例
会
(
於
当
所
)

(
一
再
九
日
)
講
師
大
阪
国
税
局
末
広
益
男

氏
、
中
山
庸
三
氏

テ
ー
マ
同
族
会
社
の
法
人
税
に
つ
い
て

出
席
杉
山
代
表
幹
事
他

関
係
団
体
の
動
き

大
和
経
経
済
倶
楽
部
(
於
当
所
)

囲
碁
会
(
毎
週
士
曜
日
)
指
導
梅
田
宇
之

助
氏
会
員
二
0
名

コ
ル
フ
会
(
於
国
際
ゴ
ル
フ
場
)

、

(
四
月
二
六
日
)
参
加
二
0
名

午
餐
会
(
於
当
所
)

(
毎
週
火
曜
日
)
会
員
五
七
名

奈
良
経
済
同
友
会

昭
和
四
十
一
年
度
新
春
懇
零

(
於
奈
良
ホ
テ
ル
)

(
一
月
ご
百
)

出
席
浅
田
、
杉
山
両
代
表

同
友
会
幹
事
会
(
於
当
所
)

全
一
月
二
九
日
)
出
席
杉
山
代
表
幹
事
他
四
名

議
件
次
年
度
の
活
動
方
針
及
び
事
業
計
画

に
つ
い
て

同
友
会
総
会
(
於
当
所
)

舎
一
月
十
三
日
)
出
席
杉
山
代
表
幹
事
他

ア

第
二
回
奈
良
糎
光
土
産
品
推
奨
審
査
会

(
於
当
所
)

0

商
工
会
議
所
連
合
会

正
式
に
設
立
き
ま
る

、
、

ア

?

第
二
回
・
フ
ジ
ア
商
工
会
議
所
会
議
は
、
さ
る
五
月
二
日
か
ら
六
日
ま

で
の
五
日
間
に
わ
た
り
、
台
北
の
ア
ソ
バ
サ
ダ
】
・
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た

結
果
昨
年
二
月
の
第
一
回
会
議
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
"
ア
ジ
フ
商
工

会
議
所
連
合
△
ヂ
の
設
置
を
正
式
に
決
定
し
た
。

こ
の
第
二
回
会
議
に
対
し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
は
李
孝
氏
(
日
商
副

会
頭
、
横
浜
会
頭
)
を
団
長
本
田
弘
敏
氏
(
東
商
副
会
頭
)
を
副
団
長

と
す
る
総
勢
二
十
三
名
の
代
表
団
を
派
遣
し
た
が
、
李
家
団
長
は
同
九
日

羽
田
着
帰
国
し
た
。

奈
良
県
産
業
訓
練
協
会

T
 
・
 
W
 
・
 
1
講
習
会
(
於
当
所
)

(
五
月
九
日
1
三
十
日
)

講
師
松
村
博
司
氏
(
人
の
扱
い
方
)

ヂ
加
藤
俊
次
氏
(
改
善
の
仕
方
)

ヂ
中
村
隆
英
氏
(
仕
事
の
教
え
方
)

幹
事
他

ゲ
ス
ト
大
森
会
頭
越
智
顧
問

講
師
中
村
広
三
氏

第
二
回
・
ア
ジ
ア
商
工
会
議
所
会
議
の
参
加

国
は
、
日
本
を
は
じ
め
タ
イ
、
イ
ソ
ド
、
豪
州

フ
ィ
リ
ピ
ソ
、
マ
レ
ー
、
ソ
ア
、
、
ベ
ト
ナ
ム
、
韓

国
、
香
港
マ
カ
オ
、
沖
縄
お
よ
び
地
元
の
中

華
民
国
の
十
二
力
国
で
、
討
議
さ
れ
た
の
は
、

①
第
一
回
?
、
ヲ
)
会
議
の
報
告
②
商
工

会
議
所
運
営
の
円
滑
化
、
③
貿
易
障
害
の
撤
廃

④
域
内
貿
易
の
協
調
的
促
進
⑤
開
発
銀
行
な

ら
ぴ
に
金
融
協
力
、
⑥
経
済
問
題
な
ら
び
に
協

カ
、
⑦
工
業
生
産
性
お
よ
び
協
力
、
⑧
農
業
生

産
性
お
よ
び
協
力
、
⑨
ア
ジ
ア
商
工
会
議
所
連

合
会
の
設
立
の
九
項
目
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
最
大
の
議
題
は
ア
ジ
ア
商
工
会
議

所
連
合
会
の
設
立
問
題
で
、
手
昨
秋
九
月
に

奈
良
県
饌
光
土
産
品
連
盟

全
国
お
国
自
慢
士
産
品
展
(
於
東
京
三
越
)

(
三
月
一
日
1
-
五
日
)
参
加
店
数
三
五
店

奈
良
商
店
退
職
金
共
済
会

商
店
従
業
員
誕
生
会
(
於
当
所
)

(
毎
月
一
五
日
)
出
席
者
各
一
五
1
二
0
名
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に
関
係
団
体
と
協
議
の
上
、
正
会
員
と
し
て

参
加
す
る
予
定

三
、
定
款
第
二
章
第
三
条
に
ょ
り
香
港
船
よ
び

マ
カ
オ
は
準
会
員
と
し
て
参
加
、
ま
た
沖
縄

お
よ
び
メ
ル
ボ
ル
ソ
(
豪
州
と
し
て
不
参
加
)

は
特
に
参
与
会
員
と
し
て
参
加
を
承
認

▽
役
員

役
員
を
次
の
通
り
決
定
(
任
期
い
ず
れ
も
二

力
年
)

会
長
(
一
名
)

前
フ
ィ
リ
ピ
ソ
商
工
会
議
所
連
合
会
会
頭

ム
ニ
オ
ス
氏

香
港
で
開
か
れ
た
調
査
委
員
会
作
成
の
「
連
合

会
定
款
」
(
案
)
が
決
定
さ
れ
た
の
ち
、
新
定
款

に
も
と
づ
い
て
(
会
員
)
(
役
員
)
(
第
一
回
理

事
会
お
よ
、
絵
会
)
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の

通
り
決
定
し
た
。

＼

1゙
ーー{

゛
ー
'

▽
会
員

一
、
定
款
第
二
章
第
二
条
(
独
立
主
権
国
の
経

済
団
体
で
、
そ
の
業
界
全
体
の
利
益
を
代
表

す
る
団
体
の
み
正
△
吾
貝
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
)
に
も
と
づ
い
て
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

中
華
民
国
、
韓
国
、
、
ペ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
シ
ア

は
直
ち
に
正
会
員
と
し
て
参
加
に
決
定

ニ
、
印
度
お
よ
び
タ
イ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
後

足
立
正
氏

中
華
民
国
工
商
協
進
会
会
長事

振
甫
氏

財
務
管
理
者
(
一
名
)

韓
国
李
大
邱
会
議
所
会
頭

▽
第
一
回
理
事
会
・
総
会

第
一
回
理
事
会
明
年
五
月
,
東
京
に
お
い

で
開
催
す
る

第
一
回
総
会
明
後
年
、
韓
国
に
お
い
て
開

催
す
る

▽
事
務
局

当
分
の
問
(
次
期
理
事
会
ま
で
一
力
年
間
)

事
務
局
を
フ
ィ
リ
ピ
ソ
商
工
会
議
所
連
合
会
内

に
置
く

副
会
長
(
二
名
)

日
本
商
工
会
議
会
会
頭

日
商
に
協
力
特
別
委

1
万
国
博
な
ど
で
盛
り
あ
げ
ー

日
本
商
工
会
議
所
は
五
月
十
八
日
、
大
阪
北

区
の
大
阪
商
工
会
議
所
で
常
議
員
会
を
開
か
れ

た
が
当
所
よ
り
河
合
副
会
頭
、
中
村
専
務
理
事

が
出
席
さ
れ
会
議
は
「
日
本
万
国
博
覧
会
協
力

特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
て
財
界
サ
イ
ド
か
ら

の
協
力
体
制
を
一
そ
う
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に

ー
ー

万
国
博
出
展
参
加
企
業
へ
の
助
成
措
置
要
望
を

決
議
し
て
、
四
十
五
年
大
阪
で
開
か
れ
る
万
国

愽
へ
の
準
備
体
制
を
さ
ら
に
一
歩
前
進
さ
せ

た
。

な
お
常
議
員
会
後
足
立
日
商
会
頭
、
高
城

同
専
務
理
事
小
田
原
大
商
会
頭
、
里
井
同
専

Y^



務
理
事
ら
は
記
者
会
見
し
①
東
京
財
界
は
じ
め

全
国
財
界
の
協
力
体
制
は
今
後
次
第
に
盛
り
上

が
っ
て
ゆ
く
こ
と
②
財
界
首
脳
は
国
際
会
議
に

出
席
の
た
び
に
万
国
博
の
P
R
に
力
を
つ
く
し

て
い
る
た
め
、
現
状
で
国
内
P
R
よ
り
む
し
ろ

海
外
P
R
の
方
が
先
行
し
て
い
る
形
に
な
っ
て

い
る
こ
と
③
こ
の
た
め
六
月
か
ら
七
月
に
か
け

て
の
海
外
招
築
終
わ
れ
ば
、
八
月
か
ら
国
内

向
け
大
P
R
を
行
な
う
予
定
で
あ
る
こ
と
ー
な

ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

同
日
の
日
商
常
議
員
会
は
大
阪
、
東
京
な
ど

五
十
の
各
地
商
工
会
議
所
か
ら
七
十
人
の
会
頭

副
会
頭
ら
が
出
席
、
ま
、
ず
『
協
力
特
別
委
員
△
亘

の
設
置
を
き
め
た
。
同
委
員
会
は
①
万
愽
の
P

R
協
力
②
万
博
へ
の
出
展
に
つ
い
て
の
協
力
③

外
人
客
の
要
、
接
待
④
万
だ
関
し
必
要
な

施
策
に
つ
い
て
政
府
へ
登
見
具
申
1
な
ど
を

推
進
す
る
委
員
会
で
三
十
人
で
構
成
さ
れ
る
。

委
員
会
首
脳
部
(
委
員
長
、
副
委
員
長
三
人
以

内
)
の
人
選
に
つ
い
て
は
足
立
日
商
会
頭
に
一

任
さ
れ
た
が
、
委
員
長
は
東
京
財
界
か
ら
選
出

さ
れ
る
予
定
。

ま
た
同
常
議
員
は
「
出
展
参
加
企
業
に
対
t

る
助
成
措
置
要
望
」
を
決
議
し
た
。
同
要
望
の

船
も
な
内
容
は
①
出
展
参
加
資
金
の
凖
備
積
立

金
勘
定
へ
の
繰
入
額
を
損
金
に
算
入
で
き
る
よ

う
税
制
上
特
例
措
置
を
講
じ
、
四
十
二
年
度
か

ら
実
施
t
る
こ
と
②
参
加
資
金
の
型
を
援
助

す
る
た
め
、
政
府
資
金
の
長
期
か
つ
低
利
の
融

資
を
行
な
う
こ
と
③
出
展
参
加
に
関
す
る
技
術

開
炎
試
験
研
究
な
ど
に
は
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
④
政
府
資
金
に
ょ
る
公
共
展
示
館
(
中

小
企
業
館
、
産
業
科
学
館
貿
易
館
な
ど
)
を

建
設
す
る
こ
と
ー
な
ど
で
あ
る
。

足
立
日
商
会
頭
の
話
万
国
博
に
対
L
て
会

議
所
と
し
て
は
当
然
深
い
関
心
を
も
た
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
の
で
、
常
議
員
会
を
機
に
全
国
商

工
会
議
所
の
協
力
を
お
願
し
し
た
わ
け
だ
。

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る

法
律
案

1
閣
議
決
定
さ
る
ー

y

政
府
は
さ
る
五
月
十
日
、
流
通
セ
ソ
タ
ー
法
案
(
正
式
名
称
は
流
通
業

務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
案
)
を
閣
議
決
定
し
、
今
国
会
に
提
出
す

る
。
こ
れ
は
物
価
安
定
策
の
一
つ
と
し
て
ま
ず
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
は

か
り
流
通
機
構
を
合
理
化
し
ょ
う
と
し
う
も
の
。
法
案
の
要
綱
は
次
の
通

X

り
0

流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に

関
す
る
法
律
案
要
綱

X

第
一
目
的

こ
の
法
律
は
、
恕
の
地
区
に
流
通
業
務
施

設
が
過
度
に
集
中
し
て
い
る
た
め
流
通
機
能
の

低
下
及
び
自
動
車
交
通
の
渋
滞
を
き
た
し
て
い

る
大
都
市
に
お
け
る
流
通
業
務
市
街
地
の
整
備

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
ょ
り
、

流
通
桜
能
の
向
上
及
び
道
路
交
通
の
円
滑
を
図

り
、
も
っ
て
都
市
の
機
能
の
維
持
及
び
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
定
義

一
、
こ
の
法
律
に
船
い
て
「
流
通
業
務
施

丸
醜
」
と
は
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
鉄

道
の
貨
物
駅
卸
売
市
場
、
倉
庫
そ
の
他

の
物
資
の
保
管
又
は
荷
さ
ば
き
の
た
め
の

施
設
及
び
び
こ
れ
ら
と
密
接
な
関
連
を
有

す
る
施
設
を
い
う
も
の
と
す
る
。

ニ
、
こ
の
法
律
に
お
て
「
流
通
業
務
団
地
造

成
事
業
」
と
は
、
流
通
業
務
団
地
に
つ
ヤ

大
都
市
(
そ
の
周
辺
の
地
域
を
含
力
)
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
流
通
業
務
施
設
の
整

備
に
関
す
る
基
劣
針
を
定
め
る
、
の
と

す
る
。

ニ
、
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
事
碩
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

①

当
該
都
市
の
区
域
及
び
そ
の
区
域
に

お
け
る
流
通
業
務
施
設
の
機
能
及
び
立

地
に
関
す
る
基
本
的
事
項

②

流
通
業
務
地
区
の
数
位
置
規
模

及
び
機
能
に
関
す
る
基
本
的
事
項

)3
 
流
通
業
務
地
区
の
流
通
業
務
施
設
の

(
種
類
、
規
模
及
び
機
能
に
関
す
る
基
本

的
事
項

三
、
基
本
方
針
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
勘
案
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

物
資
流
通
量
の
見
通
し

流
通
に
関
す
る
技
術
の
向
上
及
び
流

通
機
構
の
改
善
の
見
通
し

)3
 
自
動
車
の
交
通
量
の
見
通
し

(④
道
路
、
鉄
道
港
湾
等
の
交
通
施
設

の
整
備
の
見
通
し

四
、
基
本
方
針
は
、
首
都
圈
又
は
近
畿
圏
の

区
域
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
首
都
圏
整
備
計
画
又
は
近
畿
圏
整
備
計

画
に
適
合
し
た
、
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
す
る
。

五
、
基
本
方
針
の
決
定
に
当
っ
て
は
あ
ら
か

じ
め
自
治
大
臣
の
意
見
を
聞
く
も
の
と
す

る
。

第
四
流
通
業
務
地
区
の
指
定

一
、
建
設
大
臣
峡
第
三
条
の
規
定
に
ょ
る

X

て
、
こ
の
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ

て
行
な
わ
れ
る
流
通
業
務
施
設
の
造
成
、

造
成
さ
れ
た
敷
地
の
処
分
並
び
に
そ
れ
ら

の
敷
地
と
あ
わ
せ
て
整
備
さ
れ
る
べ
き
公

共
施
設
及
び
公
益
的
施
設
の
敷
地
の
造
成

又
は
そ
れ
ら
の
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事

業
並
び
に
こ
れ
に
附
帯
す
る
事
業
を
い
う

も
の
と
す
る
。

三
、
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
ハ
ム
共
施
設
」
と

は
、
道
路
自
動
車
駐
車
場
そ
の
他
政
令

で
定
め
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
を
い

う
も
の
と
す
る
。

第
三
流
通
業
務
施
設
の
整
備
に
関
す
る

基
本
方
針

弌
経
済
企
画
庁
長
官
、
豊
林
大
臣
通
商

産
業
大
臣
運
輸
大
臣
は
、
協
議
に
ょ
り

都
心
の
地
区
に
流
通
業
務
施
設
が
欝
に

集
中
し
て
い
る
た
め
流
通
機
傍
低
下
及

び
自
動
圭
通
の
渋
滞
を
き
た
し
て
い
る

東
京
都
、
大
阪
市
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

、

流
通
業
務
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方

針
に
基
つ
い
て
、
当
該
大
都
市
の
区
域
又

は
そ
の
周
辺
の
地
域
の
う
ち
、
幹
線
道
路

鉄
道
等
の
交
通
施
設
の
希
の
状
況
に
て

ら
し
て
、
流
通
業
務
市
街
地
と
し
て
希

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

区
域
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
(
指
定

都
市
に
あ
っ
て
は
指
定
都
市
の
長
。
以
下

同
じ
。
)
の
申
出
に
基
、
づ
き
、
都
市
計
画

法
の
定
め
る
手
続
に
ょ
っ
て
、
都
市
計
画

の
施
設
と
し
て
流
通
業
務
地
区
を
指
定
す

る
も
の
と
す
る
。

ニ
、
建
設
大
臣
は
、
流
通
業
務
地
区
を
指
定

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
わ
せ
て
当
該

地
区
が
流
通
業
務
市
街
地
と
し
て
整
備
さ

れ
る
た
め
に
必
要
な
公
共
施
設
に
関
す
る

都
市
計
画
を
決
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
。

三
、
建
設
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り

流
通
業
務
地
区
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
林
大
臣
、
通
商
産

業
大
臣
及
び
運
輸
大
臣
に
協
議
す
る
す
の

と
す
る
。

第
五
流
通
業
務
地
区
内
規
制

一
、
何
人
、
流
通
業
務
地
区
内
に
お
い
て

は
、
原
則
と
し
て
、
流
通
業
務
施
設
又
は

こ
れ
と
密
接
な
関
連
を
有
t
る
一
定
の
施

設
以
外
の
施
設
の
建
設
等
を
し
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
す
る
。

ニ
、
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
違

反
し
売
施
設
の
所
有
者
又
は
占
有
者
に
対

し
、
必
要
な
是
正
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と

0

1

8

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
六
流
通
業
務
団
地

一
、
建
設
大
臣
は
、
流
通
業
務
地
区
内
の
次

の
各
号
に
規
定
す
る
条
件
に
該
当
す
る
土

地
の
区
域
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
の
定

め
る
手
続
に
ょ
っ
て
、
流
通
業
務
団
地
を

都
市
計
画
と
し
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る

イ
、
流
通
業
務
地
区
外
の
幹
線
道
路
鉄

道
等
の
交
通
施
設
の
利
用
が
容
易
で
あ

る
位
置
に
あ
る
こ
と
。

戸
、
ト
ラ
ツ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
鉄
道
の
貨
物

駅
又
は
中
央
卸
売
市
場
及
び
こ
れ
ら
の

施
設
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
そ
の
他

の
流
通
業
務
施
設
の
敷
地
が
、
こ
れ
ら

の
施
設
に
お
け
る
貨
物
の
集
散
量
等
に

応
じ
た
適
正
な
規
模
の
も
の
で
あ
る
こ

C

1

、
、
、

一
'
ー
ー
ー
ー
ー
●
 
r

決
定
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
農
林
大
臣
、
通
商
産
業
大
臣
及
び
運
輸

大
臣
に
協
議
す
る
、
の
と
す
る
。

第
七
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業
の
施
行

一
、
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業
峡
都
市
計

画
事
業
と
し
て
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。

ニ
、
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業
峡
地
方
公

共
団
体
又
は
日
本
住
宅
公
団
で
流
通
業
務

団
地
造
成
事
業
の
施
行
を
申
し
出
た
も
の

の
う
ち
建
設
大
臣
が
指
定
し
た
者
が
施
行

す
る
も
の
と
す
る
。

第
八
土
地
の
先
買
い
、
収
用
等
(
省
略
)

第
九
事
業
計
画
及
び
処
分
計
画
(
省
略
)

第
-
0
 
流
通
業
務
施
設
の
建
設
義
務
等
(
省

ぽ
)

第
二
国
の
援
助
等

一
、
農
林
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
流
通

業
務
団
地
内
の
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の

転
用
許
可
に
つ
い
て
、
流
通
業
務
施
設
の

整
備
及
び
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

ニ
、
国
は
、
流
通
業
務
団
地
造
成
事
業
の
施

行
に
必
要
な
資
金
の
調
達
に
つ
い
て
配
慮

す
る
と
と
亀
に
、
流
通
業
務
団
地
内
に
お

い
て
流
通
業
務
施
設
の
建
設
を
行
な
う
者

に
対
し
、
必
要
な
資
金
の
あ
っ
せ
ん
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

良
好
な
流
通
業
務
団
地
と
し
て
一
体

、的
に
整
備
さ
れ
る
自
然
的
条
件
を
備
え

て
い
る
こ
と
。

ニ
、
建
策
物
の
敷
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
士
地
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
。

ニ
、
前
項
の
都
市
計
画
に
お
い
て
、
流
通
業

務
施
設
の
敷
地
の
位
置
及
び
規
模
模
並
び

に
公
共
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
位
置
及
び

規
模
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

三
、
第
一
項
の
都
市
計
画
に
お
い
て
は
、
建

築
物
の
建
築
面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る

割
合
若
し
く
は
延
べ
面
積
の
敷
地
面
積
に

対
す
る
割
貪
建
築
物
の
高
さ
又
は
壁
面

の
位
置
の
制
限
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

四
建
殷
大
臣
は
、
第
一
項
の
都
市
計
画
を

と
。
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発廟と存保の良本ホ
ー
゛

夢
物
語
で
な
い
奈
良
計
画

、
、

゛
"/

、

■
,

゛

1

}

ず
?

'

.

(
出
席
者
芳
名
)吉

村
正
一
郎
氏

奈
良
教
育
大
学
教
授

寺
尾
勇
氏

当
所
副
会
頭

河
合
利
喜
蔵
氏

当
所
観
光
部
会
長大東

善
治
氏

当
所
経
済
政
策
副
委
員
長

近
東
弘
七
氏

当
所
交
通
運
輸
分
科
会
長

杉
本
勝
彦
氏

司
会
当
所
専
務
理
事

中
村
貞
三
氏

1
 
0
@
@

つ
い
て
御
高
見
を
拝
し
、
今
後
の
商
工
会
議

所
の
進
む
べ
き
指
針
と
い
た
し
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

司
会
最
近
と
く
に
保
存
と
開
発
に
つ
い
て
世

論
を
惹
き
お
こ
し
て
お
り
ま
す
が
、
先
つ
吉

村
先
生
か
ら
ー

ー
'
.

'
オ
.
゛
ー
」
'
← イ

一

『
一

1
一.、
'

一

、

一
二

イ
.
一
レ
一
゛
一
:
^

い
る
。
今
開
発
く
と
い
っ
て
い
る
も
の
で

、
-
0
0
年
1
五
0
0
年
た
つ
と
ま
た
そ
れ

は
保
存
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
そ
れ
ら
は
対

立
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
両
方
と
も
秩
序

を
も
っ
て
行
わ
れ
れ
ば
そ
れ
は
摩
擦
す
る
も

の
で
は
な
く
現
状
は
保
存
を
口
に
す
る
人
は

何
が
何
で
も
保
存
し
な
く
て
は
い
け
な
い
、

開
発
を
叫
ぶ
人
は
何
が
何
で
も
開
発
L
な
く

て
は
い
け
な
い
、
と
し
う
や
り
方
が
、
避
け

ら
れ
る
は
ず
の
イ
ザ
コ
ザ
を
一
惹
き
起
こ
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
新
ら
し
い
秩

序
を
姦
す
べ
き
だ
と
老
え
る
の
子
。

ま
た
大
き
な
秩
庁
を
衆
知
を
箪
め
て
考
え
る

た
め
に
は
、
公
的
な
立
場
か
ら
竹
事
を
判
既

す
る
べ
き
な
ん
で
す
が
、
一
般
的
に
入
る
と

保
存
は
公
的
な
立
場
か
ら
物
を
言
っ
て
お
ら

れ
、
ま
た
開
発
は
個
人
的
な
利
益
が
か
ら
ん

で
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
公
的
な
開
発
に
も

私
的
な
利
益
が
か
ら
ん
で
い
る
。
保
存
は
民

族
的
な
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
い
る
よ
う
に

思
え
、
次
元
が
喰
い
違
っ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。

大
体
一
般
論
と
し
て
は
こ
ん
な
も
の
で
す
が

何
よ
り
も
先
づ
両
者
を
ふ
く
め
た
秩
序
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
古

都
保
存
法
が
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
古
都
保

存
法
は
開
発
を
秩
序
、
づ
け
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
は

商
工
会
議
所
の
力
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
わ

け
で
す
。
あ
と
は
個
々
の
実
例
に
つ
い
て
ふ

れ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
主
す
。

1

.

1
 
王

〒
゛

」

.

.

何
よ
り
も
秩
序
づ
く
り
が
、
必
要

吉
村
私
は
一
般
論
と
し
て
は
極
く
簡
単
な
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ふ
つ

う
は
保
存
と
開
発
が
対
立
し
て
い
る
と
み
て

る
。
開
発
確
め
ば
保
存
が
出
来
な
い
。

し保
存
を
し
ょ
う
と
思
え
ぱ
開
発
が
出
来
な
い

と
い
う
よ
う
に
、
摩
擦
、
対
立
、
ト
ラ
ブ
ル

か
起
っ
て
い
る
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で

す
。
し
か
し
現
象
的
に
み
れ
ば
対
立
し
て
お

り
ま
す
が
、
も
う
小
ノ
し
つ
っ
こ
ん
で
考
え
る

と
元
来
は
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
の
で
t
。

司
会
お
忙
L
い
と
こ
ろ
お
集
主
り
い
た
だ
き

ま
し
て
有
難
と
ぅ
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
昼
、
讐
に
は
、
お
忙
し
い
な
か
特
に

吉
村
先
生
と
寺
尾
先
生
の
御
列
席
を
得
ま
し

て
、
保
存
と
閉
発
に
つ
い
て
一
つ
皆
さ
ん
の

忌
禪
な
い
御
意
見
を
拝
聴
L
た
い
と
思
い
ま

す
。

河
合
本
日
は
先
生
方
を
始
め
皆
さ
ん
に
御
足

労
を
願
い
ま
し
た
の
は
、
古
都
保
存
法
が
施

行
さ
れ
、
文
化
財
僻
此
法
に
つ
い
て
も
具
体

性
を
増
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
一
方
産
業
の

開
発
も
進
み
つ
つ
ぁ
る
今
日
の
奈
良
の
姿
に

、

゛

藤
瓢

'
一

、C6

風
致
は
皆
ん
な
の
も
の

近
東
お
よ
そ
吉
村
先
生
の
発
言
で
需
が
出

た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
ー
。
(
笑
)

1
ー
、ー,
、

゛
'
昆
 
1

、

■
お .

進

:
、
,
.
、
」

'

一
.

?
ど
』
、

糾
N
禽
・

一

・
"
;
.
゛
.
〕
一
宅

汝
繍
一

、
 
J
 
↑
,
玉
゛

、

具
体
的
に
い
え
ぱ
、
平
城
宮
趾
に
つ
い
て
み

る
と
今
も
め
て
い
る
が
三
0
0
年
前
で
は

そ
れ
は
一
つ
の
開
発
で
あ
っ
た
と
思
う
ん
で

す
ね
。
そ
れ
が
今
日
保
存
の
対
象
に
な
っ
て

盆
地
を
見
お
ろ
し
て
い
い
景
色
だ
と
し
て
も

下
か
ら
見
上
げ
て
し
る
人
も
大
勢
い
る
の
で

す
。

!

一

゛

実
例
に
つ
い
て
考
え
て
み
主
す
と
平
城
宮
趾

に
つ
い
て
は
力
か
る
の
で
す
が
、
三
笠
温
泉

郷
を
考
え
ま
す
と
-
0
0
年
1
二
0
0
年
後

に
そ
れ
が
は
た
し
て
保
存
に
値
す
る
か
と
い

う
と
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
県
外
の
人

が
こ
れ
を
み
て
こ
?
ひ
ど
く
批
判
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
す
が
ー
。

吉
村
勿
論
二
0
0
年
後
に
そ
れ
が
保
存
さ
れ

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
私

は
根
幹
と
な
る
問
題
は
士
地
私
有
を
許
し
て

い
る
こ
と
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
権
と

い
盲
、
暑

士
地
所
有
権
と
は
決
し
て
同
じ
で
は
な
く
「

残

J
ξ

削
、

自
分
の
士
地
だ
か
ら
そ
こ
に
何
を
つ
く
っ
て

重

■

"
ー
"

」

も
そ
れ
は
自
由
だ
」
と
い
う
考
え
方
は
間
違

.
一

つ
て
い
る
。
士
地
は
嬰
を
構
成
す
る
も
の

、
゛

、

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
個
人
の
も
の
で
は
な
い

1
.

筈
で
す
。
風
致
は
皆
ん
な
で
守
る
こ
と
が
穏

J

制

一

」

当
な
考
え
方
で
あ
る
。
三
笠
温
泉
か
ら
奈
良

、

.
、
 
1
■
、

鴫

゛

L

,

゛

ン

、
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■
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、
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ハ
イ
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、
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行
政
機
関
に
も
問
題
点
あ
り

大
東
吉
付
先
生
が
今
お
っ
し
や
い
ま
し
た
保

存
と
開
発
を
秩
序
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
ル
＼
風
致
が
天
与
の
も
の
で
あ
っ
て

こ
れ
を
乱
す
権
利
は
誰
に
も
な
い
と
こ
と
は

わ
か
る
の
で
す
が
、
こ
の
秩
序
を
維
持
す
る

、
の
ば
誰
か
と
い
う
と
そ
れ
は
行
政
機
関
の

人
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
は
声
を

大
に
し
て
い
い
た
い
の
で
す
が
、
今
静
か
に

「
奈
良
を
守
る
会
」
と
は
何
で
あ
る
か
と
考

え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
に
ょ
る
反

対
の
た
め
の
反
対
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
国
民
の
戈
化
的
遺
産
を
守
る
た
め
に

は
も
っ
と
民
間
の
声
を
反
映
さ
せ
た
も
の
が

あ
っ
て
い
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
公
聴
会
を
開
く
と
か
の
方
法
で
本
当
に
行

政
官
が
腰
を
入
れ
て
頂
く
こ
と
が
先
決
だ
と

思
う
。
法
に
た
て
つ
く
気
は
毛
頭
な
く
、
,
舌

゛

一

'

.
.
4

゛

村
先
生
の
次
元
の
高
い
考
え
は
よ
く
わ
か
り

ま
す
が
、
今
の
行
政
機
関
は
優
柔
不
断
す
ぎ

る
と
思
う
。
例
え
ぱ
古
都
保
存
法
の
二
億
円

は
予
算
的
に
は
う
な
、
づ
け
る
が
、
そ
れ
は
遅

き
に
失
し
た
感
が
あ
り
、
三
笠
温
泉
郷
の
問

題
に
し
て
も
、
つ
き
つ
め
て
言
え
ば
や
っ
た

の
は
行
政
機
関
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
特
に
行
政
機
関
に
対
し
前
向
き
の
姿

勢
が
必
要
で
あ
る
と
い
い
た
い
で
す
よ
。

吉
村
問
題
は
多
い
よ
う
で
す
が
、
確
か
に
行

政
機
関
に
も
手
落
ち
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

秩
序
づ
け
る
こ
と
は
抽
象
論
に
流
れ
る
キ
ラ

イ
が
あ
り
、
具
体
策
を
打
出
す
こ
と
が
必
要

な
の
だ
が
実
際
に
は
仲
々
困
難
な
の
で
す
。

行
政
機
関
の
責
任
と
し
て
現
実
に
問
題
が
起

る
以
前
に
こ
れ
を
解
決
L
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
積
極
性
が
不
足
し
て
い
た

と
い
う
よ
り
、
実
に
消
極
的
と
い
う
か
、
国

宝
を
指
定
し
た
り
、
寺
の
補
修
を
し
た
り
す

る
だ
け
で
、
何
ら
そ
こ
に
建
設
的
な
、
の
が

な
い
。
官
庁
に
も
よ
く
行
き
話
も
す
る
が
、

の
れ
ん
に
腕
押
し
で
関
心
が
薄
い
よ
う
だ
。

や
は
り
根
本
に
つ
い
て
そ
れ
を
つ
い
て
ゆ
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
貧
困
と
い

う
か
、
無
関
心
と
い
う
か
、
買
上
げ
る
に
は

金
が
い
る
。
金
が
い
る
か
ら
と
い
っ
て
尻
ご

み
を
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
政
府
か
ら
金

を
出
さ
せ
る
べ
き
で
t
よ
。

.

、
、

.

』

、

'

ノ

.

亨
だ
、
遭

先
J
.
ヘ
'
・
゛

i
 
゛
,
:
・
く
¥

}゛'、も

J→
、.

ミ耶劇 γ式'1ざ亀
J t

凌':
^

J '

^

、
、.、

C?、ニ

'、

1

-10 -

学.
→

i轟'

Ⅱ

C"側

.^

^
葦

i〕
゛

ノ,'
^■

゛『."

,

1室1 =炎^

ーーー、

.,ゾ

/

/J

^

、、

.雫^"、.

り、!yL,リ
,ιL、1:1 ・・

倉



杉
本
保
存
は
国
家
的
見
地
か
ら
、
開
発
は
個

人
的
な
見
地
か
ら
と
お
っ
し
や
い
ま
し
た
が

、

、
U

.
一

'
ー

」
'
゛
●
 
1

r
t
 
:
.
一
,

.

郡

壷

P
・

、
ダ
ι
t
 
ご

ー
、
:
d
風

一
,

.

問
題
は
文
化
人
の
中
で
一
人
で
も
真
剣
は
開

発
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
人
が
い
た
か
ど
ぅ

か
な
ん
で
す
よ
。

吉
村
以
前
発
表
さ
れ
た
京
大
教
授
西
山
卯
三

さ
ん
の
奈
良
計
画
が
あ
り
ま
す
が
。

そ
れ
に
は
何
千
億
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
が

と
に
か
く
そ
う
い
う
も
の
を
文
化
人
は
考
え

て
い
る
と
い
ぇ
主
す
よ
。

杉
本
ム
キ
ダ
シ
に
何
が
何
で
も
利
益
を
追
求

す
る
と
し
う
の
で
は
な
い
が
、
現
実
の
閔
題

と
し
て
身
に
つ
主
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
文

化
財
保
護
委
員
会
の
押
し
つ
け
に
は
納
得
い

か
な
い
も
の
か
あ
る
。
文
化
人
の
考
え
て
い

る
計
画
は
我
々
に
は
亨
物
語
の
よ
う
に
思
え

る
の
で
す
が
ー
。

吉
村
こ
の
計
画
は
こ
う
や
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
と
い
う
一
つ
の
案
な
の
で
す
。
決
し
て

押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ぱ

奈
良
計
画
に
あ
る
二
四
号
線
の
バ
イ
.
ハ
ス
に

し
て
も
昔
の
平
城
宮
趾
の
条
力
を
生
か
そ
う

と
す
ゑ
薗
か
あ
り
、
こ
れ
は
い
い
と
思
い

.

?

.

、

ま
す
ね
。
あ
の
通
り
全
て
を
行
う
の
な
ら
あ

な
た
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
夢
物
雫
す
が

そ
れ
は
現
実
に
対
す
る
一
つ
の
規
制
に
は
な

る
と
思
い
ま
す
ね
。

」

'

イ

、
、

.
J
-
、一

'
、

r

古
文
化
財
に
あ
る
経
済
的

価
値
を
認
め
よ
う

大
東
吉
村
先
生
は
以
前
京
都
市
助
役
を
さ
れ

ま
た
河
合
副
会
頭
は
奈
良
市
会
議
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
行
政
者
と
し
て
の
お
考
え

を
お
き
き
し
た
い
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
奈

良
は
特
別
文
化
観
光
都
市
と
し
て
指
定
さ
れ

て
お
り
、
今
度
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
国
際

文
化
観
光
会
館
の
名
称
に
つ
い
て
も
、
そ
の

,
観
光
'
を
取
り
除
け
と
い
う
声
の
あ
る
と

と
を
紙
上
で
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
観
光

と
文
化
財
と
は
両
々
相
俟
っ
て
調
和
の
上
に

立
っ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
私
企
業
は
本
来
利
益
を
追
求
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
当
局
は
そ
れ
を
押

さ
え
つ
け
る
ば
か
り
で
何
ら
そ
こ
に
定
義
も

規
則
、
基
本
的
な
も
の
も
示
し
て
い
な

文
化
財
の
保
存
に
反
対
す
る
と
い
う
意

、
0

L味
で
は
な
く
、
も
う
少
し
民
意
の
反
映
に
留

意
し
て
欲
し
い
と
し
う
の
が
私
の
意
見
で

す
。奈

良
の
観
光
と
古
文
化
財
に
つ
い
て
先
生
ど

う
い
う
考
え
方
を
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

ね
。

吉
村
そ
れ
は
奈
良
へ
多
く
の
人
々
が
く
る
の

は
何
の
た
め
に
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
ド
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
へ
く
る
の
で
は
な

大
仏
さ
ん
、
春
日
大
社
が
あ
る
か
ら
み

、
0

Lん
な
く
る
の
で
す
。
奈
良
は
古
文
化
財
、
あ

る
い
は
歴
史
的
風
士
を
抜
き
に
し
て
は
あ
り

得
な
い
。
前
か
ら
い
っ
て
い
る
よ
う
に
問
題

は
い
か
に
た
く
み
に
観
光
を
産
業
化
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
早
い
栗
観
光
事
業
は

儲
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
そ
の
た
め
に
い

い
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
文

化
財
は
決
し
て
観
光
産
業
の
足
を
引
っ
張
る

、
の
で
は
な
く
尊
重
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
そ

れ
が
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

豹
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

大
東
し
か
し
駄
目
だ
と
い
う
だ
け
で
指
導
が

、
0

ナ
L

吉
村
京
都
で
も
そ
う
だ
が
、
イ
カ
ソ
、
イ
カ

ソ
と
い
う
だ
け
で
は
イ
カ
ソ
(
笑
)

そ
れ
で
は
不
親
切
で
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に

の
る
機
関
を
つ
く
る
の
か
先
決
な
ん
で
相
談

所
の
よ
う
な
窓
口
を
つ
く
る
。
そ
れ
は
県
庁

に
あ
っ
て
も
い
い
し
、
ま
た
商
工
会
議
所
に

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

大
東
い
ろ
い
ろ
書
い
て
来
い
と
い
力
れ
て
、

書
い
て
ゆ
く
と
何
の
反
応
、
な
い
。
何
も
な

い
と
こ
ろ
へ
反
動
的
に
,
奈
良
を
守
る
会
"

が
出
来
る
と
い
う
の
は
納
得
出
来
な
い
。
民

意
を
反
映
さ
せ
る
為
に
公
聴
会
を
開
く
と
か

方
法
は
あ
る
筈
だ
と
思
う
。
士
地
を
愛
せ
ぬ

産
業
は
発
展
し
な
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て

U

、

土
地
と
い
う
も
の
の
考
え

方
が
間
違
っ
て
い
る

吉
村
し
か
し
金
さ
え
あ
れ
ば
士
地
は
買
え
る

の
で
あ
り
、
先
祖
代
々
士
地
を
受
け
つ
い
で

汗
水
た
ら
し
て
そ
れ
を
守
っ
て
来
た
人
の
場

合
と
意
味
が
ち
が
う
。
大
東
さ
~
貴
方
に

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
よ
。
(
笑
)

そ
う
い
っ
た
た
だ
金
を
出
せ
ば
士
地
が
手
に

入
る
と
考
え
る
人
は
そ
の
士
地
に
倍
の
値
が

つ
け
ぱ
跨
踏
な
く
売
る
で
し
ょ
う
。
百
姓
を

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
な
く
、
百
姓

を
し
て
く
れ
れ
ぱ
最
も
上
い
の
で
す
。
た
だ

工
場
が
立
っ
た
り
し
た
ら
困
る
と
い
う
こ
と

で
ね
。

河
合
文
化
財
儒
美
六
員
会
の
方
々
、
か
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
た
だ
戈
化
財
以
外
何
も
の

転
害
門
の
あ
た
り
の
崩
れ
か
か
っ
た
石
一
個

で
も
そ
れ
が
天
平
時
代
の
石
だ
と
い
う
理
由

で
動
か
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
何
が
何

で
も
守
る
。
一
木
一
草
た
り
と
、
ひ
き
抜
い

て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
は
産
業
人
に
と
っ

て
や
は
り
障
害
で
あ
り
、
そ
れ
は
調
和
の
上

に
立
っ
た
施
策
と
は
言
え
な
い
と
思
う
。

吉
村
文
化
財
な
ら
い
け
な
い
が
、
転
害
門
の

場
合
あ
れ
は
一
時
無
料
の
駐
車
場
に
し
て
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
ど
こ
ま
で
が
東

大
寺
の
も
の
か
、
ど
こ
ま
で
が
市
役
所
の
も

の
か
結
局
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
と

に
か
く
金
を
出
し
合
っ
て
車
が
入
れ
な
い
よ

う
に
し
た
b
け
で
す
。
実
は
周
辺
の
市
場
な

ど
に
出
入
り
す
る
車
だ
ウ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

も
う
一
つ
高
い
次
元
で
両
方
を
み
る
と
い
う

人
が
、
ど
ぅ
し
て
も
要
る
の
で
は
な
い
で
す

、

ば
い
い
の
で
す
が
仲
々
き
き
と
ど
け
く
れ
な

、
0

実
は
河
合
副
会
頭
と
も
相
談
し
、
奈
良

Lの
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
で
異
用
を
出
さ
せ

て
も
ら
う
と
い
う
話
も
出
来
て
い
る
が
、
検

討
し
て
お
く
と
い
う
だ
け
で
ま
だ
一
向
に
返

答
が
な
い
。
一
ケ
月
程
前
に
ま
た
車
が
落
ち

て
い
た
よ
う
で
す
。

吉
村
京
都
か
ら
来
て
左
折
す
る
と
こ
ろ
で
す

.

、
、
、
.
ーノ

ノ
宅＼
.

.

、
〆

一

浄

空

、
0

力(
こ
の
時
寺
尾
教
授
出
席
)

杉
本
文
化
財
を
保
護
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
我
々
の
仕
事

の
上
で
ど
ぅ
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
ん
場
合

が
出
て
く
る
。
行
政
機
関
で
ど
ぅ
し
た
ら
い

い
か
と
問
う
と
、
止
め
り
や
い
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
実
は
こ
の
前
も
博
物
館
の
と
こ

ろ
の
十
字
路
で
、
舗
道
と
車
道
の
問
に
溝
が

あ
り
、
自
転
車
で
死
ん
だ
人
が
い
る
。
よ
く

車
が
落
ち
込
む
の
で
す
が
、
夜
へ
ツ
ド
ラ
イ

ト
で
照
ら
す
と
砂
利
道
が
白
く
、
車
道
は
黒

く
見
え
非
常
に
危
な
い
。
こ
れ
を
防
ぐ
九
め

に
五
十
伽
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
十
五
m
あ
れ

A

、
0

力
杉
本
そ
う
で
す
。

寺
尾
あ
れ
は
講
が
な
く
な
る
と
歩
道
と
車
道

の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
と
い
う
の
で
は
な

い
で
す
か
。
そ
れ
が
い
け
な
い
と
い
う
の
で

す
ね
。

杉
本
激
し
い
夕
立
が
降
っ
た
時
そ
の
水
は
油

阪
の
ガ
ー
ド
の
下
の
士
管
を
流
れ
る
の
だ
が

そ
れ
が
細
く
て
排
水
か
出
来
な
い
。
そ
れ
で

溝
を
な
く
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
と
き

い
て
い
ま
す
。

吉
村
排
水
出
来
な
い
か
ら
と
い
っ
て
道
に
流

す
の
は
お
か
し
い
。

河
ム
ロ
何
故
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
い
け
な
い
の

'も
な
し
と
い
う
考
え
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が

0

こ
の
点
に
つ
い
て
・

吉
村
お
よ
そ
文
化
人
で
あ
れ
ば
そ
ん
な
筈
は

な
い
と
思
い
立
す
が
。

河
合
例
え
ぱ
過
去
に
あ
っ
た
こ
と
で
す
が
、

杉
本
そ
の
通
り
で
す
。

寺
尾
風
致
よ
り
命
が
大
切
な
こ
と
は
論
ず
る

ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
(
笑
)

吉
村
将
来
の
影
響
と
か
見
通
し
が
な
く
の
ん

び
り
や
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
し
ょ
う
。

气

、

〆

.

民
意
を
尊
重
L
た
巨
視
的

判
断
を

大
東
よ
り
大
き
い
経
済
力
と
、
よ
り
偉
大
な

政
治
力
に
ょ
っ
て
調
和
の
上
に
立
っ
て
推
し

進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
か
の
豊
崎
先
生
の
構

安

想
の
よ
う
に
ょ
く
考
え
た
も
の
な
ら
い
い
が

奈
良
の
行
政
官
の
政
治
感
覚
は
い
か
に
、
前

寺

進
し
て
ゆ
く
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
は

な
い
。
脱
皮
時
代
な
ら
そ
れ
こ
そ
突
つ
込
ん

だ
も
の
が
ほ
し
い
。
中
央
が
奈
良
京
都
、

江

.

鎌
倉
を
直
轄
す
る
と
い
う
の
な
ら
話
は
別
だ

4
 
.

現
実
に
は
も
っ
と
民
意
の
反
映
が
必
要

゛
、
、
力

.
一

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

河
合
国
が
や
る
こ
と
は
何
で
、
正
し
い
と
V

う
の
も
お
か
し
な
も
の
だ
。

大
東
わ
れ
わ
れ
は
行
政
に
指
導
性
の
な
い
こ

と
に
対
し
て
大
き
な
不
満
を
持
っ
て
い
ま

す
。
旅
館
芙
観
光
業
に
対
し
て
は
村
八
分

の
よ
う
な
差
別
的
な
も
の
が
あ
っ
て
、
對
建

時
代
の
士
農
工
商
と
い
っ
た
考
え
が
今
ま
だ

生
き
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
ね
。

一
同
そ
う
ひ
、
か
ま
ん
で
も
・
・
・
・
・
・
(
笑
)

大
東
歴
史
的
風
土
、
風
致
と
は
何
か
と
い
う

定
義
す
ら
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
が

、
0

力
杉
本
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
不
可
い
の
な
ら
高
い

石
を
樹
て
、
夜
行
塗
料
を
塗
る
と
か
反
射
鏡

を
た
て
る
と
か
し
て
方
法
を
講
じ
る
べ
き
だ

と
思
う
。

寺
尾
結
局
デ
ザ
イ
ソ
の
問
題
で
し
ょ
う
ね
。

我
々
も
以
前
い
た
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
ま
す

興
福
寺
の
柵
の
高
さ
を
制
限
し
た
よ
う

が
、に

高
さ
を
制
限
す
る
な
ら
す
る
で
安
全
を
考

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

現
状
で
は
な
い
で
す
か
。

杉
本
私
は
保
存
の
啓
蒙
の
仕
方
が
た
だ
押
さ

え
つ
け
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
に
も
問
題
が
あ

る
と
思
う
。
皆
ん
な
で
考
え
よ
う
と
い
っ
た

と
こ
ろ
ガ
少
し
も
な
い
。

経
済
の
繁
栄
と
観
光
の
関
連

性
に
つ
い
て

一
、
ψ

中
村
私
は
極
端
な
い
い
か
た
か
も
知
れ
な
い

そ
の
現
実
を
な
が
め
そ
れ
を
文
化
財
と

゛
、
、
力結

び
つ
け
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
戦
後
二
0

轟

一

陥
;
゛
q
 
.
一
.
遜
一
'

i

争

'

吋

一
」

^
'
^
゛
'
.
'
、
■
ヲ
一
ナ

年
ど
ん
ど
ん
経
済
は
発
展
し
て
来
た
の
に
、

ひ
と
り
奈
良
は
発
展
し
て
い
な
い
。
他
の
都

市
は
ド
ソ
く
伸
び
て
ゆ
く
、
そ
の
例
を
み

て
も
先
程
も
大
東
さ
ん
の
指
摘
な
さ
っ
て
い

る
よ
う
に
、
地
元
産
業
の
力
の
弱
さ
も
一
つ

の
原
因
と
な
っ
て
お
り
ま
し
ょ
う
が
、
そ
れ

よ
り
も
大
き
な
原
因
間
題
点
は
や
は
り
こ
こ

が
い
か
ん
、
あ
そ
と
が
い
か
ん
と
保
護
法
で

お
さ
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
観
光
産
業
の
発

展
を
阻
害
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
白
浜
と

比
較
す
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
か
も
知
れ

.
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、、

,

/
1、ー

^-J、'

-13 -

る
0

才^
、

-1 -

J

畔
..
1

^^

『气

1美・,.
¥、、
^、『

'ヘ
、



ま
せ
ん
が
、
奈
良
は
国
際
文
化
観
光
都
市
に

指
定
さ
れ
、
観
光
客
は
年
間
一
、
 
0
0
0
万

人
を
下
ら
な
い
。
し
か
し
実
際
に
宿
泊
客
は

と
い
ぇ
ば
六
0
万
1
七
0
万
人
位
で
そ
れ
も

修
学
旅
行
生
が
殆
ん
ど
で
あ
っ
て
五
0
0
円

か
ら
六
0
0
円
の
宿
泊
料
で
あ
る
。
一
人
宛

-
0
0
0
円
と
踏
ん
で
も
概
算
六
1
七
億
円

の
も
の
で
し
か
な
い
。
白
浜
で
は
宿
泊
客
二

0
0
万
で
士
産
物
も
ふ
く
め
て
一
人
当
り
五

8
0
円
と
み
る
と
-
0
0
億
の
金
が
%
ち

て
い
る
計
算
に
な
る
。
国
際
観
光
都
市
と
い

う
名
前
を
有
難
っ
て
六
1
七
億
の
収
入
を
当

て
に
す
る
よ
う
で
は
奈
良
は
伸
び
な
い
の
は

当
然
だ
と
思
わ
れ
、
何
か
伸
び
る
た
め
の
方

法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
程
話
題

に
出
た
三
笠
温
泉
郷
も
保
存
の
面
か
ら
み
れ

ぱ
よ
ろ
し
く
な
い
し
、
今
の
も
の
で
は
ど
ぅ

か
と
思
う
が
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
も
の
で
一
つ

の
名
勝
地
に
な
る
な
ら
奈
良
の
経
済
面
か
ら

み
れ
ば
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
る
の
で
は
な
い

か
。
先
生
こ
う
い
っ
た
考
え
方
は
間
違
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

吉
村
白
浜
は
温
泉
地
で
あ
り
奈
良
と
比
べ
る

こ
と
姦
理
で
し
ょ
う
。
し
か
し
経
済
面
を

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

杉
本
私
が
思
い
ま
す
の
は
風
致
を
保
存
す
る

為
の
範
囲
を
決
め
て
い
た
だ
い
て
そ
こ
は
皆

ん
な
で
徹
底
的
に
管
理
を
し
、
関
係
の
な
い

と
こ
ろ
例
え
ぱ
山
の
奥
な
ど
は
相
当
お
お
ら

か
な
眼
で
み
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

吉
村
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

大
東
た
だ
現
在
の
観
光
地
は
上
へ
の
ぼ
り
た

い
と
い
う
習
性
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
私
は

奈
良
観
光
の
あ
り
か
た
は
、
国
鉄
や
近
鉄
で

奈
良
へ
入
っ
て
来
た
時
に
濫
か
彼
方
の
若
草

山
の
な
だ
ら
か
な
と
こ
ろ
に
、
心
の
ふ
る
さ

と
を
感
ず
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ん
と
思

つ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
寺
尾
先
生
の
書
か

れ
ま
し
た
。
奈
良
散
歩
"
に
も
出
て
お
り
、

う
れ
し
く
拝
読
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が

そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
は
放
っ
て
お
い

て
は
い
け
な
い
の
で
、
行
政
官
は
早
く
基
礎

的
な
も
の
を
つ
く
っ
て
そ
の
詞
和
を
計
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
実
は
大
和
山
荘
を

造
っ
た
時
告
訴
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
史

跡
を
破
壊
し
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。
し
か
し

そ
れ
を
許
可
し
た
の
は
行
政
官
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
を
い
い
た
い
で
す
ね
。
結
局
は

罪
に
該
当
せ
ず
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

卒
直
な
と
こ
ろ
僕
ら
の
顔
を
み
る
だ
け

゛
、
、
力て

毛
嫌
ら
い
す
る
ん
で
す
ね
。
(
笑
)

杉
本
京
都
の
南
禅
寺
に
疏
水
の
水
道
が
出
来

た
時
も
当
時
は
不
細
工
な
も
の
だ
っ
た
が
今

は
い
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

を
心
配
し
て
い
る
の
で
す
。
以
前
勝
浦
へ
行

つ
た
時
桟
橋
で
そ
の
士
地
の
人
に
聴
い
て
み

た
の
で
す
が
、
勝
浦
は
漁
業
と
い
う
は
っ
き

り
し
た
産
業
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
観
光

は
全
体
か
ら
み
れ
ば
収
入
の
五
分
の
一
以
下

、
L

一

一

焼
＼
、
.

゛
、
弌
、
一
.

:
一
外
イ
、
.

'

そ
の
か
わ
り
今
の
も
の
よ
り
豪
華
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
必
要
じ
や
な
い
か
。
先
程
中
村

さ
ん
の
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
白
浜
と
比
べ

て
い
か
に
も
旅
館
の
設
備
が
貧
弱
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
旅
館
は
集
団
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
う
ん
で
す
。
ボ
ツ
ソ
と
一
軒
立
っ

て
い
る
こ
と
は
反
対
で
す
ね
。
ま
た
交
通
に

し
て
も
も
っ
と
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い
し
、
現

在
あ
る
道
路
や
商
店
街
か
ら
脱
皮
L
て
別
に

商
業
団
地
を
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
と
い
っ
た

綜
合
的
な
判
断
の
上
に
立
っ
た
積
極
的
な
も

の
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
の
例
で
は

都
市
は
あ
る
程
度
使
い
ふ
る
し
た
ら
捨
て
る

も
の
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
今
の
日
本
で
も

東
京
、
大
阪
の
繁
栄
を
見
ま
た
学
園
前
の

例
を
み
て
も
う
な
、
づ
け
る
も
の
が
あ
る
よ
う

で
す
。
三
笠
温
泉
が
出
来
た
か
ら
ど
ぅ
の
、

平
城
宮
趾
に
バ
イ
パ
ス
が
通
る
か
ら
ど
ぅ
の

と
い
う
こ
と
で
応
急
手
当
ば
か
り
や
っ
て
い

る
。

一
同
事
が
起
っ
て
か
ら
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る

ん
で
す
ね
。

望
ま
れ
る
旅
館
の
集
団
化

、

寺
尾
先
程
吉
村
さ
ん
が
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

か
、
私
は
立
場
が
逆
さ
ま
の
よ
う
な
気
が
す

、
、
》
、

る
。
保
存
こ
そ
奈
良
の
観
光
産
業
に
と
っ
て

経
済
的
な
価
値
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

守
っ
て
ゆ
く
の
が
む
し
ろ
産
業
人
の
つ
と
め

で
あ
る
。
我
々
が
そ
れ
を
意
味
し
な
い
開
発

で
あ
る
の
で
、
産
業
は
観
光
に
寛
大
で
あ
り

観
光
は
ま
た
産
業
に
寛
大
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
私
は
非
常
に
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
し
た

奈
良
は
丁
度
京
都
に
対
す
る
大
津
の
様
な
も

の
で
、
大
阪
が
近
い
。
そ
れ
に
何
か
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
い
け
な
い
と
い
っ
て
と
め
ら
れ

る
。
先
程
大
東
さ
ん
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
し

た
よ
う
に
、
こ
わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
国
宝

を
保
存
す
る
地
域
と
産
業
が
か
ち
合
っ
て
い

る
ん
で
す
ね
。
高
い
と
こ
ろ
が
い
い
と
し
う

ケ
ム
リ
と
ア
ホ
は
上
へ
あ
が
ろ
う
と
t
る
の

は
わ
か
り
ま
す
が
、
実
際
は
観
光
税
の
大
部

分
は
三
笠
温
泉
か
ら
入
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

悪
口
を
い
っ
て
も
こ
れ
に
は
経
済
的
な
意
味

か
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
際
思
V
き
っ
て
浄
瑠

璃
寺
へ
ゆ
く
と
こ
ろ
の
山
あ
た
り
に
、
そ
こ

を
風
致
地
区
か
ら
は
ず
し
て
移
転
さ
せ
る
。

'
"

望
ん
で
い
る
の
は
我
々
な
ん
で
す
。

寺
尾
と
こ
ろ
が
欝
会
場
の
よ
う
な
都
市
計

画
な
ら
あ
る
ん
で
t
。
丁
度
京
都
の
西
山
教

教
の
計
画
の
よ
う
な
ー
。
こ
の
程
度
の
も
の

な
ら
市
も
、
つ
て
い
る
ん
で
す
が
、
本
当
に

産
業
人
の
手
に
ょ
っ
た
現
実
性
の
あ
る
も
の

は
な
い
わ
け
で
、
丁
度
今
近
鉄
の
終
点
を
ど

う
す
る
か
、
半
地
下
に
す
る
か
全
地
下
に
す

る
か
で
、
論
繋
集
中
す
る
。
こ
れ
が
い
い

か
げ
ん
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
今
度
は
三
笠
温

泉
が
ど
ぅ
し
た
こ
う
し
た
、
駐
車
場
を
ど
ぅ

す
る
か
、
商
店
街
が
さ
び
れ
な
い
か
、
京
都

街
道
か
ら
来
る
道
を
ど
ぅ
す
る
か
・
:
・
:
。
ま

る
で
気
狂
い
病
院
の
運
動
会
の
よ
う
な
も
ん

で
す
ね
。
(
笑
)

ま
た
文
化
人
と
い
う
け
っ
た
い
な
も
の
は
な

い
ん
で
す
。
ひ
が
む
わ
け
で
は
な
い
で
す
が

ね
(
笑
)
何
か
抽
象
論
と
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
を

論
じ
て
い
て
勝
手
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
て
い
る
キ
ラ
イ
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
ん
で
す

よ
。
吉
村
さ
ん
は
京
都
市
の
こ
と
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
実
の

政
治
力
と
結
び
つ
い
た
裏
、
づ
け
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
現

実
に
眼
の
前
で
形
づ
く
ら
れ
る
も
の
で
な
く

0

て
は

吉
村
同
感
で
す
。

大
東
た
し
か
に
お
っ
し
や
る
通
り
で
す
が
、

現
在
の
指
遵
老
は
八
方
美
人
過
ぎ
る
の
か
面

と
向
っ
て
は
「
ノ
ー
」
と
い
わ
な
い
が
、
議

事
録
を
み
る
と
「
ノ
ー
」
と
な
っ
て
い
る
。 ー

ー

.
'

こ
れ
は
一
例
だ
が
、
今
の
奈
良
の
行
政
者
は

何
か
事
な
か
れ
主
義
の
上
で
あ
ぐ
ら
を
か
い

く
し
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。

全
地
下
に
す
る
た
め
に
は

吉
村
一
つ
の
例
を
申
し
ま
す
と
全
地
下
か
半

地
下
か
と
い
う
問
題
で
す
が
、
奈
良
の
新
ら

し
い
道
路
計
画
の
一
つ
と
し
て
や
っ
て
お
ら

れ
る
登
大
路
の
こ
と
で
す
。
果
し
て
今
の
状

態
で
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
小
ノ
曲

げ
て
、
い
い
か
ら
西
へ
伸
ば
し
て
、
二
四
号

線
の
、
ハ
イ
。
ハ
ス
が
三
条
通
り
と
交
差
す
る
あ

た
り
に
イ
ソ
タ
ー
チ
エ
ソ
、
ジ
を
作
る
な
り
し

て
そ
の
上
で
全
地
下
に
す
る
か
半
地
下
に
す

る
か
考
え
た
ら
い
い
。

私
の
一
言
う
通
り
に
し
た
と
し
た
ら
、
そ
ん
な

道
の
上
に
高
架
で
電
車
が
入
っ
て
来
た
ら
ま

ず
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。

河
合
全
地
下
の
決
議
は
商
工
会
議
所
で
は
十

年
前
に
決
議
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
市
会
で

も
決
議
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
い
ま
だ
に
結

論
が
出
て
い
な
し
。

吉
村
な
る
ほ
ど
。
や
は
り
道
路
計
画
か
ら
入

つ
て
ゆ
か
ね
ぱ
解
決
せ
ん
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。
近
鉄
が
仲
々
全
地
下
を
承
知
し
な
い
の

は
金
が
か
か
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら

そ
れ
で
軌
条
敷
を
買
上
げ
る
な
り
し
て
負
担

を
軽
く
す
る
と
か
の
方
法
が
あ
る
筈
で
す
。

大
森
さ
ん
も
こ
の
案
に
近
い
こ
と
を
い
っ
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

政
治
力
の
裏
付
け
も
不
可
欠

司
会
吉
村
先
生
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
が
、
実

際
は
民
間
の
綜
合
計
画
は
伴
に
樹
て
に
く
い

も
ん
で
す
。

吉
村
や
は
り
権
力
を
も
っ
た
官
庁
が
や
る
べ

き
で
し
ょ
う
ね
。

大
東
先
生
の
お
っ
し
や
て
い
る
こ
と
を
一
番

河
合
あ
れ
は
国
が
二
0
億
で
買
い
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
が
、
そ
れ
で
も
足
ら

ん
と
し
う
こ
と
な
ん
で
す
。

大
東
百
年
の
大
計
と
い
う
言
葉
を
出
す
の
が

お
か
し
い

吉
村
こ
れ
は
私
の
案
で
す
が
、
全
地
下
に
し

た
場
合
出
入
口
は
今
の
愽
物
館
付
近
の
公
園

の
あ
た
り
、
県
庁
の
附
近
が
い
い
と
思
う
。

何
故
な
ら
広
い
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
混
雑
が
ふ

せ
げ
る
し
、
そ
れ
に
現
在
の
市
街
地
は
道
路

の
道
巾
が
狭
い
の
で
無
理
だ
か
ら
で
す
。
そ

れ
で
既
存
の
商
店
街
が
さ
び
れ
る
と
い
う
の

な
ら
、
中
二
階
を
つ
く
っ
て
各
店
街
を
造
る

な
り
し
て
そ
の
方
達
を
優
先
的
に
入
れ
る
と

か
の
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に

活
用
し
て
ゆ
と
ぅ
と
い
う
気
構
え
が
欲
し
い

で
す
ね
。

く
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寺
尾
倉
敷
観
光
ホ
テ
ル
は
倉
敷
の
古
い
街
と

一
致
し
て
い
る
。
あ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
私

は
冗
壁
県
庁
を
永
テ
ル
に
し
て
開
放
し
た

ら
い
い
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
が
奈

良
に
ふ
さ
わ
し
い
と
し
た
ら
い
い
も
の
で
し

よ
う
。
ま
た
県
の
公
会
堂
を
放
っ
て
お
く
こ

と
は
な
い
で
す
ね
工
場
の
煙
や
ガ
ス
タ
ソ

ク
が
見
え
る
な
ら
大
阪
へ
泊
ま
る
方
が
気
持

か
い
い
。
ふ
さ
わ
し
い
も
の
な
ら
反
っ
て
ま

、
、
)
、
、
 
0

わ
り
の
風
致
は
引
き
立
つ
も
の
で
す
よ
。

杉
本
全
く
そ
の
通
り
で
す
ね
。
た
だ
こ
の
程

度
の
も
の
を
や
れ
と
い
う
指
導
性
が
欲
L

そ
れ
を
や
ら
な
い
か
ら
個
人
個
人
で
出

、
0

、来
る
人
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
し
立
う
。

大
東
口
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
の
あ
る
小
じ
ん
ま
り

し
た
も
の
な
ら
い
い
で
す
ね
。

寺
尾
西
山
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
万
国

博
で
-
 
0
0
万
人
も
の
外
人
が
来
る
と
は
思

え
な
い
が
、
ま
ず
そ
の
三
分
の
一
と
し
て
も

可
成
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
オ
リ
ソ
ピ
ツ

ク
の
時
も
発
表
は
十
三
万
人
だ
っ
た
が
実
際

は
四
万
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
田

舎
風
の
旅
館
が
多
く
奈
良
を
代
表
す
る
よ
う

な
も
の
が
な
V
の
は
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
す

ね
商
工
会
議
所
が
商
店
街
を
指
導
さ
れ
て

お
ら
れ
る
苦
労
も
よ
く
わ
か
り
、
大
き
な
壁

が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
も
察
せ
ら
れ
ま
す
が
、

実
際
に
奈
良
で
買
物
を
し
ょ
う
と
す
る
人
は

奈
良
か
ら
み
た
口
ー
カ
ル
地
区
の
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
事
実
の
よ
う
で
す
。

ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
を
生
か

し
た
建
物
で

大
東
今
こ
そ
偉
大
な
る
政
治
力
と
、
偉
大
な

る
経
済
力
が
必
要
な
時
で
す
ね
。
(
笑
)

河
合
両
先
生
と
も
万
国
博
の
委
員
を
し
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
受
入
れ
体
制
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
ね
。

大
東
、
ペ
ッ
ド
タ
ウ
ソ
と
観
光
産
業
の
関
係
も

難
か
し
い
で
す
ね
。

杉
本
奈
良
市
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
そ
の
中

心
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
は
ど
の
へ
ん
で
し
ょ

う
ね
。

( 'ガ 1、、
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土
産
物
も
一
考
を
要
す
る

点
あ
り

吉
村
士
産
物
で
も
そ
う
で
す
ね
。
京
都
に
上

鴨
の
焼
モ
チ
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
と

奈
良
の
大
仏
モ
チ
と
を
比
較
す
る
と
、
う
少

し
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
と
、
う
気
が
し
ま

す
ね
。

杉
本
大
体
い
い
も
の
は
利
益
率
が
低
い
の
で

店
の
奥
へ
し
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
ね
。

粗
悪
品
で
も
利
益
が
大
き
い
と
店
の
前
へ
な

一ら
べ
る
ら
し
い
で
す
よ
。

吉
村
そ
れ
は
お
か
し
い
で
す
ね
。
永
い
眼
で

み
た
ら
そ
ん
な
や
り
か
た
は
決
し
て
う
ま
い

商
売
と
は
思
え
ま
せ
ん
、
が
ね
。

大
東
あ
ま
り
に
も
大
仏
さ
ん
に
お
ぶ
さ
っ
て

来
た
キ
ラ
イ
が
あ
る
。
や
は
り
行
政
者
に
問

題
が
あ
る
。
寺
尾
先
生
の
本
は
好
き
だ
が

(
笑
)
い
つ
も
僕
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
気
か
し
て
・
・
・
・
・
・
(
笑
)

Q
O

才

(
受
付
要
領
)

六
月
三
日
(
金
)
 
1
六
月
二
十
日
(
月
)

三
十
人
1
九
十
九
人

六
月
二
十
一
日
(
火
)
1
六
月
二
十
八
日
(
火
)

百
人
以
上

六
月
二
十
九
日
(
水
)
以
降

一
人
1
二
十
九
人

(
時
間
)

午
前
九
、
 
0
0
1
十
一
、
 
0
0

午
後
一
、
 
0
0
1
四
、
 
0
0

※
参
考
禽
子
卒
者
の
給
与
)

布
施
公
共
職
業
安
定
所

中
学
校
西
、
三
呂
円
1
豆
、
呂
0
円

高
等
学
校
毛
、
三
呂
円
1
-
ハ
、
五
8
円

(
来
年
の
見
通
し
)

大
阪
東
公
共
職
業
安
定
所

京
都
で
は
清
水
寺
く
ら
い
の
も
の
で
、
銀
閣

寺
、
苔
寺
、
竜
安
寺
は
み
ん
な
た
だ
の
お
庭

で
あ
る
。
い
う
な
ら
ば
映
画
を
み
て
い
る
の

と
同
じ
で
あ
る
。
東
山
本
願
寺
は
税
金
を
と

ら
な
い
の
も
前
市
長
は
そ
れ
は
お
参
り
だ
か

ら
と
い
う
理
由
で
し
た
。

寺
尾
京
都
は
広
く
て
人
口
が
多
い
の
で
古
い

も
の
も
新
ら
し
い
も
の
も
よ
く
調
和
す
る
ん

で
す
ね
。

吉
村
京
都
タ
ワ
1
は
一
時
お
か
し
ん
な
も
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
よ

く
み
る
と
そ
う
眼
ざ
b
り
に
も
な
ら
な
い
で

す
よ
。
し
か
し
奈
良
は
小
さ
い
せ
い
か
ド
リ

ー
ム
ラ
ソ
ド
の
氷
金
時
は
よ
く
目
立
ち
ま
す

ね
。

.

河
合
京
都
の
方
が
法
が
ゆ
る
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
、
な
い
の
で

t
オ

吉
村
京
都
市
は
東
京
都
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い

の
広
さ
か
あ
り
、
奈
良
で
し
ぇ
ば
飛
鳥
も
斑

鳩
も
入
る
。

を
す
る
と
い
う
甘
い
考
え
方
は
捨
て
な
げ
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

寺
尾
私
は
反
対
で
す
。
と
い
う
の
は
特
に
と

り
た
て
て
い
う
ま
で
も
な
く
広
域
行
政
の
結

果
と
し
て
人
口
集
中
、
産
業
の
分
化
は
自
然

と
行
わ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
一
つ
の
例
で

す
と
三
重
か
ら
大
阪
の
先
生
に
な
り
た
い
か

ら
と
い
っ
て
奈
良
の
大
学
へ
く
る
と
い
う
の

は
一
つ
の
人
口
移
動
と
い
う
こ
と
か
出
来
ま

す
。
静
御
前
の
く
り
ご
と
の
よ
う
に
反
対
し

た
っ
て
そ
う
な
っ
て
ゆ
く
ん
で
す
よ
。
そ
う

こ
の
座
談
会
は
五
月
二
十
六
日
当
所
で

な
る
も
の
な
ら
積
極
的
に
や
れ
と
い
う
の
が

収
録
し
た
、
の
で
す
。

大
森
さ
ん
の
意
見
の
よ
う
で
し
た
が
、
私
は

行
政
の
こ
ま
か
い
充
実
し
た
小
規
模
で
は
あ

る
が
内
容
の
整
っ
た
小
県
が
望
ま
し
い
姿
た

と
考
え
ま
す
。

京
都
で
邪
魔
に
な
ら
な
い
も
の
が
奈
良
で
邪

魔
に
な
る
の
は
奈
良
が
箱
庭
の
よ
う
で
あ
る

か
ら
で
す
。
特
殊
な
行
政
区
域
を
も
う
け
て

質
的
に
非
常
に
秀
れ
た
も
の
に
し
た
い
。
奈

i

ゾ
,

良
の
宿
命
と
し
て
-
 
0
0
万
の
べ
ッ
ド
タ
ウ

、

ソ
、
ニ
ユ
ー
タ
ウ
ソ
が
出
来
た
と
し
て
も
そ

の
精
神
的
方
向
は
大
阪
を
向
い
て
お
り
、
奈

、
、

、
.
.
、
、

良
そ
の
も
の
は
絶
対
大
き
く
な
ら
な
い
。
小

、
、
、
.

さ
V
が
、
か
た
ち
の
よ
い
商
業
都
市
、
観
光

.

薊

都
市
、
文
化
都
市
に
な
る
べ
き
で
す
。
奈
良

の
特
殊
性
を
あ
く
ま
鞭
持
し
な
が
ら
都
市

構
想
を
ね
り
、
稀
少
価
値
が
ま
た
経
済
的
価

値
を
生
み
出
す
も
の
と
い
う
こ
と
寵
識
す

奈
良
の
お
寺
は
偉
い

河
合
寺
の
面
か
ら
い
う
と
他
の
と
こ
ろ
で
は

有
名
寺
が
料
理
屋
ま
が
い
の
こ
と
を
し
て
い

る
が
こ
の
点
奈
良
は
偉
い
と
思
う
。

吉
村
そ
う
で
す
ね
。
金
閣
寺
で
、
前
に
い
い

家
を
建
て
て
明
ら
か
に
商
売
を
し
て
い
ま
す

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

吉
村
そ
う
で
す
ね
、
阪
奈
和
が
実
現
す
る
と

し
た
ら
他
の
県
も
ま
た
そ
う
な
っ
て
ゆ
く
で

し
ょ
う
し
、
他
は
そ
の
ま
ま
と
い
う
の
は
お

か
し
い
で
す
ね
。

要
す
る
に
綜
合
的
な
判
断
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

司
会
長
時
間
あ
り
が
と
ぅ
ご
、
ざ
い
ま
し
た
。

で
は
こ
の
辺
で

(
完
)

0

小
さ
く
て
も
質
的
な
向
上
を

.

一
'

青
色
専
従
者
給
与
控
除
額

二
十
四
万
円
と
な
る

白
色
申
告
者
控
除
は
十
五
万
円

大
東
先
生
方
阪
奈
和
合
併
問
題
に
つ
い
て
如

何
お
考
え
で
す
か
。

吉
村
阪
奈
和
合
併
が
実
現
す
れ
ば
奈
良
が
得

ー
ー

昭
和
四
十
一
年
度
税
制
改
正
で
青
色
専
従
者

の
給
与
の
限
度
額
は
、
年
令
区
分
を
療
止
し
て

一
律
に
二
十
四
万
円
と
い
う
従
来
に
み
ら
れ
な

い
大
巾
な
ア
ッ
プ
を
し
た
。

他
方
白
色
専
従
者
控
除
は
従
来
の
を
三
万
円

引
上
げ
て
十
五
万
円
と
な
っ
た
。
税
制
上
か
ら

も
青
色
申
告
育
成
の
方
針
か
明
確
に
打
出
さ
れ

た
訳
で
あ
る
。

家
族
専
従
老
控
除
の
引
上
げ
に
ょ
る
減
税
額

は
平
年
度
で
七
十
二
億
円
に
の
ぼ
り
、
正
に

「
主
日
色
申
告
減
税
」
と
も
い
う
べ
き
程
で
あ
る
。

勿
論
色
申
告
会
の
念
願
す
る
と
こ
ろ
は
、
国

税
地
方
税
を
通
じ
「
個
人
企
業
の
給
与
制
」

即
ち
「
事
業
主
報
酬
と
家
族
専
従
者
の
完
全
給

与
制
」
の
確
立
に
あ
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
不
満

は
残
っ
て
お
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
幸
い
に

し
て
挑
ま
ざ
る
努
力
に
ょ
り
昭
和
四
十
一
年
度

税
制
改
正
に
「
個
人
企
業
の
給
与
制
」
に
向
っ

て
大
き
く
前
進
し
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
青
色
専
従
者
給
与
限
度
額
二
十
四
万

円
に
引
上
げ
の
適
用
は
四
月
以
降
と
な
っ
て
い

る
か
ら
、
四
十
一
年
分
と
し
て
は
二
0
才
以
上

ニ
ニ
五
、
 
0
0
0
円
、
二
0
才
未
満
三
七
、

五
0
0
円
の
限
度
額
と
す
る
。

(
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
)

中
学
校
(
男
子
)
ご
二
、
七
0
六
円

(
女
子
)
一
三
、
五
五
六
円

高
等
学
校
(
男
子
)
一
七
、
 
0
八
0
円

(
女
子
)
一
六
、
 
0
九
六
円

(
今
年
の
学
卒
者
の
平
均
値
)

求
人
件
数
は
増
加
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、

学
卒
者
の
就
職
希
望
者
は
少
な
く
、
今
年
の
場

合
で
、
中
卒
者
は
三
倍
、
高
卒
者
一
、
九
倍
と

な
っ
て
お
り
来
年
は
四
号
増
の
二
、
八
0
0

件
ほ
ど
に
な
り
そ
う
。

な
お
、
六
月
一
日
か
ら
の
求
人
受
付
に
関
し

て
は
、
求
人
票
(
厚
紙
の
方
、
男
子
一
黒
色
、

女
子
一
赤
色
)
、
従
業
員
採
用
計
画
書
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(
詳
細
に
つ
い
て
は
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
に

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
)

奈
良
市
三
条
町
電
話
⑳
五
五
六
四

急、、

際
に
給
与
支
払
者
が
所
得
税
を
天
引
徴
し
て

事
業
税
・
住
民
税
で
は
青
色

専
従
者
給
与
は
-
0
万
円

四
十
一
年
度
地
方
税
改
正
で
峡
青
色
専
従

者
給
与
の
限
度
額
は
-
 
0
万
円
で
あ
る
が
、
白

色
専
従
老
控
除
額
は
六
万
円
で
、
国
と
地
方
で

こ
の
よ
う
な
差
が
あ
る
。

そ
の
他
の
諸
控
除
に
つ
V
て
も
同
様
に
、
地

方
税
は
国
税
に
く
ら
べ
低
い
額
と
な
っ
て
い
る

尚
所
得
税
は
兎
に
角
、
事
業
税
と
住
民
税
は

重
税
の
非
難
が
高
い
。

そ
の
他
固
定
資
産
税
(
特
に
償
却
資
産
税
)

や
国
民
健
康
保
険
税
(
料
)
な
ど
も
兎
角
問
題

が
多
い
。

納
税
す
忌
泉
徴
収
の
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る

独
身
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
場
合
、
月
給
二
万
円

.
、
一

に
対
し
て
源
泉
税
は
一
五
0
円
で
あ
る
。

家
族
専
従
者
を
含
め
て
、
常
時
雇
入
が
十
人

末
満
の
場
合
に
は
、
三
か
月
毎
に
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
納
期
の
特
例
」
を
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

「
給
与
の
支
払
を
す
る
事
務
局
の
開
設
等
届

,

』

ー
ー

四
月
か
ら
月
給
二
万
円
で
源

泉
税
一
五
0
円

青
色
専
従
者
に
も
税
金
が
か

か
る

四
十
一
年
度
税
制
改
正
に
ょ
る
青
色
専
従
者
給

与
二
十
四
万
円
は
、
四
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

即
ち
四
月
以
降
は
、
十
五
才
以
上
の
青
色
専
従

者
は
一
律
に
月
給
二
万
円
、
稔
め
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
給
与
に
対
し
て
は
、
.
給
与
支
払
の

出
書
」
を
所
轄
の
税
務
署
へ
提
出
す
る
。

②
家
族
専
従
者
を
含
め
て
雇
人
が
常
時
十
人
未

満
の
と
き
は
「
納
期
の
特
例
に
関
す
る
承
認

申
請
書
」

「
一
人
別
所
得
税
源
泉
徴
収
簿
」
を
そ
な
え

③
つ
け
て
、
記
録
す
る
。

(
以
上
の
手
続
書
類
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
)

求
人
受
付
に
つ
い
て

E
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①

■ T

X、・ー

1617

ゞ、^
、ー



璽
儒
儒
翻
鴛
鴛
開
欝
翻
儒
鸞
翻
璽
儒

東
南
ア
ジ
ア
視
察
記

儒
儒
器
璽
器
儒
儒
儒
儒
姻
璽
鷺
器
開
〕

之
,

私
は
奈
良
商
工
会
議
所
東
南
フ
ジ
フ
視
察
団
の
一
員
に
加
わ
っ
て
、
香
港
、
マ

ヒ

カ
オ
、
台
北
を
六
日
問
の
日
程
で
一
巡
し
て
来
た
が
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、

誘
卑

世
界
の
自
由
港
香
港
の
仲
継
貿
易
の
活
況
振
り
、
華
僑
の
商
売
熱
心
、
或
は
日
本

製
品
の
目
覚
し
き
進
出
な
ど
直
接
肌
に
感
じ
と
る
こ
と
が
出
来
て
大
い
に
見
聞
を

闇

一

広
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
以
下
順
を
追
う
て
概
略
を
記
し
て
報
告
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

◎
香
港

、

大
阪
空
港
か
ら
僅
か
三
時
間
余
り
四
時
間
足

ら
ず
で
香
港
に
着
く
。
新
幹
線
で
東
京
へ
行
く

4
.
、

色

、

の
と
余
り
大
差
が
な
い
位
い
の
早
さ
で
あ
る
。

、
甲

九
竜
の
啓
徳
の
飛
行
場
に
着
い
た
の
は
夕
方
近

く
、
先
ず
驚
い
た
の
は
高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、

そ
れ
が
山
の
緑
を
バ
ッ
ク
に
一
層
映
え
て
見
え

る
。
土
地
が
狭
艦
な
こ
と
と
、
地
震
が
な
い
の

で
二
十
階
建
は
ざ
ら
で
既
に
三
十
三
階
の
ビ
ル

が
建
設
中
と
か
で
、
六
階
未
満
の
建
築
は
許
さ

れ
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
地
上
に
は
電
線
電
柱

の
類
が
見
た
く
と
も
な
く
実
に
ス
ツ
キ
リ
し
た

近
代
都
市
つ
く
り
で
あ
る
。

香
港
と
い
え
ぱ
香
港
島
と
九
竜
半
島
に
分
れ

て
い
て
、
そ
の
面
積
は
東
京
都
の
約
半
分
位
、

人
口
は
三
六
0
万
で
イ
ギ
リ
ス
.
の
租
借
地
に
な

つ
て
い
る
。

九
竜
半
島
は
新
界
か
ら
中
国
本
士
の
国
境
に

通
じ
て
お
り
香
港
島
と
相
面
L
、
連
絡
船
で
約

二
十
分
し
か
か
か
ら
な
V
矩
離
に
あ
る
。

着
く
な
り
早
速
夜
の
街
を
歩
い
た
が
、
中
空

高
く
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
一
流
会
社
の
広
告
ネ
オ

ソ
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
巾
を
効
か
し
て
い
て
な

つ
か
し
い
と
い
う
よ
り
、
寧
ろ
日
本
の
誇
り
を

さ
え
感
ず
る
。
商
店
街
の
看
板
も
お
し
な
べ
て

漢
字
を
使
わ
れ
て
お
り
、
全
く
外
地
に
来
た
よ

う
な
感
じ
が
出
な
い
。
シ
"
ツ
ピ
ソ
グ
す
る
時

も
殆
ん
ど
の
店
員
が
日
本
祭
通
じ
る
し
、
日

本
円
が
堂
々
と
通
用
す
る
。
誰
か
が
日
本
円
で

払
っ
て
香
港
ド
ル
で
釣
銭
を
貰
い
、
大
笑
い
を

し
た
位
で
あ
る
。

さ
す
が
世
界
の
商
品
が
集
ま
る
自
由
港
国
際

市
場
だ
け
あ
っ
て
商
店
の
規
模
も
大
き
く
、
実

に
立
派
な
だ
け
で
な
く
、
競
争
も
又
一
倍
激
し

く
一
口
に
い
っ
て
非
常
に
"
精
力
的
"
で
あ
る

業
者
数
を
聞
く
の
を
忘
れ
た
が
、
香
港
商
工
会

議
所
(
正
し
く
は
香
港
中
需
会
)
の
会
員
数

が
四
万
人
と
聞
し
て
も
そ
の
意
欲
的
な
一
端
が

窺
わ
れ
る
。

香
港
は
も
と
も
と
仲
継
貿
易
が
主
で
あ
っ
た

英
今
は
加
工
貿
易
に
ま
で
発
展
し
て
来
て
い

゛
、
、

ノ
゛
一▲

喝
.

/

.

一

.
゛

一

、
▲
、

.

ー
ー
写

一

"

、
.
、
ぞ
1
-

▲

一

夜
景
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
名
に
背
か
ず
実

に
素
晴
ら
し
い
眺
望
で
一
同
思
わ
ず
歓
声
を
挙

げ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
程
の
絶
景
壮
観
さ
で
あ

る
。

香
港
市
民
中
約
数
十
万
人
は
中
共
革
命
と
か

洪
水
早
バ
ツ
な
ど
の
天
災
に
ょ
る
避
難
民
で
占

め
、
俗
に
難
民
と
い
わ
れ
て
い
る
。
華
や
か
な

近
代
都
市
か
ら
奥
に
入
っ
て
行
く
と
、
谷
問
か

ら
山
の
上
ま
で
ぎ
っ
し
り
と
、
板
切
れ
や
ブ
リ

キ
板
を
組
み
合
せ
た
難
民
バ
ラ
ッ
ク
が
密
集
し

て
い
る
の
も
香
港
名
物
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ

の
打
開
対
策
と
し
て
英
政
府
は
数
年
来
難
民
7

ー
ト
の
団
地
建
設
に
力
を
入
れ
、
毎
年
-
0

.
、ノ万

人
を
収
容
目
標
に
五
年
後
に
は
難
民
バ
ラ
ツ

ク
が
無
く
な
る
計
画
を
樹
て
て
い
る
と
い
う
。

一
部
完
成
さ
れ
た
九
竜
市
の
郊
外
に
あ
る
難
民

ア
パ
ー
ト
団
地
を
視
察
し
た
が
、
こ
の
ア
。
ハ

ト
は
鉄
筋
一
五
階
建
の
ビ
ル
で
、
一
室
八
畳
ど

り
、
家
賃
は
月
千
円
、
入
居
許
可
が
な
い
と
入

れ
な
い
。
但
し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
な
し
、
水
道

階
共
同
水
道
し
か
な
い
と
い
う
不
便
さ
。

よ各
ア
.
ハ
ー
ト
の
一
階
は
店
舗
で
食
糧
品
店
が
雑

然
と
支
那
流
儀
に
並
ん
で
い
る
。
屋
上
に
は
小

学
校
が
あ
る
。
そ
ぱ
ま
で
行
っ
た
が
臭
気
鼻
を

つ
い
て
寄
り
付
け
な
い
。
こ
の
団
地
の
難
民
は

約
七
万
。
ち
ょ
つ
と
し
た
小
都
市
位
の
人
口
で

あ
る
。も

う
一
つ
名
物
に
蛋
民
と
い
う
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
水
上
生
活
者
で
動
か
な
い
老
朽
の
小
船

を
家
と
し
て
海
岸
べ
り
に
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い

る
。
そ
の
光
景
た
る
や
見
物
で
あ
る
。
彼
等
は

難
民
で
は
な
く
古
く
か
ら
水
上
生
活
を
営
み
原

始
的
漁
業
を
し
て
生
計
を
立
工
陸
へ
は
こ
わ

つ
て
絶
対
上
っ
て
来
な
い
と
い
う
。
面
白
V

が

、

る
よ
う
お
奨
め
し
た
い
。

最
後
に
各
地
を
通
じ
て
見
落
す
こ
と
の
出
来

な
い
の
は
、
現
地
旅
行
社
の
ガ
イ
ド
の
こ
と
で

あ
る
。
彼
地
の
ガ
イ
ド
は
ガ
イ
ド
専
門
の
旅
行

会
社
の
専
属
で
日
本
の
バ
ス
ガ
イ
ド
と
は
全
然

異
り
、
男
が
主
で
程
度
も
高
級
で
あ
っ
て
、

、L

た
り
つ
く
せ
り
で
あ
る
。
香
港
の
東
和
旅
行
社

の
如
き
は
三
人
乃
至
四
人
の
男
女
ガ
イ
ド
が
朝

か
ら
晩
ま
で
付
き
切
り
で
、
朝
は
六
時
半
に
は

キ
ツ
チ
リ
と
ホ
テ
ル
に
顔
を
出
し
、
晩
は
乞
わ

な
く
と
も
外
出
す
る
と
い
ぇ
ば
付
い
て
来
て
く

れ
る
。
彼
等
が
ホ
テ
ル
か
ら
帰
っ
て
行
く
の
は

大
低
夜
の
十
一
時
過
ぎ
に
な
る
。
あ
れ
で
は
寝

る
間
も
な
か
ろ
う
と
い
う
さ
さ
や
き
さ
え
出
る

そ
れ
で
い
て
疲
れ
た
と
い
う
よ
う
な
態
度
の
片

鱗
す
ら
出
さ
ず
、
い
や
な
顔
ひ
と
つ
見
せ
ず
終

始
ニ
コ
ニ
コ
と
軽
快
に
接
し
て
く
れ
る
彼
等
は

骨
ま
で
サ
ー
ビ
ス
精
神
に
徹
し
て
い
る
。
観
光

都
市
の
立
場
か
ら
、
他
山
の
石
と
し
て
大
い
に

学
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で

あ
る
。

奈
良
商
工
会
議
所

専
務
理
事
中
村
貞
三

、
、

ー
?

'
,

、

J

4
U

一

゛ 、

・
丈
＼

窒
、
、
:
・

』
゛

こ
と
に
は
、
彼
等
は
風
呂
に
は
生
れ
て
死
ぬ
ま

で
三
回
し
か
入
ら
な
い
(
生
れ
九
時
、
結
婚
の

初
夜
、
死
ん
だ
時
)
と
い
う
ガ
イ
ド
孃
の
説
明

で
あ
る
。
こ
の
蛋
民
(
九
ん
み
ん
)
の
数
凡
そ

一
五
万
人
と
い
わ
れ
て
し
る
。

げ
に
香
港
は
不
思
議
な
国
際
都
市
で
、
そ
の

上
貧
富
の
差
の
甚
だ
し
V
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

.

一

゛
一

九
竜
1
中
共
国
境
警
備
所
前
に
て

る
。
水
不
足
か
ら
重
化
学
工
業
は
育
た
な
い
が

労
賃
が
低
く
(
一
日
三
0
0
円
1
四
0
0
円
)

労
働
力
が
曲
昌
品
な
の
で
コ
ス
ト
が
安
く
有
利
だ

と
い
う
。
唯
香
港
の
工
業
は
、
原
料
を
全
部
外

国
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、
日
本
に
と
っ
て
も

い
い
得
意
先
と
い
え
よ
う
。

香
港
の
首
都
ビ
ク
ト
リ
ア
市
は
香
港
島
に
あ

つ
て
、
こ
こ
に
香
港
政
府
や
各
国
領
事
館
、
銀

行
、
商
社
等
が
立
ち
並
び
、
九
竜
市
と
比
べ
て

一
段
と
近
代
的
で
あ
り
、
上
品
さ
が
あ
り
、
大

丸
香
港
デ
パ
】
ト
も
こ
こ
に
あ
る
。

、

映
画
,
慕
情
"
に
出
て
く
る
ビ
ク
ト
リ
ア
ビ

ー
ク
は
高
さ
五
五
一
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
こ
か
ら

の
立
体
的
な
香
港
の
夜
景
は
さ
す
が
世
界
三
大

一

.

も
し
っ
と
り
と
実
に
落

ち
付
き
の
あ
る
豪
華
な

ホ
テ
ル
で
、
入
口
玄
関

か
ら
ロ
ビ
ー
、
階
段
に

い
た
る
ま
で
全
部
大
理

石
を
敷
き
つ
め
ら
れ
、

階
段
手
摺
、
食
卓
椅
子

な
ど
も
之
又
一
式
紫
檀

で
つ
く
ら
れ
て
い
て
、

み
な
胆
を
抜
か
れ
た
。

ホ
テ
ル
経
営
者
の
方
に

は
是
非
一
度
見
聞
さ
れ

一

一

,金
1

入
ノ

、
一
、(

者
な
の
に
は
一
同
す
っ
か
り
参
っ
て
仕
舞
っ
た

彼
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぶ
り
日
本
の
俗
言
ま
で
連

発
す
る
。
ド
ッ
グ
レ
ー
ス
場
の
案
内
の
と
き
も

レ
】
ス
が
初
ま
る
と
、
ま
る
で
犬
々
(
喧
々
)

ご
う
ご
う
た
る
も
の
で
す
と
く
る
。
小
さ
い
島

な
が
ら
中
国
本
士
と
陸
続
き
と
.
い
う
の
で
国
境

ま
で
足
を
伸
ぱ
し
た
が
、
無
表
情
な
武
装
警
備

兵
が
立
っ
て
い
て
緊
迫
感
こ
そ
な
い
が
、
身
の

引
締
ま
る
よ
う
な
無
気
味
さ
か
肌
に
感
じ
て
く

る
。

他
に
見
ど
こ
ろ
と
し
て
孫
文
の
家
孫
文
記

念
館
や
、
十
七
世
紀
初
頭
に
日
本
人
の
手
に
ょ

つ
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
セ
ソ
ト
。
ホ
ー
ル
寺
院

の
正
面
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

一
口
に
い
っ
て
マ
カ
オ
は
東
洋
の
ヨ
ー
ロ
ッ

を
感
ぜ
さ
せ
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
都
市
と
い

0
、ノえ

よ
う
。

◎
マ
カ
オ

三
日
目
の
朝
、
香
港
か
ら
約
四
0
哩
、
水
中

翼
船
で
一
時
間
余
り
で
マ
カ
オ
に
着
く
。
マ
カ

オ
は
イ
ギ
リ
ス
が
香
港
を
支
配
す
る
三
0
0
年

も
前
に
当
時
の
大
国
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
東
洋
貿
易

の
根
拠
地
と
し
て
進
出
し
、
今
日
ま
で
植
民
地

と
し
て
支
配
を
続
け
て
来
九
が
、
近
代
に
入
っ

て
か
ら
の
母
国
の
衰
退
と
共
に
貿
易
の
仲
継
を

香
港
に
奪
わ
れ
た
形
で
、
そ
れ
だ
け
に
ギ
ッ
シ

り
と
ビ
ル
の
建
ち
並
ぶ
香
港
と
比
べ
、
マ
カ
オ

は
緑
も
多
く
、
古
い
南
欧
風
の
落
ち
つ
い
た
建

物
が
あ
っ
て
静
か
な
感
じ
の
す
る
人
口
二
0
万

の
中
都
市
で
あ
る
。
こ
こ
で
亀
意
を
強
う
し
た

こ
と
は
街
を
走
っ
て
い
る
自
動
車
の
大
部
分
が

日
産
の
ブ
ル
バ
ー
ド
で
占
め
て
い
る
。

レ
゛
、
ノ
ノ

マ
カ
オ
と
い
ぇ
ぱ
公
認
賭
愽
の
国
と
し
て
有

名
で
商
店
街
を
一
寸
見
て
カ
ジ
ノ
見
学
と
し
ゃ

れ
込
ん
だ
が
、
肝
心
の
賭
博
そ
の
も
の
よ
り
賭

場
に
従
事
し
て
い
る
女
子
従
業
員
の
敏
捷
な
手

さ
ぱ
き
に
見
と
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
日
本
語
は
香
港
ほ
ど
に
は
通
じ
な

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ガ
イ
ド
の
日
本
語
の
達

、
、
、
)
、

一

＼

一

.

.

'
.
、
.
、

◎
台

一

"
一
"
ψ
忠
¥

L
力

こ
こ
台
北
市
は
台
湾
で
の
最
も
近
代
的
な
都

市
で
、
全
島
人
口
一
、
二
0
0
万
の
内
三
0

万
を
占
め
る
大
都
市
を
形
成
し
て
い
る
。
第
二

次
大
戦
終
了
ま
で
五
0
年
間
日
本
の
統
治
下
に

置
か
れ
て
い
た
関
係
上
住
宅
街
の
殆
ん
ど
は
日

本
建
築
そ
っ
く
り
の
木
造
瓦
屋
根
で
、
凡
て
が

日
本
調
の
上
に
良
く
日
本
栗
通
じ
流
暢
な
日

本
語
で
話
し
か
け
て
く
れ
る
。
小
さ
な
子
供
達

ま
で
日
本
桑
わ
か
る
の
で
、
学
校
で
日
本
語

を
教
わ
っ
て
い
る
の
か
と
聞
く
と
家
で
は
親
た

ち
が
日
本
語
を
使
っ
て
い
る
か
ら
と
答
え
る
。
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そ
れ
ほ
ど
に
親
日
的
で
一
例
を
挙
げ
る
と
、
日

本
の
流
行
歌
が
盛
ん
に
歌
わ
れ
て
い
る
の
に
は

す
っ
か
り
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。

香
港
と
比
べ
る
と
終
戦
後
の
独
立
国
だ
け
に

経
済
的
に
叫
か
立
ち
遅
れ
て
い
る
か
に
私
は
感

じ
と
っ
た
と
同
時
に
、
か
つ
て
支
配
権
を
握
っ

て
い
た
日
本
に
一
半
の
責
任
が
あ
り
そ
う
に
思

え
て
な
ら
な
い
。

と
て
も
日
本
語
の
う
ま
い
台
湾
娘
の
ガ
イ
ド

で
最
後
の
二
日
間
を
台
北
の
視
察
に
充
て
た
が

台
湾
省
商
会
聯
合
会
台
北
市
商
会
を
初
め
陶

器
工
場
陽
明
山
公
園
、
中
山
博
物
院
、
竜
山

寺
、
孔
子
廟
、
総
統
府
等
を
一
巡
し
た
が
、
就

中
総
統
府
は
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
総
督
府
で

ル
ネ
ツ
サ
ソ
ス
風
の
赤
レ
ソ
ガ
の
豪
荘
極
ま
る

建
物
は
当
時
日
の
出
の
如
き
日
本
の
国
威
を
偲

ぶ
に
充
分
で
あ
る
。

台
北
を
立
つ
日
の
昼
グ
ラ
ソ
ド
ホ
テ
ル
で
最

後
の
中
食
を
と
っ
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
{
木
美
齢

夫
人
の
経
営
と
か
で
、
純
中
国
風
の
建
物
、
キ

ソ
キ
ソ
マ
ソ
マ
ソ
と
い
っ
九
色
彩
鮮
か
な
、
而
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商
工
会
議
所
と
は

商
工
会
議
所
は
わ
れ
わ
れ
商

工
業
者
の
も
の
で
す
。
商
工
会

議
所
を
よ
く
理
解
し
、
活
用
す

る
こ
と
こ
そ
事
業
発
展
の
近
道

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

こ
の
機
会
に
商
工
会
議
所
の
内

容
を
皆
さ
ん
に
ご
案
内
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

<
革
新
時
代
>

今
日
の
時
代
は
革
新
時
代
と

呼
ぱ
れ
て
い
ま
す
。
産
業
技

術
、
流
通
、
消
費
・
・
・
・
:
そ
し
て

そ
れ
は
激
し
い
経
済
の
う
つ
り

変
わ
り
を
意
味
す
る
時
代
で
す

中
小
企
業
の
世
界
に
も
革
新

の
風
潮
が
押
し
よ
せ
て
、
組
合

の
系
列
化
や
、
下
請
ど
ぅ
し
の

立
ち
場
で
中
小
工
場
の
団
地
化

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

<
体
質
の
改
善
を
>

こ
の
時
代
を
生
き
ぬ
く
た
め

に
は
時
代
に
合
っ
た
か
た
ち
に

経
営
を
合
理
化
し
な
け
れ
ぱ
な

り
ま
せ
ん
。
地
す
べ
り
の
よ
う

に
か
わ
る
経
済
界
の
変
動
に
あ

な
た
、
企
業
の
体
質
改
善
に
踏

み
出
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
し
ょ

あ
な
た
は
何
か
の
機
会
に
経
営
指
導
員
と
い

う
呼
び
名
を
き
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
人
々
こ
そ
新
ら
し
い
時
代
の
う
つ
り
か
わ

り
を
し
っ
か
り
と
経
済
的
専
門
的
知
識
で
つ
か

み
、
常
に
研
究
を
怠
ら
な
い
あ
な
九
の
コ
ソ
サ

ル
タ
ソ
ト
な
の
で
す
。
経
営
指
遵
員
は
企
業
の

経
営
全
般
に
つ
い
て
の
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
で
す

商
取
引
、
金
融
、
税
制
、
常
務
な
ど
な
ん
で
も

困
っ
た
と
き
の
指
導
役
で
、
安
心
し
て
信
頼
の

で
き
る
経
営
全
般
の
知
恵
袋
で
す
。
そ
の
う
え

い
っ
さ
い
無
料
で
す
。
ま
た
経
営
指
導
員
の
手

に
負
え
な
い
難
問
に
つ
い
て
は
次
の
様
な
専
門

指
導
員
が
解
明
し
ま
す
。

税
務
、
経
理
・
:
・
:
税
理
士
、
公
認
会
計
士

技
術
、
経
営
相
談
・
・
・
:
・
技
術
士
、
中
小
企
業
診

断
員

特
許
、
新
案
意
匠
、
商
標
:
・
・
:
特
許
弁
理
士

法
律
相
談
・
・
・
:
・
弁
護
士

そ
の
他
専
門
指
導
員
で
は
な
い
が

税
務
一
古
情
相
談
・
:
・
・
・
国
税
庁
協
議
官

経
営
指
違
員
、
専
門
指
導
員
を
医
師
に
見
立

て
る
な
ら
ば
、
商
工
会
議
所
(
中
小
企
業
相
談

所
)
は
ま
さ
に
病
院
の
役
目
を
果
し
て
い
る
存

在
で
す
。

中
小
企
業
相
談
所
は
国
と
県
や
市
も
経
費
を

助
成
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
商
工
会
議
所

の
公
益
性
が
生
ん
だ
制
度
で
す
。

あ
な
た
は
親
戚
や
向
う
三
軒
両
隣
り
、
同
業

の
方
と
は
じ
っ
こ
ん
に
仲
よ
く
交
際
さ
れ
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
気
持
は
自
分
の
欲
得
を
こ
え
て

助
け
合
う
尊
い
信
頼
の
心
か
ら
で
す
。
こ
の
心

の
発
展
こ
そ
商
工
会
議
所
の
す
が
た
で
あ
っ
て

み
ん
な
の
心
の
と
も
し
び
で
す
。

商
工
会
議
所
の
活
動
に
は
大
企
業
も
中
小
企

業
も
み
ん
な
力
を
合
わ
せ
て
都
市
を
住
み
ょ
く

働
き
や
t
い
場
所
に
ょ
る
念
願
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国

の
産
業
の
競
争
力
を
も
っ
と
強
く
し
ょ
う
と
し

て
い
立
す
。
商
工
会
議
所
は
あ
な
た
の
住
ん
で

毒
仕
し
ょ
う
と
す
る
人
々
が
、
人
と
人
と
の
信

頼
を
基
礎
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

.

う
0

こ
の
よ
う
な
場
合
、
む
か
し

は
自
分
の
英
知
と
経
験
で
工
夫

す
る
こ
と
が
常
識
だ
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
多
く
の
中

小
企
業
者
は
ひ
と
り
の
力
の
限

界
を
知
っ
て
い
る
た
め
悩
ん
で

い
る
の
で
す
。
途
方
に
く
れ
て

い
る
人
々
が
求
め
て
い
る
も
の

は
よ
い
相
談
相
手
、
よ
い
コ
ソ

サ
ル
タ
ソ
ト
な
の
で
す
。

'
゛
一
.

円
一t

0

゛
一

新
規
学
卒
者
職
業
紹
介
の

基
本
的
方
針
」
を
改
訂

d

、

新
入
会
員
紹
介

ー
ど
ぅ
ぞ
よ
ろ
し
く
ー

气

こ
の
ほ
ど
労
働
省
職
業
安
定
局
で
は
中
学
.

高
校
卒
の
職
業
紹
介
の
基
本
的
方
針
を
概
要
下

記
の
通
り
打
出
し
、
全
国
都
道
府
県
を
通
じ
て

安
定
所
に
流
し
た
。
こ
の
う
ち
昨
年
迄
の
態
度

を
改
め
た
部
分
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
①

ま
ず
全
体
と
し
て
、
職
業
紹
介
の
適
正
化
と
求

人
秩
序
の
確
立
に
ょ
り
一
層
積
極
的
か
つ
き
め

の
細
か
い
姿
勢
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か

う
か
が
わ
れ
る
こ
と
、
特
に
高
校
卒
に
つ
い
て

は
「
職
業
紹
介
に
関
す
る
組
織
が
確
立
さ
れ
て

い
る
高
校
」
は
、
従
来
通
り
学
校
扱
い
と
す
る

か
そ
う
で
な
い
も
の
は
安
定
所
が
積
極
的
に
介

入
す
る
と
い
う
方
針
を
打
出
し
た
ほ
か
、
い
ず

れ
の
場
合
も
方
針
と
し
て
は
「
可
能
な
限
り
求

人
を
安
定
所
に
申
込
む
よ
う
求
人
者
を
指
導
す

る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
、
高
校
卒
の
職
業
紹
介

に
安
定
所
が
従
来
の
よ
う
に
学
校
ま
か
せ
に
せ

ず
ど
し
ど
L
積
極
的
に
介
入
す
る
よ
う
督
励
L

株
式
会
社
大
阪
ジ
ャ
ッ
キ
製
作
所

社
長

原

勇

目木

大
進
和
建
設
株
式
会
社

社
長
荒
木
武
男

敷
島
シ
レ
ー
ヌ
株
式
会
社

社
長
中
谷
富
美
男

奈
良
食
品
企
業
組
合

代
表
老
中

房
治
郎

大
谷
商
店代

表
者
大
谷
美
好

城
野
履
物
店代表

者
城
野
芳
太
郎

株
式
会
社
ピ
ロ
ン
奈
良
、
ポ
ト
リ
ソ
グ

社
長
木
村
裕
英

辻
岡
工
務
店代

表
者
辻
岡
治
郎

不
二
鉄
工
業
株
式
会
社

社
長
梶
原
一
志

＼
一

ミ

る
こ
と

③
安
定
所
は
受
入
目
標
数
に
基
っ
き
計
画
的

に
求
人
連
絡
を
行
う
こ
と
。

④
六
月
以
降
、
求
人
地
都
道
府
県
は
、
送
出

地
道
府
県
別
に
各
月
末
現
在
に
お
け
る
求

、

①
安
定
所
は
学
校
と
協
議
の
上
就
職
先
事
業

所
の
決
定
を
適
切
に
行
な
う
た
め
、
職
業

情
報
を
活
用
す
る
こ
と
。

②
都
道
府
県
及
び
安
定
所
は
、
教
育
機
関
と

協
議
の
上
、
学
校
の
進
路
指
導
に
対
し
、

て
い
る
こ
と
(
今
後
中
卒
者
が
へ
う
て
高
卒
就

職
者
の
割
△
口
が
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
を
見
越
し

て
、
失
地
回
復
を
は
か
ろ
う
と
す
る
職
安
当
局

の
あ
せ
り
の
よ
う
な
も
の
が
う
か
が
わ
れ
る
)

②
中
卒
に
つ
い
て
、
求
人
活
動
の
た
め
家
庭
訪

問
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
こ
と
、
③
高
卒
者
求

人
中
、
法
二
十
五
条
の
三
の
学
校
に
お
け
る
求

人
受
理
は
学
校
所
在
地
を
管
轄
す
る
安
定
所
管

内
の
求
人
の
み
と
し
、
そ
れ
以
外
の
求
人
(
即

ち
多
府
県
か
ら
の
求
人
)
は
厳
格
に
す
べ
て
職

{
女
を
通
し
て
求
人
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
こ
と
ー

な
ど
で
あ
る
。

1
労
働
省
1

人
連
絡
数
を
本
省
に
報
告
す
る
も
の
と
し

本
省
及
び
都
道
府
県
は
、
こ
の
資
料
に
基

い
て
求
人
倍
率
が
全
国
的
に
平
均
化
す
る

よ
う
調
整
を
行
う
こ
と
。

三
、
紹
介
の
適
正
化

①
安
定
所
は
受
理
求
人
の
求
人
一
覧
表
を
各

学
校
に
提
供
し
、
学
校
と
協
力
し
て
事
業

所
ご
と
の
紹
介
予
定
数
を
調
整
す
る
二
と

②
安
定
所
は
紹
介
相
談
を
実
施
し
、
紹
介
先

事
業
所
を
決
定
す
る
こ
と
。
そ
の
際
生
徒

父
兄
の
希
望
・
意
向
を
十
分
尊
重
し
、
か

つ
学
校
教
師
の
意
見
を
参
考
に
す
る
こ
と

四
求
人
秩
序
の
確
立

①
求
人
活
動
の
た
め
の
家
庭
訪
問
は
全
面
的

に
禁
止
す
る
こ
と
。

ヘ

日
以
降
は
行
わ
せ

②
学
校
訪
問
は
、
九
月
一

な
い
こ
と

③
求
人
内
容
説
明
の
た
め
の
職
安
機
関
に
対

す
る
求
人
老
の
現
地
訪
問
は
、
特
に
規
制

し
な
い
が
、
九
月
以
前
に
計
画
的
に
実
施

す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

五
職
業
指
違
に
関
す
る
学
校
と
の
連
け
い
強

書
」
の
提
出
を
求
め
、
求
人
数
採
用
地

域
等
に
つ
い
て
適
切
な
指
導
を
加
え
る
こ

と
。

②
求
人
希
載
の
諸
条
件
を
確
鷺
導
す
る

1
中
卒
者
職
業
紹
介
の
基
本

的
方
針

(
要
占
邑

こ
と

③
求
人
受
理
は
六
月
一
日
か
ら
開
始
す
る
こ

と
。

一
、
求
人
受
理
の
適
正
化

①
求
人
受
理
に
先
立
ち
「
従
業
員
採
用
計
画

ニ
、
需
論
整
の
実
施

①
求
職
動
向
調
査
を
行
い
、
求
職
者
の
動
向

を
は
握
す
る
こ
と
。

②
本
省
は
、
都
道
府
県
別
に
送
出
・
受
入
目

標
数
を
調
整
設
定
し
、
都
道
府
県
は
、
送

出
・
受
入
目
標
数
を
各
安
定
所
に
配
分
す
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多くの会員大きな力

新入会員特別受付期問
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化

6月1日~ 7月31日

新しく会員となる方のために
会 格員の

法人一・・ー・・奈良商工会議所地区内に営業所、事務所、工場、事業場を有する株式会社、合名会社、合資会社、
会社、相互会社、企業組合、その他法人格のまま会員として加入することができます。

団体一ー・・・・協同組合、公社その他商工業者あるいは商工関係諸団体は会員として加入することができます。
個人・・・ー・一法ノ~資格でない企業も会員として加入できます。

口入の手続
加入ご希望の方は、所定の申込書をお届け下さるだけで結構です。ご連絡いただけれぱ係員が参上致Lます。
なお商工会議所の会費は経理上公租公課費目とし、損金として処理できます.
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必
要
な
職
業
情
報
の
提
供
な
ら
び
に
検
査

調
査
等
の
諸
技
他
つ
い
て
の
援
助
、
協

力
を
行
う
こ
と
。

Π
高
卒
者
職
業
紹
介
の
基
本

的
方
針

(
要
占
邑

一
、
職
業
安
定
法
上
の
取
扱
区
分
の
検
討
と
指

導①
工
業
高
校
水
産
高
校
等
の
技
術
系
職
業

高
校
及
び
そ
の
他
の
高
校
で
あ
っ
て
も
職

業
紹
介
に
関
す
る
組
織
が
確
立
さ
れ
て
い

る
高
校
に
つ
い
て
は
法
第
三
十
三
条
の
二

と
す
る
。

②
そ
の
他
の
高
校
に
つ
い
て
は
法
第
二
十
五

条
の
三
と
す
る
。

(
注
)
法
三
十
三
条
の
二
の
高
校
と
は
、

労
働
大
臣
に
届
出
て
無
料
の
職
業
紹
介

事
業
を
行
う
高
校
で
あ
り
、
法
二
十
五

条
の
三
の
高
校
と
は
安
定
所
長
が
必
要

魚
め
た
と
き
学
校
長
の
同
意
を
得
、

又
は
学
佼
長
の
要
曹
よ
り
、
そ
の
高

校
長
に
職
安
業
務
の
一
部
を
分
担
さ
せ

て
い
る
高
校
で
あ
る
。

ニ
、
学
校
と
の
連
け
い
体
制
の
強
化

安
定
所
は
管
内
高
校
毎
に
安
定
所
と
の
連
絡

責
任
者
を
定
め
、
連
絡
責
任
老
と
定
期
的
に

打
合
会
を
開
催
し
、
必
要
求
人
の
連
絡
交
換

及
び
情
雑
の
提
供
、
交
換
を
行
う
こ
と
。

三
、
求
人
者
指
導
ゐ
強
化
と
的
確
な
求
人
連
絡

の
実
施

①
安
定
所
は
各
高
校
と
求
人
に
関
す
る
情
報

交
換
を
積
極
的
に
実
施
し
つ
?
可
能
な

限
り
求
人
を
安
定
所
に
申
込
む
よ
う
求
人

者
を
指
導
す
る
こ
と
。

②
求
人
受
理
は
六
月
一
日
か
ら
開
始
す
る
こ

と
。

③
法
二
十
五
条
の
三
の
学
校
に
お
け
る
求
人

受
理
は
学
校
所
在
地
を
管
轄
す
る
安
定
所

管
内
の
求
人
と
ナ
る
こ
と
。

④
移
転
に
か
か
る
求
人
に
つ
い
て
は
、
労
働

市
場
セ
ン
タ
】
棧
嘩
」
活
用
し
て
的
確
な

求
人
連
絡
を
行
な
う
こ
と
。

四
職
業
指
導
に
対
す
る
援
助
と
紹
介
の
的
確

庭
造
り
の

①
本
省
及
び
都
道
府
県
は
、
学
校
の
職
業
指

導
の
実
施
に
対
し
必
要
な
職
業
清
報
の
提

供
並
び
に
検
査
調
査
等
の
渚
技
術
に
つ

い
て
援
助
、
協
力
を
行
う
こ
と
。

②
紹
介
相
談
は
原
則
と
し
て
学
校
が
行
な
う

も
の
と
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
の
み
{
女
定
所
が
行
な
う
も
の
と
す
る

こ
と

五
、
特
別
協
力
高
校
の
設
定

安
定
所
は
、
教
育
機
関
と
協
議
の
上
、
管
内

高
校
の
う
ち
か
ら
特
別
協
力
高
艾
を
選
定
し

職
業
指
導
、
職
業
梨
の
一
連
の
過
程
を
通

じ
て
積
極
的
な
援
助
を
行
な
し
、
密
接
な
協

力
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。
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防
衛
論
争
大
い
に
結
構

今
国
会
最
大
の
課
題
が
、
「
不
況
克
服
「
「

レ
と
の
関

物
価
対
策
」
「
公
債
発
行
と
イ
ソ
ブ

係
」
な
ど
経
済
問
題
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
人
呼
ん
で
「
経
済
国
会
」
と
い
う

所
以
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
社
会
党
、
こ
れ
ま
で
の
戦
法

を
改
め
て
、
外
交
問
題
よ
り
も
経
済
問
題
を
先

唄
に
甲
し
立
て
て
、
本
会
議
な
ら
び
に
予
算
委

員
会
で
政
府
を
攻
め
た
て
た
。
注
目
す
べ
き
現

象
で
あ
り
、
歓
迎
さ
れ
て
ょ
い
態
度
で
あ
る
。

、
、
、
も
う
一
っ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
政
府
の

方
か
積
極
的
に
防
衛
問
題
を
持
ち
出
し
て
来
六ガ

こ
と
だ
。
二
月
一
七
日
の
下
田
外
務
次
官
の

亥
の
カ
サ
"
発
言
、
二
月
十
九
日
の
そ
れ
に
対

す
る
政
府
側
の
「
公
式
見
解
」
の
公
夫
さ
ら

に
続
、
て
「
国
連
協
力
法
」
の
構
想
、
国
連
監

視
機
関
へ
の
自
衛
隊
の
参
加
、
沖
縄
防
衛
ル
題

安
保
改
定
問
題
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

佐
藤
首
相
の
意
図
す
る
も
の

防
衛
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、

タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
て
お
り
、
政
府
は
む
し
ろ

逃
げ
腰
で
あ
っ
た
。
憲
法
第
九
条
が
あ
っ
て
戦

力
を
放
棄
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
自
衛
隊
存
在

そ
れ
自
体
が
な
か
な
か
説
明
し
に
く
い
「
戦

力
な
き
軍
隊
だ
」
と
い
っ
元
よ
う
な
説
明
ガ
な

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
れ
ぱ
、

タ
ブ
ー
さ
れ
る
理
由
は
か
ん
た
ん
に
理
解
で
き

.
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し
、
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弁
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造
園
詳
・
爽
木
谷
種

花
寺
詠
根
・
肥
料
・
金
裁

松
竹
奄
葉
壯
丹
福
寿
草

る
。

だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
ょ
い
か
。

そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
自
国
の
防
衛
を
ど
ぅ

す
る
か
は
、
国
民
全
部
に
と
っ
て
も
最
、
基
本

的
な
課
題
で
あ
り
、
ま
し
て
隣
国
中
国
が
,
核

兵
尹
を
持
っ
に
い
た
り
つ
っ
あ
る
現
状
に
お

い
て
は
、
な
お
さ
ら
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
一
九
七
0
年
の
安

保
条
約
の
改
定
期
が
四
年
後
に
迫
っ
て
き
て
い

る
に
お
い
て
お
や
だ
。

下
田
次
官
の
,
核
の
カ
サ
"
発
言
は
、
ソ
連

が
核
武
装
を
し
て
い
な
い
国
に
は
核
攻
撃
を
し

な
い
と
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
直
ち
に
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
日
本
は
米
国
の
,
核
の

カ
サ
"
の
中
に
は
は
い
っ
て
い
な
い
」
「
核
を

開
発
す
る
能
力
を
持
っ
わ
れ
わ
れ
が
核
武
装
を

し
な
い
の
だ
か
ら
、
核
を
持
っ
て
い
る
国
も
漸

次
核
兵
器
の
減
少
か
ら
全
廃
に
進
む
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
日
本
の
基
本
的
態
度
を
示
し
た
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
キ
ッ
カ
ケ
に
防

禦
争
を
積
極
的
に
政
府
が
こ
こ
ろ
み
る
に
い

九
っ
た
の
は
、
い
か
な
る
意
図
か
ら
で
あ
る

真ノ

＼
・
,

さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
む
し
ろ
進
ん
f
 
の

電
蒙

材
料
と
し
、
国
民
の
理
解
を
求
め
よ
う
。
そ
れ

か
一
九
七
0
年
に
処
す
る
方
策
で
あ
る
」
と
、
考

、
ユえ

た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
証
拠
は
、
参
誰
予

算
委
員
会
に
お
い
て
、
最
初
に
「
{
女
保
条
約
問

題
」
に
火
を
つ
け
た
の
は
、
与
党
議
員
の
質
問

で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
政
府
と
打

ち
合
わ
せ
の
上
で
あ
っ
た
と
さ
え
見
て
ょ
か
ろ

ま
ず
こ
の
点
が
問
題
に
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

つ
に
は
、
政
府
に
と
っ
て
厄
介
千
万
な
「
不

況
克
服
」
特
に
「
物
価
問
題
」
か
ら
国
会
論
議

の
焦
点
を
は
ず
そ
う
、
と
い
う
意
図
も
見
逃
し

え
な
い

が
、
基
本
的
に
は
。
「
い
ま
ま
で
タ
プ
ー
と

衰警

、

、
ー

う
0

佐
藤
首
相
の
こ
の
方
針
に
つ
ぃ
て
は
与
党
の

中
に
反
需
も
あ
る
。
「
四
年
も
先
の
こ
と
を

今
か
ら
と
や
か
く
論
議
す
る
の
は
早
い
」
と
い

う
の
だ
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
反
対
論
に
は
反

対
だ
。
今
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
防
衛
論
争
を

勇
敢
に
展
開
し
て
行
っ
て
こ
そ
、
国
民
大
衆
の

理
解
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
臭
い
も
の

に
フ
タ
を
す
る
」
と
い
う
態
度
で
逃
げ
る
の
は

よ
ろ
し
く
な
い

か
り
に
自
民
党
が
態
度
を
決
定
し
て
、
「
ふ

れ
な
い
こ
と
に
す
る
」
と
し
て
も
、
社
会
党
や

共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
防
衛
問
題

に
力
を
い
れ
る
こ
と
は
必
至
だ
。
だ
と
す
れ
ぱ

野
党
側
の
宣
伝
の
み
が
国
民
の
間
に
横
行
す
る

こ
と
に
な
る
。
先
入
観
念
を
植
え
つ
け
ら
れ
て

し
ま
っ
た
国
民
に
、
あ
と
か
ら
自
民
党
か
出
て

行
っ
て
訂
正
し
ょ
う
と
し
も
、
そ
れ
は
も
う
手

お
く
れ
で
あ
る
。
「
目
に
は
目
を
、
歯
に
は
歯

を
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
進
ん
で
防
儒
争

を
展
開
す
る
こ
と
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
大
賛
成

で
あ
る
。慎

重
な
答
弁
を
望
む

た
た
し
、
慎
重
に
答
升
す
る
の
で
な
い
と
徒

ら
に
大
衆
の
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
政
府

自
民
党
の
意
図
す
る
「
正
し
い
理
解
」
と
は
反

対
の
結
果
を
紹
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

例
え
ば
、
,
核
の
カ
サ
、
の
問
題
に
つ
ぃ
て

椎
名
外
相
は

「
最
初
米
国
の
持
っ
て
し
る
核
報
復
力
が
、
全

面
戦
争
の
発
生
を
抑
止
す
る
大
き
な
要
素
を
も

つ
て
い
る
の
で
、
こ
の
意
味
か
ら
い
ぇ
ぱ
、
一

般
的
な
,
核
の
力
"
'
の
中
に
あ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
,
一
(
二
月
十
九
日
の
公
式
見
解
)

と
答
え
た
。
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
発
言
で
あ
る
。

さ
す
が
に
気
が
さ
し
た
と
み
ぇ
て
、
三
月
一
日

の
答
弁
で
は
、

「
日
米
安
保
条
約
上
、
フ
メ
リ
カ
は
日
本
が
他

国
か
ら
武
力
侵
略
さ
れ
九
場
<
口
、
い
か
な
る
侵

略
で
あ
っ
て
、
日
本
を
妨
衛
す
る
義
務
を
背

負
っ
て
お
り
、
核
兵
器
に
ょ
る
防
衛
が
、
含
ま

れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
」

と
、
ハ
ツ
キ
リ
一
朝
有
事
の
際
は
米
国
の
,
核

カ
サ
"
の
下
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
う
い
う
態
度
は
感
服
し
な
い
。
三
月
一
日

の
「
確
定
解
釈
」
を
最
初
か
ら
堂
々
と
出
す
べ

き
で
あ
っ
て
、
「
一
般
的
な
意
味
で
は
"
核
の

カ
サ
"
の
中
に
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
ナ

ど
と
は
、
余
り
に
も
自
信
が
な
さ
す
ぎ
る
。
こ

れ
で
は
、
国
民
を
と
ま
ど
わ
せ
る
だ
け
で
あ

る
。佐

藤
首
相
の
「
沖
縄
防
衛
」
論
も
同
じ
で
あ

る
。

こ
の
方
は
ま
た
、
「
有
事
の
際
は
、
日
本
人

と
し
て
は
当
然
な
t
べ
き
こ
と
を
す
る
。
」
と

米
国
と
共
同
し
て
防
戦
す
る
が
ご
と
き
印
象
を

与
え
る
答
弁
を
し
て
い
る
、

こ
れ
は
、
卒
直
に
い
っ
て
「
い
さ
み
あ
し
」

だ
。
安
保
条
約
を
厳
格
に
理
解
し
て
、
「
沖
縄

へ
の
派
兵
は
あ
り
え
な
い
。
米
国
が
ま
も
っ
て

く
れ
る
」
と
、
い
わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
、
日
本
人
と

し
て
の
精
神
論
な
ど
は
、
誤
解
を
招
く
以
外
の

何
も
の
で
も
な
い
。

慎
重
に
、
し
か
も
、
勇
敢
に
、
防
衛
論
争
を

お
こ
す
こ
と
こ
そ
、
一
九
七
0
年
へ
の
準
備
で

あ
る
と
主
張
し
九
し
。
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奈
良
公
園
の

桜
、
や
が
て
終

り
を
告
げ
よ
う

と
す
る
四
月
も

な
か
ば
、
恒
例

の
激
励
会
は
滞

り
な
く
行
わ
れ

済
部
長
県
商
工
課
長
、
職
業
安
定
所
、
労
働

基
準
監
督
署
婦
人
少
年
室
等
か
ら
お
で
ま
し

を
い
た
だ
い
た
。

高
椋
市
長
は
少
年
時
代
の
思
い
出
か
ら
、
今

日
を
築
い
た
尊
い
体
験
と
苦
難
の
道
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
彼
ら
を
激
励
さ
れ
た
。

次
い
で
当
所
中
村
専
務
理
事
が
激
励
会
の
趣

旨
を
述
べ
る
と
共
に
、
毎
年
諸
君
の
先
輩
を
祝

四
月
十
三
日

正
午
す
ぎ
よ
り

奈
良
の
各
事
業

場
か
ら
新
し
い

社
会
人
と
な
っ

た
若
者
達
が
ぞ

く
ぞ
く
商
工
会

議
所
に
集
ま
っ

て
来
た
。
三
、

四
人
で
緊
張
し

た
お
も
、
ち
で

や
っ
て
く
る
者

も
あ
れ
ば
、
十

数
名
が
付
添
者

と
一
緒
に
や
っ

て
来
る
者
と
様

々
で
あ
る
。

午
後
一
時
和

井
田
局
長
の
司

会
に
ょ
り
歓
迎

会
は
始
め
ら
れ

た
。
こ
の
日
の

た
め
に
奈
良
市

長
を
は
じ
め
経

.
ー

.
冒
、門

.

:
,
、
、
鸞
、

よ
く
な
い
。
辛
抱
し
実
社
会
の
経
験
を
自
己
の

上
に
生
か
す
こ
と
で
あ
る
、
と
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
賜
っ
た
。

最
後
に
奈
良
教
育
大
学
寺
尾
勇
教
授
に
「
若
人

よ
大
志
を
抱
け
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

人
間
は
や
れ
な
い
と
思
う
と
と
は
や
る
気
が

な
い
か
ら
で
、
や
る
気
に
な
れ
ば
出
来
な
い
こ

と
は
何
一
つ
と
し
て
な
い
筈
で
あ
る
。
こ
う
し

て
生
ま
れ
た
自
信
こ
そ
本
当
の
自
信
で
あ
り
、

人
問
と
し
て
の
大
き
な
夢
も
生
ま
れ
て
こ
よ
う

ま
た
社
会
と
い
う
複
雑
な
人
間
関
係
の
中
で
は

時
に
、
さ
び
し
い
こ
と
に
亀
遭
遇
L
よ
う
。
し

か
し
孤
独
は
自
己
を
磨
く
も
の
で
あ
り
、
孤
独

に
滅
び
て
は
い
け
な
い
。
又
世
の
中
は
様
々
で

よ
い
仲
間
を
作
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
又
奈
良
と

V
う
立
派
な
環
境
に
働
く
喜
び
を
も
知
っ
て
ほ

し
い
。
現
在
の
諸
君
の
顔
は
両
親
に
与
え
ら
れ

た
顔
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
顔
こ
そ
諸
君
が
自

己
の
努
力
で
創
る
も
の
で
あ
る
旨
、
話
さ
れ

た
。

こ
の
あ
と
記
念
品
を
手
に
、
二
台
の
観
光
バ

ス
の
待
つ
近
鉄
駅
横
に
向
か
い
、
車
中
の
人
と

凄

非

、
0

力
需
に
耳
を
傾
け
、
取
捨
選
択
す
べ
き
は
勿

論
で
あ
る
が
、
何
時
の
場
合
に
お
い
て
も
、
一

つ
の
案
件
に
つ
い
て
全
員
挙
っ
て
賛
成
を
得
る

、
0

こ
と
は
難
し
L

戦
後
父
権
喪
失
、
指
導
権
喪
失
の
声
を
よ

く
耳
に
す
る
。
父
は
子
の
言
動
に
目
を
そ
む
け

指
導
者
は
右
顧
左
べ
ん
す
る
。
ま
さ
に
指
導
者

の
義
務
を
忘
れ
た
逃
避
に
外
な
ら
な
い
。
男
性

失
格
で
あ
る
。

敦
亘
一
考
し
て
、
是
な
り
と
信
ず
る
こ
と
は

多
少
の
禁
牲
を
無
視
L
て
断
行
す
べ
き
で
あ
る

ワ
ソ
マ
ソ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ワ
ソ
マ
ソ
た
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
難
し
い

こ
と
で
あ
る
。
経
営
者
罷
し
も
、
心
の
底
で

は
、
ワ
ソ
マ
ン
九
ら
ん
こ
と
を
欲
し
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

、
0

L

乏
"
'、

J
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、
、

、
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、
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嶋
く
ま
で
待
と
ぅ
と
す
る
徳
川
家
康
、

し
て
み
せ
よ
う
と
す
る
豊
臣
秀
吉
、
鳴
か
ざ
れ

ば
殺
し
て
し
ま
え
の
織
田
信
長
は
、
即
断
に
す

一

な
っ
ナ

"

"

、

一

ス
は
一
路
新
若
草
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
エ
】
ヘ
。
大

仏
殿
の
屋
根
が
近
く
大
き
く
見
え
る
頃
、
、
父

は
急
な
坂
道
を
ぐ
ん
ぐ
ん
登
る
。

車
内
の
雰
囲
気
も
だ
ん
ぐ
ほ
ぐ
れ
、
船
国

な
ま
り
も
飛
び
出
し
て
く
る
。
そ
の
た
び
に
ど

つ
と
笑
い
の
浜
巻
き
起
こ
る
。
エ
ソ
ジ
ソ
の

音
も
大
き
く
、
ガ
イ
ド
孃
の
声
さ
え
聞
き
の
が

し
そ
う
に
な
る
。
バ
ス
の
排
気
音
は
ま
す
ま
す

.
、ノ

大
き
く
な
り
、
右
に
左
に
大
き
く
力
ー
ブ
す
る

大
和
平
野
の
視
界
が
ぐ
っ
ー
と
広
が
っ
て
く
る

こ
ろ
、
や
が
て
バ
ス
は
三
笠
山
頂
上
の
停
留
場

に
エ
ソ
ジ
ソ
を
止
め
た
。

車
を
降
り
た
一
行
は
ガ
イ
ド
孃
の
案
内
を
聞

き
な
が
ら
、
あ
た
り
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
。
誰
と
も

な
し
に
話
の
花
が
咲
く
。
山
上
で
大
和
平
野
の

案
内
を
聞
ミ
心
ゆ
く
ま
で
観
賞
し
た
あ
と
一

緒
に
、
記
念
撮
影
。

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
が
あ
ち
こ
ち
に
出
来
る
。

彼
ら
の
話
題
は
も
っ
.
は
ら
修
学
旅
行
の
時
に
登

つ
た
若
草
山
の
雫
あ
る
。
事
業
所
の
付
添
者

は
彼
ら
の
話
に
相
槌
を
う
ち
な
が
ら
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
。

楽
し
い
時
間
は
過
ぎ
や
す
い
も
の
で
あ
る
。

ふ
突
び
一
行
は
車
中
の
人
と
な
っ
て
春
日
原

始
林
に
向
う
。
う
っ
そ
う
た
る
原
始
林
の
中
を

ス
は
ゆ
っ
く
り
進
み
、
車
内
は
コ
ー
ラ
ス
、
か

゛
、ノは

じ
ま
り
歌
声
は
谷
間
に
こ
だ
ま
す
る
。
長
い

緑
の
ト
ソ
ネ
ル
を
く
ぐ
る
格
好
で
下
り
、
木
々

の
間
に
南
大
門
が
み
ぇ
は
じ
め
、
バ
ス
は
県
庁

゛
、ノ

前
ま
で
走
る
。

こ
こ
で
下
車
し
た
一
行
は
大
い
に
働
く
こ
と

を
約
束
し
て
別
れ
を
告
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

^
^
に
^
つ
て
行
っ
九
。

゛
、
;
 
Y

一

福
し
て
き
た
し
、
諸
君
も
先
輩
に
可
愛
が
ら
れ

る
と
共
に
や
が
て
後
々
巣
立
っ
て
く
る
後
輩
を

可
愛
が
っ
て
や
る
べ
き
だ
。
就
職
は
社
会
人
一

年
生
と
し
て
の
新
し
い
人
生
の
出
発
点
で
あ
り

今
後
は
人
間
関
係
の
複
雑
さ
を
よ
く
見
極
め
、

職
場
を
通
じ
て
生
き
た
勉
強
と
修
養
に
徹
す
る

こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
奈
良
公
共
職
業
安
定

所
か
ら
は
次
か
ら
次
へ
と
仕
事
を
か
え
る
の
は

,
『

'
無

.

、

.

,
.
、
、
"

゛
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、
、
N
、
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L
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、
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L

ゴ
レ

▲

ス
ガ
イ
ド
の
案
内
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
修

゛
、ノ

学
旅
行
の
思
V
出
に
ふ
け
り
、
あ
る
い
は
木
々

の
緑
に
ふ
る
さ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
よ
う

0

な
姿

だ
が
皆
ど
の
顔
、
希
望
に
満
ち

満
ち
て
い
る
。

車
は
近
鉄
駅
か
ら
登
大
路
に
向
か
い
、
右
に

興
福
寺
の
五
重
塔
左
に
県
庁
を
見
て
、
や
が

て
国
道
二
十
四
号
線
を
北
に
向
う
。
転
害
門
も

近
ず
く
こ
ろ
車
は
右
に
折
れ
、

、

人
を
使
う
に
は
理
解
と
思
い
や
り
が
な
け
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
労
使
関
係
は
円
滑
に
ゆ
か
な

0

、
と
し
う

本
当
に
そ
う
だ
と
思
う
。
事
業
は
人
な
り
と

い
う
、
よ
き
人
材
を
抱
え
て
い
る
企
業
は
上
昇

す
る
。
経
営
老
は
よ
き
人
材
の
確
保
に
躍
起
に

な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
然
し
よ
き
人
村
は

そ
う
ざ
ら
に
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
経
営
者
は
考
え
る
。

抱
擁
す
る
現
在
の
従
業
員
の
管
理
に
当
っ
て

人
を
使
う
に
は
深
い
理
解
と
思
い
や
り
が
大
切

で
あ
る
と
。
だ
が
然
し
、
い
か
に
経
営
者
が
、

相
手
方
に
理
解
と
思
い
や
り
が
あ
っ
て
、
、
こ

れ
を
ど
の
程
度
相
手
方
が
感
じ
と
り
、
受
け
入

れ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

権
利
は
主
張
し
て
も
、
義
務
の
何
た
る
か
を

解
し
な
い
人
の
多
い
こ
と
も
識
っ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

企
業
の
大
小
、
内
容
に
ょ
っ
て
、
そ
こ
に
働

く
人
々
の
愚
は
自
然
と
変
う
て
く
る
も
の
で

あ
る
。そ

の
企
業
に
将
来
性
が
あ
り
、
応
分
の
給
与

か
支
給
さ
れ
、
職
場
環
境
が
ま
こ
と
に
快
適
で

、

叉"

う
0

ノ

世
に
謂
う
ワ
ソ
マ
ソ
の
中
に
、
イ
エ
ス
マ
ソ

に
取
り
か
こ
ま
れ
て
、
従
業
員
が
心
服
し
て
い

る
と
勘
違
い
を
し
て
い
る
ワ
ソ
々
ソ
か
力
な

経
営
者
雑
感

も
買
い
た
い
。
こ
う
し
九
こ
と
を
す
る
こ
と
か

経
営
者
の
特
権
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が
あ

る
。経

営
者
の
し
た
い
こ
と
は
、
従
業
員
も
し
九

い
と
い
う
こ
と
を
深
く
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う

ワ
ソ
マ
ソ
た
る
こ
と
は
、
主
こ
と
に
難
事
中

の
難
事
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。

然
し
経
営
者
は
事
業
を
推
進
t
る
う
え
に
は

ワ
ソ
マ
ソ
的
存
在
こ
そ
理
想
で
あ
る
。

企
業
者
は
経
営
老
た
る
前
に
、
ま
ず
本
来
の

男
性
の
姿
に
立
ち
戻
り
、
然
る
後
初
め
て
真

の
ワ
ソ
マ
ソ
た
れ
。

(
税
理
士
・
阪
本
税
務
会
計
事
務
所
々
長
)

り
い
る

あ
る
。そ

う
し
た
職
場
に
働
く
人
々
は
あ
る
程
度
満

足
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
そ
の
企
業
が
何

か
の
機
会
に
経
営
不
振
に
傾
い
た
場
合
、
全
従

業
員
に
対
し
、
そ
の
内
実
を
披
露
し
協
力
を
求

め
た
と
き
、
経
営
老
の
補
を
無
視
し
て
ス
ト

に
突
入
t
る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
る
。

経
営
者
は
そ
こ
で
初
め
て
、
あ
れ
ほ
ど
従
業

員
の
た
め
に
つ
く
し
て
や
っ
た
の
に
と
怒
り
嘆

く
こ
と
に
な
る

人
材
は
得
る
も
の
で
は
な
く
、
育
成
す
べ
き

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

人
間
は
誰
で
、
英
雄
崇
拝
の
思
想
が
あ
る
。

英
雄
に
対
す
る
感
覚
は
時
代
に
ょ
っ
て
違
っ
て

く
る
も
の
で
あ
る
。
今
仮
り
に
、
{
永
康
秀
吉

信
長
三
者
の
性
行
を
現
代
の
経
営
者
に
あ
て
は

め
て
み
た
場
貪
ど
の
人
物
の
や
り
方
を
款
る

で
あ
ろ
う
か

ス
バ
リ
、
私
は
織
田
信
長
の
一
言
動
を
執
り
た

ブ
を
や
り
、
バ
】
遊
び
を
す
る
、
芸
者

.
゛

阪
本
祥
嗣

.
"

ぎ
る
嫌
い
は
あ
っ
て
、
直
戡
断
行
す
る
言
動

秀
士
口
、
家
康
を
心
服
せ
し
め
た
政
治
力
、

ま
さ
に
、
ワ
ソ
マ
ソ
的
存
在
で
あ
る
。

現
代
は
鳴
く
ま
で
待
て
る
ほ
ど
悠
長
な
時
代

で
は
な
い
。
又
鳴
か
し
て
み
せ
よ
う
と
し
て
も

果
し
て
思
惑
ど
お
り
鳴
い
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う

羅
営
者
が
ワ
ソ
マ
ソ
た
る
に
は
、
ワ
ソ
マ
ソ

た
ソ
ミ
で
に
、
そ
の
素
地
を
培
っ
て
お
い
て
ワ

ソ
マ
ソ
た
ら
ね
ば
失
敗
す
る
で
あ
ろ
う
。

真
の
ワ
ソ
マ
ソ
た
る
に
は
、
ま
ず
従
業
員
を

心
服
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
経
営

、
0

L

者
の
一
方
な
ら
ぬ
努
力
と
腐
心
が
要
る
。

こ
の
経
営
者
に
一
生
を
ゆ
だ
ね
て
も
安
心
し

て
つ
い
て
ゆ
け
る
と
い
う
信
頼
を
か
ち
得
て
こ

そ
初
め
て
ワ
ソ
マ
ソ
た
る
資
格
が
あ
る
。

こ
わ
し
な
つ
か
し
の
感
情
を
抱
か
し
め
る
に

た
る
ま
で
に
は
、
そ
の
底
に
深
い
理
解
と
思

いい
や
り
の
心
情
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
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第
二
回
優
良
士
産
品
審
査
会

開
催
さ
る

主
催
奈
良
優
良
観
光
士
産
品
連
絡
協
議
会

昭
和
四
十
年
度
に
発
足
し
た
奈
良
優
良
観
光

士
産
品
連
絡
協
議
会
は
第
二
回
目
の
土
産
品
審

査
を
開
催
し
、
優
良
推
奨
及
び
合
格
品
の
認
定

を
再
新
し
た
。
去
る
三
月
十
六
日
新
た
に
応
募

し
た
も
の
を
加
え
、
総
数
一
四
0
点
に
つ
い
て

県
、
市
及
び
各
界
の
有
識
者
に
ょ
る
厳
重
な
審

査
の
結
果
優
良
推
奨
品
五
二
点
、
合
格
品
八

四
点
、
計
三
一
一
六
点
を
選
定
し
た
。

今
年
度
の
全
般
的
な
特
徴
と
し
て
は
食
品
に

つ
い
て
は
メ
ガ
ネ
、
ガ
ク
ブ
チ
、
上
げ
底
等
の

過
大
包
装
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
数
段
の
品

質
向
上
稔
め
ら
れ
る
。
工
芸
品
に
つ
い
て
は

万
国
博
開
催
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
郷
士
色
を

失
う
こ
と
な
く
新
ら
し
い
時
代
威
覺
を
盛
り
込

ん
だ
作
品
か
増
え
て
い
る
と
い
っ
た
事
が
指
摘

さ
れ
た
。
尚
不
合
格
と
な
っ
た
食
品
は
い
ず
れ

も
製
造
所
名
及
び
所
在
地
の
表
示
が
さ
れ
て
お

ら
ず
、
食
品
衛
生
法
に
違
反
L
て
い
た
。

優
良
推
奨
及
び
合
格
に
つ
い
て
は
そ
の
証

と
し
て
推
奨
状
及
び
合
格
証
を
交
付
し
、
シ
ー

ル
を
貼
付
す
る
こ
と
で
表
示
を
明
確
に
す
る
。

尚
シ
ー
ル
に
つ
ヤ
て
は
前
年
に
引
続
き
そ
の
P

R
を
強
力
に
行
な
い
、
観
光
客
に
優
良
品
の
選

別
を
容
易
な
ら
し
め
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

審
査
結
果
明
細
は
次
の
通
り

、
ロ
ロ

三
三
点
六
0
点

九
三
点

覆
1
谷
竺
計

工<
優
良
推
奨
品
と

認
め
ら
れ
る
も
の
>

,

.

(
優
)

(
店
名
)

三
笠
物
産

ヂ
千
代
乃
舎

鶴
屋
徳
万

ヂ

峠
舞
露
眉
河

J

ー
'
.
一

.

.

,

瑩

四
三
ヂ

ヂ

(
品
名
)

天
の
原

ヂ青
丹
よ
し

ヂ三
笠

白
鹿

奈
良
の
香

梅
花
堂
煉
羊
美

タ

.

一

ヂ
あ
し
び
や

楓
林
堂

ヂ

一
、一

"
゛
"
.
ー

ヂ
(
ヂ
)
三
0
0
円

ヂ
(
ヂ
)
二
0
0
円

奈
良
漬
(
。
ハ
ッ
キ
ソ
グ
)三

0
0
円

ヂ
(
ス
チ
ロ
ー
ル
樽
)六

0
0
円

ク
(
樽
)
一
、
 
0
0
0
円

ヂ
(
木
箱
)
五
0
0
円

ヂ
(
十
ム
ソ
ソ
箱
)二

0
0
円

ヂ
(
つ
ぼ
漬
)
三
0
0
円

ヂ
(
タ
ツ
。
ハ
ウ
エ
ア
)

ズ
 
0
0
0
円

一
七
五
円

三
二
0
円

ニ
ニ
0
円

犬
 
0
0
0
円

一
、
二
0
0
円

ニ
、
二
0
0
円

刀
彫
七
五
0
円

三
五
0
円

三
、
 
0
0
0
円

三
、
 
0
0
0
円

八
0
0
円

六
0
0
円

六
0
0
円

壁
掛
六
0
0
円

鹿
一
、
八
0
0
円

ニ
、
 
0
0
0
円

二
0
0
円

六
八
0
円

六
0
円

'
風

、

ず

ヂ

ヂ
梅
花
堂

タ

(
小
売
価
格
)

二
0
0
円

三
0
0
円

六
0
0
円

五
0
0
円

ニ
ニ
0
円

ニ
ハ
0
円

六
0
0
円

一
、
二
0
0
円

三
五
0
円

三
0
0
円

ヂ

膚
.一

木
目
彫

ヂ

ノ

<
合
格
品
と
認
め
ら
れ
る
も
の
>

ヂ

、

V

ヂ

青

(
良
)

(
店
名
)

梅
本
年
一

武
田
俊
男

ヂ
万
春
堂

塚
本
九
一

多
口
商
店

ヂ
大
勘
商
店

三
和
製
菓

タ
大
勘
商
店

三
和
製
菓

芳
月
堂

岡
崎
松
光
堂

三
和
製
菓

ヂ

ヂ

0

ヂ

一

、

女

ヂ

ヂ

三
0
0
円

三
0
0
円

三
0
0
円

ヂ

ヂ

ヂ

゛

ヂ栗
羊
葵
杉
皮
包
装

ヂ

ヂ

寧
楽
羊
焚
紙
器
入

ヂ

ヂあ
や
め
羊
捷

大
仏
殿
古
代
瓦

乳
菓
ヂ

大
仏
せ
ん
べ
い

東
大
寺
せ
ん
べ
い

奈
良
漬
(
木
箱
)

(
品
名
)

大
仏
餅

ヂ

万
勝
堂

ヂ

t
 
.
{
ー
,

一

气
/

一
、(大仏開

眼岩
お
こ
し

奈
良
三
笠
山

せ
ん
べ
い

犬
仏
せ
ん
べ
い

名
所
一
僻

南
都
勝
宝
瓦
煎
餅

天
平
の
瓦

ヂ奈
良
名
所
煎
餅

ヂ奈
良
錦
せ
ん
べ
い

ハ
ツ
橋
(
紙
箱
入
)

ヂ
(
缶
入
)

大
仏
釣
鐘
(
缶
入
)

平
城
焼
豆
板

ト
リ
ー
ム
煎
餅

大
仏
釣
鐘

ヂ名
勝
古
都
の
味

名
勝
カ
ル
ル
ス

(
缶
入
り
)

ヂ
煎
餅

奈
良
漬
(
。
ハ
ッ
キ
ソ
グ
)
一

ヂ
(
ヂ
)

ヂ
(
ヂ
)

ヂ
(
ヂ
)

ヂ
(
ヂ
、
)

ヂ
(
ヂ
)

山
ぶ
き
の
佃
煮

富
貴
し
ぐ
れ

山
う
ど
粕
漬

山
葉
つ
け
も
の
詰

め
合
わ
せ
山
里

菊
午
詰
味
喰
漬

ヂ
三
和
製
菓

ヂ
岡
崎
松
光
堂

白
銀
堂

今
西
本
店

三
和
製
菓

前
田
貞
義

岡
崎
松
光
堂

多
口
商
店

ヂ
井
上
久
栄
堂

ヂ

ι

ヂ
飛
鳥
園

ヂ
大
谷
美
好

ヂ

春
日

青
丹
よ
し

飛
火
野

古
瓦

枠
張
仏
像
写
真

御
雛
一
対

猩
々
一

神
鹿

執
金
剛

月
光
菩
薩

執
金
剛
(
小
)

勢
至
菩
薩

鹿広
目
天

特
大

角
切
り

雌
小
鹿

一
対
鹿

ネ
鹿

ヂ

(
小
売
価
格
)

-
0
0
円

-
 
0
0
円

二
0
0
円

二
0
0
円

-
0
0
円

-
0
0
円

二
0
0
円

三
0
0
円

一
五
0
円

二
0
0
円

-
0
0
円

二
0
0
円

二
8
円

二
0
0
円

二
0
0
円

一
五
0
円

-
0
0
円

-
0
0
円

二
五
0
円

-
0
0
円

-
8
円

二
8
円

三
0
0
円

-
0
0
円

二
0
0
円

タド
リ
ー
ム
餅

太
子
餅

鹿
の
子
餅

大
仏
飴

う
ぐ
い
す
餅

大
仏
菓
餅

生
姜
糖
剣
先

タ
名
所
糖

ヂ
大
仏
開
眼

岡
崎
松
光
堂
大
仏
糖

寿
屋
大
和
路

梅
花
堂
奈
良
羊
葵

竃
羊
隻

わ
か
水
よ
う
か
ん

岡
崎
松
光
堂
大
仏
羊
葵
(
大
)

(
小
)

二
五
0
円

三
0
0
円

二
0
0
円

五
0
0
円

三
0
0
円

二
0
0
円

三
0
0
円

五
0
0
円

三
0
0
円

二
0
0
円

タ

ヂ
虎
谷
工
房

ヂ

ヂ

ヂ

-
0
0
円
タ

-
0
0
円

-
0
0
円

-
0
0
円

二
0
0
円

三
0
0
円

二
0
0
円

二
0
0
円

一
五
0
円

春
日
屋

二
0
0
円

岩
佐
商
店

二
0
0
円

三
0
0
円
虎
谷
工
房

三
0
0
円

ヂ

-
O
C
円

ヂ

二
0
0
円

二
0
0
円

三
0
0
円

ヂ

-
0
0
円

ヂ

-
0
0
円

ヂ

-
0
0
円
ヂ

-
0
0
円
ヂ

-
 
0
0
円
ヂ

三
0
0
円
、
ヂ

五
0
0
円
ヂ

二
0
0
円
ヂヂ

-
0
0
円

白
井
鹿
庵

二
0
0
円

ヂ

三
0
0
円

畑
里
朝
夫

三
五
0
円

ヂ

-
0
0
円

ヂ

ヂヂ
仲
西
一
明

ヂ
横
田
福
栄
堂

ヂ

<
ー
ー
:
ー、

ヂ

仲
西
一
明

ヂ
万
春
堂

芳
見
堂

キ
ソ
キ
物
産

ヂ

ヂヂ

珍
味

山
椒
味
噌
漬

玉
露
.
(
紙
箱
入
)

ヂ
(
缶
入
)

大
和
柿
(
餅
)

大
仏
織
餅

鹿
額

ク

ヂ

ヂ

ヂ
白
井
鹿
庵

ヂ

.

ヂヂ

、( .

ヂ

、

二
0
0
円

二
0
0
円

三
0
0
円

二
0
0
円

-
0
0
円

一
五
0
円

-
0
0
円

二
五
0
円

三
五
0
円

ヂ
今
西
本
店

ヂ
奈
良
屋

一

鹿
角
製

六
0
0
円

ネ
ク
タ
イ
ピ
ソ

カ
フ
ス
ボ
タ
ソ

奏
楽
天
人
(
東
大

寺
八
角
燈
籠
)

ヂ
(
ヂ
)

ヂ
(
ヂ
)

ヂ
(
ヂ
)

仁
王

増
長
天

壁
掛
鹿
焼
物

あ
さ
が
け

鹿
置
物

胸
像

ヂ

ヂ

ヂ

、

ヂタ
松
屋
食
品

72

ヂヂ

五
0
0
円

五
0
0
円

五
0
0
円

五
0
0
円

六
0
0
円

六
0
0
円

三
五
0
円

三
五
0
円

二
七
0
円

二
七
0
円

二
七
0
円

八
0
0
円

五
0
0
円

五
0
0
円

二
七
0
円

三
五
0
円

六
0
0
円

五
0
0
円

-
0
0
円

ヂ

三一
.
.
一

ノ

ず

ヂ

ヂ
台
付

ヂ
雄
大
鹿

タ

ヂ

ヂ
雄
小
鹿

神
鹿
(
一
刀
彫
)

校
倉
(
ヂ
)

鹿
角
細
工
置
物
四

ヂ
一

ヂ

.

.

.
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■

奈
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-
1
-

定
着
率
が
わ
る
い
が
そ
の

対
策
に
つ
い
て

【
問
】
私
の
と
こ
ろ
は
電
気
製
品
の
卸
、
小

売
り
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
従
業
員
の
定
着
率

が
悪
く
て
困
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
中
、

高
卒
採
用
者
の
う
ち
大
半
が
採
用
後
半
年
位
の

間
に
や
め
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
も
定
着
は
あ
ま
り
よ
い
ほ
う
で
は

な
い
の
で
、
給
与
も
他
社
に
比
軟
し
て
千
円
位

は
高
く
し
て
あ
り
ま
す
し
、
本
人
の
希
望
さ
え

あ
れ
ば
夜
間
の
大
学
、
高
校
に
通
学
出
来
る
よ

う
に
す
る
と
か
随
分
待
遇
面
で
は
気
を
使
っ
て

い
る
つ
も
り
で
す
が
、
こ
の
あ
り
さ
ま
で
は
ど

う
に
も
対
策
が
な
く
困
っ
て
い
ま
す
。
(
M
)

【
答
]
若
い
宍
高
校
卒
の
定
着
憲
い
の

は
ど
こ
も
悩
み
の
た
ね
で
す
が
、
貴
社
の
場
合

は
平
均
よ
り
悪
い
よ
う
で
す
。
少
な
く
と
も
定

着
率
は
七
9
万
位
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
く

あ
げ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
貴
社
の
今
ま
で
と
っ
て
き
た
対
策
で

す
が
、
こ
れ
は
待
遇
面
だ
げ
の
よ
う
な
気
、
か
し

ま
す
。
す
な
わ
ち
待
遇
面
を
平
均
以
上
に
し
て

い
れ
ば
、
従
奘
員
が
定
着
す
る
で
あ
ろ
う
と
い

つ
た
考
え
方
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
考
え
方
は
捨
て
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
確
か
に
待
遇
面
が
平
均
以
下
と

い
う
の
は
感
心
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
の

色
々
な
要
素
が
定
着
率
に
関
係
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

貴
社
の
状
態
で
は
入
社
後
半
年
ぐ
ら
い
で
や

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
職
場

の
空
気
と
か
先
輩
や
監
督
者
の
指
導
の
態
度
な

ど
が
新
入
者
に
つ
い
て
ゆ
け
な
い
面
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
仕
事
に
失
敗
し
た
時
先
輩
社
員
が
罵

声
を
あ
び
せ
る
と
か
、
仕
事
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
時
に
監
督
老
や
先
輩
が
親
切
に
指
導
し
て
く

れ
な
い
と
か
、
接
客
が
不
馴
れ
な
た
め
に
客
と

の
関
係
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
と
か
、
新
入
者
を

先
輩
あ
た
り
が
私
用
な
ど
に
使
う
等
々
の
問
題

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

定
着
す
る
気
持
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
待
遇

励
を
す
る
こ
と
、
勤
務
時
間
を
は
っ
き
り
し
た

り
、
仕
事
の
分
担
を
は
っ
き
り
し
て
、
先
輩
や

上
役
が
私
用
や
雑
用
な
ど
に
使
わ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
、
職
場
内
に
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
皆
で
楽
し
む
機
会
を
多

く
も
た
せ
る
こ
と
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
い
え

ま
す
。

以
外
に
仕
事
が
よ
く
出
来
る
、
仕
事
に
プ
ラ
イ

ド
が
も
て
る
。
職
場
に
協
力
的
な
雰
囲
気
が
あ

る
。
職
場
の
指
導
者
松
頼
出
来
る
。
職
場
の

活
動
に
自
分
が
参
画
出
来
る
。
職
場
内
で
自
分

の
地
位
確
立
さ
れ
、
柱
た
地
位
が
高
く
な
る
可

能
性
が
多
い
等
の
こ
と
も
大
き
な
要
素
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
t
か
ら
新
入
社
員
に
仕
事
に
つ
い
て
の
教

育
を
十
分
に
行
な
う
こ
と
、
上
役
や
先
輩
が
仕

事
面
ぱ
か
り
で
な
く
他
の
面
で
も
積
極
的
に
相

談
相
手
に
な
っ
て
や
る
こ
と
。
管
理
者
が
こ
れ

ら
の
若
い
人
々
を
集
め
て
話
し
合
い
の
場
を
、

ち
、
若
い
人
達
の
不
満
や
希
望
を
聞
い
た
り
激

経
営
相
談

ー
、
準

.
、

『

,

商
品
。
④
投
げ
も
の
な
ど
と
く
に
割
り
安
に
仕

入
れ
ら
れ
る
商
品
な
ど
で
し
ょ
う
。

つ
ぎ
に
共
同
仕
入
れ
の
実
状
を
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
あ
る
県
下
の
商
工
会
連
合
会
が
共

同
仕
入
れ
事
業
協
同
組
合
を
つ
く
り
共
同
購
買

事
業
を
行
な
っ
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
菓
子
、
食
料
品
、
日
用
品
、
繊
維
品
の
四
部

会
に
わ
か
れ
共
同
仕
入
れ
共
同
仕
入
れ
事
業
を

行
な
う
も
の
で
組
合
は
取
扱
い
金
額
の
二
%
を

徴
収
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
立

た
市
の
商
店
会
連
合
会
が
仕
入
機
構
会
社
を
設

立
し
、
食
料
口
叩
、
菓
子
、
衣
料
口
叩
、
日
用
雑
貨

な
ど
の
共
同
仕
入
れ
を
行
な
っ
て
い
る
例
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
も
商
品
取
り
扱
い
の
手
数
料
は

ニ
%
で
市
内
問
屋
と
協
力
し
て
仕
入
れ
を
行
な

つ
て
い
ま
す
。
以
下
共
同
仕
入
れ
を
行
な
う
に

つ
い
て
の
注
意
点
を
列
記
し
ま
し
ょ
う
。

足
並
み
を
揃
え
る
・
足
並
み
の
揃
っ
た
共
同

仕
入
れ
機
構
を
作
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
大

切
。
な
に
か
割
り
安
の
商
品
で
も
み
つ
け
る
と

共
同
仕
入
れ
機
構
の
存
在
を
無
視
し
て
、
自
分

だ
け
が
先
行
し
有
利
な
仕
入
れ
を
行
な
う
と
い

う
よ
う
な
態
度
が
共
同
仕
入
れ
を
成
功
さ
せ
な

い
も
と
で
す
。
自
分
だ
け
が
儲
け
よ
う
と
い
う

考
え
方
は
禁
も
つ
で
す
。
足
並
み
を
揃
え
、
み

ん
な
で
儲
け
よ
う
と
い
う
根
本
箔
神
の
確
立
が

肝
心
と
な
り
ま
す
。

心
を
許
L
合
う
な
か
で
1
同
士
の
結
合
体
と

い
う
考
え
方
が
共
同
仕
入
れ
機
旛
に
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
相
互
に
心
を
許
し
合

う
な
か
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
古
人
に
お

つ
き
あ
い
て
い
ど
の
軽
い
気
持
で
共
同
仕
入
れ

ト

:
ψ
゛
:
一

共
同
仕
入
れ
の
検
討
と
そ

の
問
題
点

年
月
日

熨
庁
゛
二
戸
一
f

そ
の
機
構
と
真
剣
に
生
命
が
け
で
取
り
く

機
構
の
仲
間
入
れ
を
す
る
こ
と
は
避
け
た
方
が
の
多
き
を
望
む
、
,
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
く
、
や
は
り
伺
志
的
な
強
い
団
結
心
が
必
要
よ
き
指
導
者
を
う
る
こ
と
H
協
業
に
は
よ
き
ら
い
の
気
が
い
が
大
切
で
、
立
た
同
志
か
ら
信

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
や
は
り
最
初
か
ら
人
員
指
遵
老
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
指
遵
者
は
頼
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

.
一
゛
.
一
.

.

か
ら
協
業
化
は
大
切
な

問
題
で
す
。
こ
の
協
業
化
は
自
分
ひ
と
り
で
儲

か
る
の
だ
と
い
う
古
い
企
業
観
念
か
ら
脱
し
て

人
と
と
も
に
儲
か
る
の
だ
と
い
う
考
え
方
に
変

つ
て
き
た
あ
ら
わ
れ
と
も
い
え
ま
し
よ
う
。
共

同
仕
入
れ
と
い
う
こ
と
も
こ
の
協
業
化
の
ひ
と

つ
の
あ
ら
わ
れ
と
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
自
ら
共

同
仕
入
れ
に
適
し
た
商
品
と
そ
う
で
な
い
商
品

と
が
あ
り
ま
す
か
ら
あ
ら
か
じ
め
よ
く
検
討
し

た
い
も
の
で
す
。

手
共
同
仕
入
れ
に
適
し
た
商
品
と
も
考
え

ら
れ
る
の
は
①
グ
ル
ー
プ
の
ど
の
商
品
で
も
売

れ
る
商
品
。
②
大
量
生
産
さ
れ
る
大
衆
向
け
商

口
叩
。

【
問
】
共
同
仕
入
れ

に
つ
い
て
参
考
点
を
あ

げ
て
下
さ
い
(
K
)

星
品
流
通
革
命
と

も
い
わ
れ
て
い
る
お
り
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Ⅱ
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当
所
の
経
営
指
導
員
は

貴
社
(
店
)
の
良
き
ア
ド
バ
イ
サ
ー
で
す
。

二t

③
メ
】
カ
ー
が
積
極
的
に
宣
伝
空
な
う
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小
止

晶
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一
.

談

数
談
件

才

月

目オ

7

昭
和
四
十
一
年
度
各
種
検
定
試
験

お
よ
び
競
技
大
会
申
込
締
切
及
施
行
期
日

7

1

生
1
<
珠
算
の
部
>

6

2

9

ん
。
よ
き
指
導
者
を
得
る
か
ど
ぅ
か
が
共
同
仕

入
れ
の
成
否
の
わ
か
れ
目
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

ー
ー

2

3

8

1
亙

2

2

5

4

1
亙
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第
五
十
七
回

検
定
試
験
申
込
締
切
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二
亙

8
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計

第
五
十
七
回

検
定
試
験
施
行

「

1
旦

9

5

第
五
十
八
回

検
定
試
験
申
込
締
切

1

ξ
亙

第
五
十
八
回

検
定
試
験
施
行

8

2

年
-
1
-

<
計
算
尺
の
部
>

第
五
十
九
回

検
定
試
験
申
込
締
切

3

来
所
(
文
圭
巳
相
談

1
旦

年
-
ー

<
簿
記
の
部
>

第
五
十
九
回

検
定
試
験
施
行

4

1
三

1
亙

計

5

1
亙
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検
定
試
験
施
行

第
二
十
三
回

検
定
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験
申
込
締
切

1
亙

三
旦

第
二
十
三
回

検
定
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験
施
行

第
二
十
四
回

検
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験
申
込
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切
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十
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十
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回
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施
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二
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五
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十
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検
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験
申
込
締
切
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二
十
五
回

検
定
試
験
施
行

第
二
十
五
油

検
定
試
、
施
行

1
亙

<
計
算
尺
麺
技
大
会
>

第
十
回

地
方
予
選
大
会
実
施

第
十
回

中
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大
会
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施

巡
回
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8
1
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【
注
】

止
表
は
昭
和
三
十
五
年
を
基
準
と
し
た
月
別
三
都
市
比
較
小
売
物
価
指
数
で
、
調
査
対
象
品
目
一
九
一
を
全
国
の
会
議
所
に
お
い
て

毎
月
十
五
日
に
一
斉
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
経
済
に
敏
感
な
二
大
都
市
を
対
比
し
て
一
目
瞭
然
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ヂヂヂ4ヂヂヂヂタ

月月32月2月098月
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年04
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Ⅱ
月
牙
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良
阪
京

奈
大
東

口

・
.
、
ー

6
6
5

7
 
6
2

1
 
2
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良
阪
京

奈
大
東

目

一

ロ
ロ

0
9
7
 
9
6
0
 
7
8
1
 
3
4
0
 
4
4
8
 
5
3
9
 
0
8
4
 
9
6
4

5
1
4

ー
-
2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

良
阪
京

奈
大
東

ロ
ロ

ア
ー
ケ
ー
ド
施
行

ド
ロ
マ
イ
ト
プ
ラ
ス
タ
ー

栃
木
・
栃
木
商
工
会
議
所

ト
イ
レ
悪
臭
追
放
機
浜
松
・
総
ハ
ネ
ヤ
ツ

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
鞄
、
袋兵

庫
・
ヤ
了
ブ
産
業
暢

銭
光
み
ゃ
げ
品
(
工
芸
品
)

富
山
・
、
ソ
ル
バ
ー
樹
脂
工
業
側

良
阪
京

奈
大
東

類

良
阪
京

奈
大
東

奈
良
と
二
大
都
市
と
の
小
売
物
価
変
動

(
四
0
年
六
月
S
四
土
年
五
月
)

※
二
大
創
市
と
の
変
動
は
ほ
ぽ
同
様
で
あ
る
が

各
月
別
氏
み
る
と
地
方
都
市
と
の
喪
動
に
騨
味

深
い
点
が
あ
る
。
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良
阪
京

奈
大
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菜
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良
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京

奈
大
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1
8

0
4
7

7
3
3

ー
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物

家
庭
荒
物

バ
ス
ボ
イ
ラ
ー

贈
答
用
品

家
庭
用
気
泡
温
泉
器

野

良
阪
京

奈
大
東

月

ー
ー

魚

果

良
阪
京

奈
大
東

ニ
ユ
ー
ム
エ
業
腸

愛
知
・
伊
藤
昇
一

豊
橋
・
井
関
人
形
店

物

鮮

一
~( ー
'
ノ

月

良
阪
京

奈
大
東

乾

良
阪
京

奈
大
東

良
阪
京

奈
大
東

月

9

良
阪
京

奈
大
東

<
買
い
希
望
>新

潟
・
側
藤
快
商
店

福
岡
・
陶
器
商
吉
田
定
右
衛
門

高
知
・
高
知
商
工
会
議
所

広
島
・
府
中
商
工
会
議
所

愛
媛
・
兵
頭
久
吉

長
野
・
末
広
屋
提
燈
店

福
岡
・
辻

マ
し

美
濃
・
美
濃
商
工
会
議
所

広
島
・
伊
藤
商
店

名
古
屋
・
渡
辺
啓
一

市
内
・
友
参
嘉

京
都
・
円
光
鉄
工
所

大
阪
・
日
本
旅
行
社

北
海
道
・
橋
本
忠
雄

神
戸
・
堀
鶴
蔵

子

良
阪
京

奈
大
東

タ
岳

平
料誓

菓

市
内
・
三
笠
温
泉

均
呈

平
料

繼
食

良
阪
京、

奈
大
東

ノ
ノ

1、

月

8

神
戸
・
神
戸
商
工
会
議
所

長
崎
・
吉
井
商
工
会

シ
カ
の
飼
料

土
産
品
、
家
具
倉
敷
・
倉
敷
商
工
会
議
所

エ
ヤ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

東
京
・
ニ
ユ
ー
パ
、
ソ
フ
ィ
ッ
ク
貿
易
腸

良
阪
京

奈
大
東

器

生
理
バ
ン
ド

鍛
光
絵
葉
書

製
餌
用
豆

油
砥
石

一
刀
彫

生
理
バ
ン
ド

吉
野
杉
箸

守
山
ホ
テ
ル
・
宇
治
ホ
タ
ル

↓.

i

貝
5

(
へ

、

<
売
り
希
望
>

良
阪
京

奈
大
東

人
形
、
節
句
品
埼
玉
・
行
田
商
工
会
議
所

ス
チ
ー
ル
物
干
掛
や
ぐ
ら

新
潟
・
一
局
田
商
工
会
議
所

銭
光
み
ゃ
げ
人
形
大
阪
・
大
阪
商
工
会
議
所

フ
ル
ミ
ニ
ユ
ー
ム
製
家
具

大
阪
・
日
本
フ
ル
ミ

微
光
ぺ
ナ
ン
ト

動
物
人
形

塵
芥
焼
却
器

ホ
ー
ロ
ー
浴
槽

ス
テ
ン
レ
ス
エ
ル
ボ
継
手

三
重
・
三
重
磁
瑚
株
式
会
社

モ
ス
ラ
ー
テ
ー
プ
大
阪
・
池
田
繊
維
工
業
鵠

福
岡
・
久
留
米
商
工
会
議
所

製
菓
機
械

ビ
ユ
ー
テ
一
口
ー
ラ
ー

ユ
ー
テ
ィ
側

東
一
昂
・
ニ
ユ
ー
ビ

静
岡
・
丸
富

吊
り
棚
・
飾
棚
掛
鏡

フ
ァ
ン
シ
ー
ラ
(
小
型
傘
)

東
京
・
日
本
フ
ブ
ソ
シ
ー
腸

松
山
・
四
国
設
備
刷

、

月

4

料

、

月

3

一イ
一

良
阪
京

奈
大
東

人
(

1
.

月

価
●

品

号

13

一

一
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一
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福
山
・
福
山
商
工
会
議
所

広
島
・
呉
商
工
会
議
所

兵
庫
・
此
木
田
三
代
治

月

会
よ

月
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140

135

旧召和35辱=100)

奈良

総平均
食料呈

東京

1 30

大阪

125

1 20

H5

S40年7
月

'Y

10 11 12 S41年2
月

陶面墨墨民白仏割
芸
品墨面箸

総平均

奈良市小売物価動向表

食料

^^^

116.4
116.5
119.0

粉、粉製『

115.6
116.4
]18.8

125.フ
128.5
131.0

^^^^^^^^^^^

117.6
116.6
118.0

124.0
128.4
131.0

132.0
139.4
131.8

117.3
117.2
119.2

128.1
130.0
129.8

132.0
139.4
132.2

]23.6
U5.2
115.フ

120.4
118.3
121.0

127.0
131.9
131.フ

1取

132.0
139.4
132.フ

123.6
145.2
115.フ

174.0
166.3
210.フ

118.9
117.6
118.4

130.0
133.0
134.0

132.3
139.4
133.1

i l '

123.6
145.2
115.フ

122.3
146.0
216.4

119.4
117.4
118.3

156.2
168.9
]64.5

127.4
131.4
127.フ

132.9
139.2
132.9

123.6
]45.2
115.フ

畜産食品

185.フ
178.0
191.4

〔

120.3
118.4
120.8

166.2
189.0
239.フ

127.5
130.9
126.8

(昭和41年5月)

149.2
N2.1
237.1

132.9
139.2
132.9

123.6
145.2
116.9

190.9
189.9
207.5

調味料

120.フ
118.9
120.9

197.3
193.9
216.0

129.4
133.3
132.フ

157.8
145.1
235.6

170.8
134.1
135.9

106.9
111.フ
127.6

132.9
139.2
132.9

]23.6
N5.2
116.9

219.5
222.2
239.2

121.3
118.4
121.2

105.3
170.2
]82.2

加工食品

129.8
134.3
133.2

157.5
150.1
245.6

142.0
147.3
142.1

123.6
145.2
116.9

160.フ
176.1
]54.3

123.6 122.8

139.5
]48.1
]39.5

131.1
133.8
133.5

178.5
187.5
279.9

142.1
147.3
142.1

170.8
134.1
135.9

123.6
145.9
116.9

155.フ
152.9
139.0

105.フ
120.3
146.6

126.6
123.6
147.5

134.

178.1
191.3
305.2

170.8
134.1
133.9

133.2
120.フ
134.8

142.1
147.3
142.1

170.8
134.1
133.9

噌好

123.6
145.9
H6.9

107.8
111.フ
129.8

163.2
161.5
191.フ

109.4
122.フ
161.2

113.6
1]フ.3
117.8

137.フ
154.9
150.0

110.9
124.1
118.3

99.9
104.0
102.4

109.0
108.4
109.0

106.6
119.8
118.6

117.6
116.5
116.3

90.3
95.8
84.0

112.3
108.8
116.5

132.6

142.

123.6
145.9
116.9

127.8
117.8
132.6

繊維

17フ.6
168.8
209.6

115.3
130.5
162.0

口
ロロ

114.6
117.3
117.8

207.2
198.フ
252.フ

170.8
139.フ
]36.フ

134.3
128.4
137.9

142.2

170.8
134.1
133.9

133.
120.
135.

]23.

201.1
162.1
200.0

建材家具

114.6
117.3
117.8

口
ロロ

137.フ
154.9
150.0

173.5
195.9
275.5

170.8
139.1
138.フ

135.6
127.6
137.3

Ⅱ8.9
17フ.フ
120.フ

133.0
154.9
152.5

110.9
123.6
118.3

100.フ
104.8
103.1

114.3
106.4
109.3

114.フ
119.8
119.3

127.5
119.3
123.0

100.0
95.8
82.4

115.3
111.4
123.4

]23

243.

116.フ
117.フ
119.フ

133.0
154.9
152.5

110.9
123.6
118.3

100.2
104.0
102.4

113.4
106.5
110.9

112.5
119.8
118.6

124.フ
119.1
119.6

100.0
95.8
82.9

115.4
111.5
120.2

133.フ
141.2
175.5

.6

.0

.4

133.0
154.9
152.2

164.5
199.2
257.9

170.8
139.6
144.5

136.8
133.1
135.6

116.フ
117.フ
120.1

133.0
154.9
152.5

110.9
123.6
118.3

100.フ
104.8
103.1

114.3
106.4
108.2

114.9
119.8
119.6

127.5
119.3
122.4

100.0
95.8
82.4

115.9
111.8
124.1

110.9
124.1
118.3

247

116.フ
117.フ
Ⅱ9.フ

133.0
154.9
152.5

110.9
123.6
118.3

100.フ
104.0
103.1

113.4
106.4
110.5

112.5
119.8
119.0

124.9
119.1
120.フ

(冷.
95.
82.8

14.9
11.1
21.4

128.]

110.9
123.6
118.3

機械器具

99.9
104.0
102.4

118.9
117.フ
120.フ

133.0
]54.9
152.5

110.9
123.6
118.3

100.フ
104.8
103.1

113.9
106.4
110.2

114.フ
119.8
119.2

127.5
119.2
122.フ

100.0
95.8
82.4

116.0
111.5
123.6

129

143.1

100.2
104.0
102.4

109.0
106.5
108.6

138.4

172.5

109.3
105.6
110.1

106.6
119.8
118.3

172.5

141.2

116.フ
117.4
120.1

106.6
119.8
118.3

119.4
116.5
117.0

112.3
109.2
116.8

138.9

116.フ

119.9
116.5
117.8

90.3
95.8
83.6

116.フ

133.0

100.0
95.8
83.4

111.フ
108.8
116.3

133

110.9

112.0
109.0
116.6

110.9

100.フ 100

117.3
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〕

市
■

0
商
店
経
営
シ
リ
ー
ズ

1
 
明
日
は
ど
ぅ
な
る
り
・
。

2
 
あ
な
た
の
仕
事
に
誇
り
を
持
と
ぅ
。

3
 
売
れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
儲
か
ら
ぬ
。

4
 
軌
道
に
の
つ
た
繁
栄
。

5
 
新
し
い
店
舗
。

6
 
強
力
店
と
競
争
す
る
に
は
。

フ
ミ
チ
バ
チ
戦
術
。

8
 
店
員
は
何
を
求
め
て
い
る
か
。

9
 
ち
ょ
い
と
東
京
の
人
。

W
 
上
手
な
販
売
、
下
手
な
販
売
。

Ⅱ
乱
売
店
も
怖
く
な
い
。

姶
接
客
第
一
歩
。

玲
あ
な
た
の
店
で
は
や
っ
て
い
ま
す
か
り
・
。

N
 
サ
ー
ビ
ス
と
は
。

玲
商
品
の
顔
札
の
顔
。

M
 
売
掛
金
回
収
の
秘
訣
。

Ⅱ
売
れ
る
客
層
の
つ
か
み
か
た
。

玲
新
人
の
育
て
方
。

玲
販
売
効
率
を
あ
げ
る
に
は
。

⑳
上
手
な
お
客
の
応
待
蓬

幻
上
手
な
お
店
の
広
告
戦
略
。

器
経
営
改
善
へ
の
道

鈴
船
客
は
常
に
正
し
レ
。

、
〔
、

巡
回
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル
ム
名

ー
ー

販
売
値
段
は
一
つ
し
か
な
い
。

お
客
は
満
足
を
か
う
。

商
店
に
お
け
る
陳
列
と
照
明
。

ヂ
(
最
寄
品
の
部
)

新
し
い
販
売
。

商
店
街
活
動
。

接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
。
(
上
)

(
下
)

ヂ
店
員
の
傭
入
れ
と
労
働
条
件
。

福
祉
施
設
と
余
暇
善
用
。

包
装
の
仕
方
。
(
基
本
編
)

(
応
用
編
)

ヂ
品
質
表
示
と
販
売
促
進
。

商
工
会
議
所
と
は
。

繁
栄
す
る
商
店
街

店
頭
販
売
の
秘
訣
(
接
客
編
)

こ
れ
か
ら
の
小
売
商
店
の
生
き
る
道

今
日
の
店
舗
、
明
日
の
繁
栄

税
金
を
怖
れ
な
い
経
営

貴
方
に
も
開
か
れ
て
い
る
金
融
の
窓
口

2
 
楽
し
い
職
場
を
作
る
に
は
。

3
 
ぽ
や
ぽ
や
し
ち
い
い
ら
れ
な
い
。

4
 
や
さ
し
い
複
式
簿
記

5
 
新
し
い
人
間
関
係

6
 
人
間
関
係
の
ポ
イ
ソ
ト

7
 
あ
な
た
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ソ
、
か
出
来
る

0
実
務
訓
練
関
係

1
 
正
し
い
電
話
の
応
接
。

2
 
正
し
い
受
付
と
接
待
の
仕
方
。

3
 
正
し
い
態
度

4
 
積
極
性
を
伸
ば
す
に
は
。

5
 
命
令
の
受
け
方
、
蝦
告
の
仕
方
。

6
 
会
議
の
開
き
方
。

7
 
話
し
方
の
技
術
。

8
 
T
 
・
 
W
 
・
ー
と
は
。

9
 
教
え
方
の
四
段
階
。

人
を
協
力
さ
せ
る
に
は
。

作
業
分
析
。

安
全
。

電
話
の
心
得
。

停
れ
、
見
よ
、
そ
し
て
訊
ね
よ
。

職
場
の
モ
ラ
ー
ル
。

゛
■
、
ι
:
:
ι
1

《
喫
小
規
模
事
業
の
皆
さ
ん

商
工
会
議
所
で
は
市
内
の
小
規
模
事
業
者

の
経
営
お
よ
び
技
術
の
改
善
の
お
役
に
た

つ
た
め
、
無
料
で
巡
回
し
て
皆
さ
ん
方
の

ご
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
方
よ
り
受
け
る
ご
相
談
事
項
に
し

て
は
、
相
談
の
機
密
を
十
分
お
守
り
い
た

一

し
ま
す
か
ら
、
何
卒
ご
安
心
の
上
、
お
気

一
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

一
★
経
営
指
導
員
と
は

通
産
大
臣
よ
り
資
格
認
定
を
受
け
た
実
務

〔
指
導
老
で
、
何
れ
も
奈
良
商
工
会
議
所
職

員
で
す
か
ら
、
き
っ
と
皆
さ
ん
方
の
ご
満

、

足
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

"
.
★
経
営
指
導
員
の
取
扱
う
仕
事
、

一
相
談
1
生
産
販
売
、
労
務
、
税
務
、
金

■

融
な
ど
商
工
業
一
般

診
断
1
お
店
や
工
場
の
経
営
状
況
を
実
地

§
断
L
、
今
後
の
経
営
改
善
の
指

針
を
お
教
え
し
ま
す
。

そ
の
他
1
小
規
模
事
業
の
皆
さ
ん
方
に
必

要
な
法
律
や
市
で
き
め
ら
れ
た
種
々

の
手
統
き
な
ど
に
つ
い
て
も
ど
説
明

い
た
し
ま
す
。

芙
ご
相
談
は
す
べ
て
無
料
、
お
気
軽
に
電
話

T
E
L
⑳
6
0
7
5
(
代
)

経
営
改
善
の
パ
ト
ロ
ー
ル

多ι

0
工
場
経
営
シ
リ
ー
ズ

安
全
、
確
実
、
迅
速

輸
送
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
H
通
へ

奈
良
市
油
阪
町
拾
四

日
本
通
運
株
式
会
社
奈
良
支
店

一
.
'

支
店
長
中
岡
兵
吉

竃
話
奈
良
⑳

1

カ
ギ
は
貴
が
握
っ
て
い
る
。

テ

.

イ

一

t(

/ ヘ、一
を
.
亀
:
■
.
ι
1
.
尋
.
●
/

御
申
込
は

所
業
務
課
へ

当

事
業
種
目

鉄
道
貨
物
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
、
倉
庫
事
業
、
国
際
輸
送
、

航
空
、
海
運
、
港
湾
運
送
、
観
光
業
務

.

.

予
膨

ノ

.

"

昭
和
四
十
一
年
六
月
十
日
印
刷

昭
和
四
十
一
年
六
月
十
五
日
発
行

奈
良
市
東
向
中
町
六

編
集
兼

中
村
貞
三

発
行
人奈良

市
尼
辻
町
一
丁
目
五
七
七

印
刷
人
近
、

弘
七

奈
良
市
尼
辻
町
一
丁
目
五
七
七

印
刷
所
共
同
精
版
印
刷
談

奈
良
市
東
向
中
町
六

発
行
所
奈
良
商
工
会
議
所

電
話
奈
良
代
表
@
六
0
七
五
(
代
)

才 J
、

ノ
ノ
ノ
ノ
.
ン
ン
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一
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く
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ゆたかなくらしに安全電化配線
このメダルが電化生活を保証します
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奈良支店長高村栄
電話大代表奈良⑳ 1201
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冉
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゛
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Q
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n
Ⅱ
ル

《
玉
武菱1三HS
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リ
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叫

ノ

,
-
1
L

、

゛
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BU「1M
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〆
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1

B
O

6
6

(
共

条
市
市

五
下
上
吉

日
本
染
織
工
業
株
式
会
社 t

営
業
種
目
輸
出
・
内
需
・
綿
・
ス
フ
・
純
毛
・
化
公
巳
繊
・
麻

蚊
帳
地
・
そ
の
他
の
製
織
並
に
染
色
整
理
加
工

A
、
製
織
(
綿
・
ス
プ
・
純
毛
・
化
(
<
巳
繊
麻

蚊
帳
地
・
服
地
・
芯
地
・
モ
ス
リ
ン
・
そ
の
他
)

B
、
染
色
粂
御
・
ス
フ
・
純
毛
・
化
公
巳
繊
・
麻

織
物
の
染
色
整
邸
加
工
「
特
に
樹
脂
加
工
」

キ
リ
ソ
モ
ス
リ
ン
・
キ
リ
ソ
ウ
ー
ル
特
言
ぢ
)

富
生
九
天
八
壺

良
門
阪
寺

四
九
八
0

五
七
五
一

奈
良
市
心
阪
町
-
0
五
電
話
奈
良
⑳
五
七
五
二

本
ー
エ

五
七
五
三

五
七
五
四

西
大
寺
工
場
奈
良
市
西
大
寺
町
嘉
奈
良
⑳
五
七
五
弌

京
都
商
事
部
京
都
市
中
京
区
蛸
薬
師
通
東
洞
院
東
入
る三

五
三
七

電
要
都
⑳
三
五
三
八

三
五
三
九

右
同
寝
具
部
京
都
市
下
京
区
富
小
路
通
五
条
下
る

一
丁
"
ハ
上
三
八
七

電
話
京
都
圃
三
二
↓
四

大
阪
営
業
所
大
阪
市
東
区
淡
路
町
二
丁
目
野
ロ
ビ
ル

電
話
大
阪
即
五
九
0
八

御
奈
西
油

取
締
役
社
長
越
知
日
岩
太
郎

、

己糸

桜井 6288代・2070

榛原 1 ・46

大宇陀 18・49
五条 3297代

下市 3705代

吉野 2961代
ク 3021

柏木 33

野山

柏木

総合印刷

同精版印刷株式会社
取締役社長近東弘七

1、U

本社工場

大阪工場

東京工場

C

奈良市尼辻町 1 丁目 57フ

大阪市南区竹屋町 7 番地

東京都文京区小石川 4丁目15の15

<ユニ>は
■書きべりが少ない■なめらかにすべる
■硬度が常に正かく■軸木が削りゃすい
このすべてを保障する鉛筆

.、"^

電話奈良代表岡 6501番

電話大阪代表(271)7951番

電話東京代表侶13)7451番
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本社奈良⑳

取締役社長杉

奈良⑳5501代

ク⑳5271

ク⑳5268

ク侮)Ⅱ84

ク⑳8680
ク⑳0966

ク⑮0095

ク@ヲ0091代

大安寺

法華寺
あやめ池

く事業場
登美が丘奈良⑮0781

雄ク@今0096

駒生駒 2067・2965

条郡山 4246

理天理②1453・0082
木橿原 2141・4311
阪高取心

局田高田②5921

11 8 1 大代表

勝彦本

株式会社
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桜井

榛原

大宇陀
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会
社
設
立

記

帳
会
計
指
導

企
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

司

奈
良
商
工
会
議
所
嘱
託
・
大
和
経
済
倶
楽
部
顧
問

阪
本
税
務
会
計
事
務
所

長
理
士

事
務
所

阪
本

自

t

奈
良
市
東
向
中
町
八
全
則
田
ビ
ル
三
階
)

電
話
奈
良
⑳
三
五
一
-
ー
ニ
番

奈
良
市
あ
や
め
池
敷
島
町
五
四
三

電
話
奈
良
(
妬
)
二
六
六
六
番

宅

祥
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税所
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会議所の動き 昭和41年度事業計画及び予算を決定一・ーー第32回議員総会一

昭和40年度~41年度事業報告一ーー-1~5月一

アジフ商工会議所連合会正式に設立きまる・・ー

日商に協力特別委・・ーー万国博などで盛りあげー

流通業務市街地の整備に関する法律案・・・・一閣議決定さるー

奈良の保存と開発座

目

談

お知らせ

次

青色専従者給与控除額24万円となる・・・・,・

求人受付についてー・・一奈良公共職業安定所一

東南アジア視察記

.

・づ>hマ゛
C膨,、

株式會社

新入会員特別受付期間一ーー-6月1日~7月31日一

新入会員紹介・ー・ーどうぞよろしくー

「新規学卒者職業紹介の基本的方針」を改訂一ーーー労働省一

論防衛論争、大いに結構但し、政府答弁は慎重にー・・一政治評論家

若い力でやりぬくぞーーーー中卒新規採用者激励会開催さるーー..

想経営老雑感

第2回優良土産品審査会開催さる・・・・・・主催奈良優良観光土産品連絡協議会
経営相談・労働相談

各種検定試験締切日及び施行日一・・ーー・・

奈良市小売物価動向表一ー・一昭和41年5月一

紹介売り希望・買い希望

巡回スライドフイルム名

経営改善のパト戸ール

出席者 吉村正一郎氏・寺尾勇氏・河合利喜蔵氏
大東善治氏・近東弘七氏・杉本勝彦氏

司会中村貞三

砧

●●●●●●●●●■●■●●゛●●●●.■......... ・・当所専務理事

..■●●.●●●●●■●●●●●●●●●●●,●●●.●.........■.●●..■.●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●...●甲.

取

■■●●●●●●●●●.'●..●●●●.●..●●●●●●●●闇●●●●●●●●●●●●●●●●●.●●

中村貞

.

y

唐島基智三・・・・・・・・・・・・

18

小山榮三郎
.^

代表取締役

小山恭
.^

代表取締役 .^

奈良市西木辻町88 電話奈良⑳4321番(代表)
札幌.仙台.東京・神奈川・富士・北陸・名古屋
.奈良.大阪・岡山・広島・小倉・高知
一般寝具類賃貸病院基準寝具賃貸

小山

本社
営業所

営業種目

阪本祥嗣・・・・
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